








































お兄ちゃん……ここでなら、好きって言ってもいいんだよね？
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　六時間目の終わりが待ち遠しかった。

　短いホームルームの後、俺はすぐにランドセルを背負って教室を飛び出す。

　そのまま自宅のあるマンションまで走り、入り口の扉を暗唱番号で開き、エントランスにあるエレベーターのボタンを押す。

　息を整えている間に一階まで籠かごが降りてきて、扉が開くと中へ飛びこみ、六階と〝閉じる〟のボタンを同時にプッシュ。

　籠が上昇を始めると、そわそわした気持ちがわくわくへと変わっていく。

　六階に着いたら、再びダッシュして６０２号室へ。

「ただいまーっ！」

　鍵を開けて玄関に入り、靴を脱ぎ捨てて、慌ただしくリビングに駆けこむ。

「お兄ちゃん、おかえりー」

　大きな液晶テレビの前には、ゲームのコントローラーを握る妹の姿。

　低学年の妹は五時間目で授業が終わるので、先に家へ帰っていたらしい。

　それに悔しい想おもいを抱くが、妹は嬉うれしそうに微笑ほほえんで、俺にもう一つのコントローラーを差し出してくる。

「早く一緒にやろーっ」

　その言葉と笑顔でくすんだ感情はすぐに吹き飛び、俺はランドセルを下ろして、そのコントローラーを受け取った。

　そして一緒に、ここではない場所で仮想の〝冒険〟を始める──。







　それは……遠い、遠い、思い出。

　あの頃の俺たちはゲームに夢中だった。

　どうしてあんなにも、のめり込んでいたのか──理由はとても単純。

　ゲームは、画面の中にある〝ここではない世界〟は、すごく刺激的で楽しかったのだ。

　鬼ごっこやかくれんぼより、おしゃべりや悪戯いたずら、寄り道や探検よりもずっと面白かったから、俺たちはそれに没頭した。

　楽しい以外の理由はない。

　ゲームだから楽しいのではなく、楽しいからゲームを選んだだけ。面白いから大好きになっただけ。

　ＲＰＧロールプレイングゲームで勇者として魔王を倒す旅に出るのも、オンラインゲームで仲間たちとファンタジー世界を駆け巡るのも、そこでの冒険が、生活が楽しいから。

　俺とあいつが遊び、冒険する世界は、楽しくなくちゃいけない。

　たとえ〝今の俺たち〟がいる場所が、ゲームのようでゲームではない、途中退場の許されない世界だとしても。

　それが俺とあいつの〝冒険〟であるのなら、つまらないものであってはいけない。

　だから俺は──このくだらない冒険を、自分の手で〝楽しく〟してやると決めたのだ。







「ひゃうん!?　あ、や──んっ……も、もうっ……く、くっついで来ないで！　これ以上服を溶かされたら──」

　そして今、俺の眼前では〝とても楽しい冒険〟が繰り広げられていた。

「やっ……パンツが──お、お兄ちゃん、見てないで手伝ってよぉ！」

　半裸状態の妹が、必死で胸を隠しながら俺に助けを求めてくる。

　蒼あお色の瞳は涙で潤み、銀色の髪や体の各所には、緑がかったゼリー状の生物──いわゆるスライムが張り付いていた。

「いや、ルリが自分から群れの中に突っ込んでいくからだろ……」

　俺は痴態を晒さらしている妹から目を逸そらして、呆あきれ混じりに言い返す。

　このスライムには植物素材の布を溶かし、吸収する性質があるのだ。

「と、トオヤ様、助けてくださいですーっ!!」

　そう言いながら目の前を駆け抜けていくのは、狼おおかみの耳と尻尾しつぽを生やした獣人少女。

　彼女も服のあちこちを溶かされ、走る度に揺れる大きな胸が露あらわになってしまいそう。

　さらに俺の真横では、既にすっぽんぽんにされた金髪碧へき眼がんのエルフ少女が体を丸めて蹲つくばっている。

「ちょ、ちょっと、こっちを見ないでくださる!?　も、もし私の裸を見たら……せ、責任を取ってもらいますわよ!?」

　エルフ少女に釘くぎを刺され、俺は視線を前に──半裸の妹の方へと戻す。

　あー、うん、ダメだ。どこを見ても肌色だ。

　女子と付き合ったこともない男子高校生には刺激が強すぎて、とっくに脳の処理能力を超えている。

　そのおかげで表面上は平静を繕えているが、さすがに限界が近い。

　リアルに鼻血が出てしまいそうだ。そろそろこの状況をどうにかしなくては。

「ルリ、ちょっと待ってろ」

　俺は妹の名前を呼び、腰の剣を抜く。

　現在俺たちは、人口百人に満たない小さな村を襲ったスライムの群れを討とう伐ばつ中。

　村人たちはとっくに服を全部溶かされ、辺りは阿あ鼻び叫きよう喚かんの有様だ。

　無事なのは金属と革製の鎧よろいで身を固めた俺だけ。

　餌えさになる布を身に着けていない俺に、スライムたちは寄って来ない。

「我が敵を薙なげ──火レ閃イ」

　剣に炎を纏まとわせて近づくと、スライムたちは一斉に俺から距離を取る。

　妹のルリに纏わり付いていたものや、獣人少女を追いかけていたものも、波が引くように離れていった。

　よっし、想定通り。

　生息環境の改善によるスライムの弱毒化にも成功したし、今回の冒険はわりと楽しくできたように思う。

　肉を食うスライムによって全滅した村で、スケルトン化した村人と戦う──などという〝くだらない冒険〟をせずに済んだ。

「うえーん！　お兄ちゃーん！」

　スライムから解放された妹が、半裸のまま抱きついてくる。

　温かくて柔らかく、少しベトベト。

「助けてくれてありがとっ！　でもでも──あたし、お兄ちゃんのことなんて大っ嫌いなんだから！」

「はいはい、分かってるよ」

「返事が適当!!」

　頬ほおを膨らませる妹を見て、俺は溜ため息いきを吐ついた。

　そもそも、どうしてこんな面倒くさい状況になっているのか。

　ゲームでもリアルでもない場所で、この〝止められない冒険〟に加わってから数週間経たつが……切っ掛けはたぶん一年前。

　全てはあの日から始まった──。
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　──現実ではない世界。なら、それは〝どこ〟に在ある？





　　　　　　　１






《world: カオティック・フレイム　area: アスモの丘西部深奥》




「お兄ちゃん、いい加減フツーに冒険しようよー」

　地面に召喚用の魔法陣を描いていた俺に、ルリが後ろから声を掛けてくる。

　妹よ、少し静かにしていてほしい。集中が乱れる。

「何かクエスト受けてさー、お礼にＮＰＣの獣人ちゃんをモフモフしたりー、エルフちゃんの耳を触らせてもらったりしようよぉー」

　モフモフはまだ分かるが、エルフの耳弄いじりはマニアックすぎるのではないだろうか。実の妹ながら、その性癖が心配になってしまう。

「聞いてる？　お兄ちゃーん」

　聞いてはいるが、返事はしない。喋しやべると手元が狂ってしまう。

「…………」

　そのまま黙って作業を続けていると、ルリは俺の横に回り込んできた。

　彼女の名前にちなんでコーディネートした瑠る璃り色いろの騎士鎧よろいが、視界の隅に入る。

　嫌な予感。こいつ、何をする気だ？

「返事してくれないと、チューしちゃうよ？」

「やめろ。兄妹はそんなことしない」

　俺は即座に作業を中断し、間近に迫っていた妹の頭を押し戻した。

　危ない。ギリギリセーフ。

　白銀の髪が揺れ、ルリは蒼あお色の瞳で俺を見つめる。

「でも、ここではあたし──お兄ちゃんのお嫁さんだし」

　その言葉に俺は苦い表情を浮かべた。

　わりと痛いところを突いてきやがって……。

　登録名、ルリ。レベル59。クラス、神聖騎士。そして俺との関係性を示すステータスは……パートナー配偶者。それは確かに事実ではある。

「結婚したのは、その方が二人で遊ぶのに効率的だってだけだろ」

　パートナーになることでの経験値ボーナス、共有アイテムストレージ解放などの特典に釣られただけ。

　他意はない。まったくもって本当に。

「それはそうだけどー」

　頬ほおを膨らませ、ルリは視線で不満を訴えてきた。ゲーム内のキャラではあるが、その顔立ちは現実のものとほぼ同じ。スキャニングの精度はとても高い。

　目はぱっちりとしていて大きく、目鼻立ちは整っている。今は機嫌が悪いが、笑うととても魅力的であることを俺はよく知っていた。

　ったく、何でこんな……無駄に可愛かわいいのか。妹がどれだけ美少女でも、俺の人生が潤うことはないのに。

「でもでも、結婚式だって挙げたじゃない」

「あれは仕様上、仕方なくだ」

　ルリがやたら人を集めたので、死ぬほど恥ずかしかった。まさに晒さらし者。今のところ抹消したい記憶ナンバーワン。文句なしの黒歴史。

「むぅー」

　ぷくーっと、さらに頬を膨らませるルリ。指で突けば破裂してしまいそうだ。

　そんな妹の圧力に屈した俺は、溜ため息いきを吐つく。

　ああもう分かったよ。そんな目で見るな。

「……これで終わりにするから、少し待ってろ」

　手早く魔法陣を完成させた俺は、立ちあがってアイテムストレージから虹にじ色の宝玉を取り出した。

「またチート？」

「チートじゃない、裏技の探究だ」

　即座に俺は妹の発言を訂正した。

　宝玉の表面には、現実とほぼ変わらぬ俺の真面目まじめな顔が映っている。

　登録名、トオヤ。レベル60。クラス、魔導剣士。ルリのように外見のカスタマイズは行っていないので、現実と同じく黒髪黒目。

「チートと裏技って違うの？」

「全然違う。俺は不正プログラムを使ったりはしない。仕様の穴を突いて、普通はできないようなことをやろうとしているだけだ」

　俺は胸を張って答えるが、ルリはジト目を向けてきた。

「……そういうのもダメって規約に書いてあった気がするけど」

　真っ当な意見だ。さすがは学級委員長。あ、今はどうだか知らないが。

「禁止されてるのは、意図的に仕様の穴を利用することだろ？　俺はただ〝何か変なことが起こるかもしれない〟ってことを試してるのさ」

　けれど妹に口くち喧げん嘩かで負ける俺ではない。正論には詭き弁べんで対抗してみせる。

「でもそれでお兄ちゃんのアカウントが凍結されたりしたら困る！　新妻を一人遺のこして逝くつもり？」

　詰め寄ってくるルリに俺は肩を竦すくめる。

　わりと窮地だが、ここで余裕を繕ってみせるのが兄というもの。

「新妻ってあたりは否定したいが──まあ大丈夫だって。本当にバグを見つけても、それっきりにすれば問題ない。ボランティアでデバックしてるようなもんだよ。放ほうっておけばバグを検知した運営が勝手に対策するはずだ」

　事実これまで特に何のお咎とがめも受けていない俺は、軽い口調で答えた。

　そう──俺は決して、ゲーム内で不正な利益を得るために仕様の穴を探しているわけではない。

　裏技を見つける。それ自体が目的なのだ。

　そのゲームの──世界のシステムとルールを理解して、未いまだ誰も思いついていないであろう可能性を探究するのは、俺にとって何よりも楽しい〝冒険〟だ。

　ただ、そんな俺の趣味は妹に理解してもらえず、それこそ単なる悪趣味だと思われているようだが。

「はぁ……これがなければ完かん璧ぺきなお兄ちゃんなのに。もういいよ、待ってるから。でも──その魔法陣で何をするっていうの？」

　諦あきらめたように肩を落としたルリは、地面に描かれた召喚用の魔法陣を見つめた。

　お、いい質問だ。

「よくぞ聞いてくれた。お前も知っての通り、このゲーム──カオティック・フレイムには魔法がある。それは次世代型物理エンジンに後付けされた、新たな〝法則〟だ。だから元々無理があるし、隙すきも多い。特に実装されたばかりの召喚魔法は、プレイヤー側からの入力に対するフィルタリングが甘くて、想定外の挙動を引き起こせる可能性が──」

　と早口で説明するが、妹が既に明後日あさつての方向を見ていることに気付く。

　こいつ、まるで聞いてない。

「要するに……魔法陣を書き換えて、誤作動させようってことだよ」

「へー、そういうことなんだ」

　短くまとめた説明にポンと手を叩たたいたルリは、前かがみになって魔法陣を眺める。

　っ……おい、その角度はまずい。

　防御力は高いのに何な故ぜか装甲面積の少ない鎧よろいの隙すき間まから、胸の谷間が見えそうだ。

「──召喚してみるから離れてろ。まあ何も起こらない確率の方が高いんだが」

　冷静になれ、こいつは妹だろ。

　俺は視線を逸そらしながらルリを遠ざけ、召喚の媒体となる宝玉消費アイテムを掲げた。

「はーい。あ、そうだお兄ちゃん」

　何気なさを装っているが、少し緊張した声音。

「何だ？」

　俺は少し心の準備をしてから問い返す。

「お父さんとお母さんが離婚してからさ……一度も外で会えてないよね」

　やっぱりそういう話題か。

「まあ──簡単に会えるような距離じゃないしな」

　俺が頷うなずくと、ルリは躊躇ためらいがちに告げる。

「えっと、その、もうすぐ夏休みだし──あたし、会いに行ってもいい？」

　……会う？　直接？

「え？　あ──」

　俺はルリの言葉に驚き、手にしていた宝玉を取り落としてしまう。

　何やってるんだ俺。

　受け止めようとするが間に合わない。

　カシャンと軽い音を立て、魔法陣の上で砕け散る宝玉。

　すると次の瞬間、魔法陣が不気味な黒い光を放つ。

　……まさか！

「っ──起動した!?」

　俺は慌ててルリの腕を引き、魔法陣から距離を取った。

　溢あふれ出した黒い光は空へ高く立ち昇り、球状に膨張する。

　辺りには腐臭が漂い始め──。

「……臭におい？」

　それは在あり得ないことのはずだった。このゲームはフルダイブ型だが、痛覚と嗅きゆう覚かくは制限されている。

　痛覚に関してはユーザーにショックを与えないため。嗅覚の排除は〝現実よりもリアルではない世界〟にするため。

　これはどのゲームでも徹底されていることなので、通常であれば腐臭などを感じるわけがない。

「お、お兄ちゃん、何これ？」

　けれど現実として、妹は鼻を押さえていた。

　俺もあまりに強烈な臭いに顔を顰しかめる。

「──分からない。けど、期待以上にバグったのは確かだ」

　膨れ上がった黒い光が弾け、内側から巨大な〝影〟が出現した。

　輪郭は……ドラゴンのようにも見える。けれどテクスチャが剥はがれ落ちているのか、全身が真っ黒に塗りつぶされ、立体感がない。

　明らかにバグモンスター。ターゲッティングをしてもステータスは表示されず、こちらの文字表記までおかしくなる。

「やばい、逃げ──」

　バグが俺たちにまで影響を及ぼしていることに気付き、ルリの腕を引こうとするが……その判断はあまりに遅かった。

　長く巨大な首をもたげた影の竜が、こちらに襲い掛かってくる。

　立体感がないせいで距離感も掴つかめない。しかしもう逃げられないことは何となく分かった。

「お兄ちゃん！」

　そんな俺の前に飛び出す蒼い鎧の騎士。

　ルリは迫る黒影に向かって剣を振るい──そのまま闇バグに呑のまれた。
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《world: 現実リアル　area: マンション傘さん陽よう６０２号室》




　ジィージィージィー

　騒がしい蝉せみの声に瞼まぶたを開くと、赤い夕ゆう陽ひが目に飛び込んできた。

　暑いし眩まぶしい。

「ったく……」

　ぼやきながら俺はベッドから置き上がり、カーテンを閉める。

　学校から帰ってウトウトしていたら、またあの夢だ。全く……どれだけトラウマになっているんだか。

　俺は溜ため息いきを吐つき、ベッドの枕まくら元もとに置かれているフルダイブゲーム用のＨＭＤヘツドマウントデイスプレイに視線を向ける。

　一年前まで、俺はあのゲーム──カオティック・フレイムで妹と毎日のように遊んでいた。

　当時俺は十五歳、中学三年生。二つ年下のルリは中学一年生の十三歳。

　両親が離婚して離れ離れにはなったけれど、ゲームの中でなら簡単に会うことができたし──それまで以上に仲が良くなったように思う。

　けれど俺が召喚したバグモンスターに攻撃された影響で、妹のキャラクターデータが破損。運営に泣きついたが復旧不能という通達が下り……それが原因で大おお喧げん嘩かをして、一回だけあった仲直りの機会も逸してしまい、それっきり。

　以来、ゲームでもリアルでも妹とは会っていない。

　悪いのは百パーセント俺だ。

　弁解のしようもない。

　ただ──今は少し後悔している。許してもらえなくとも、謝り続けるべきではなかったのかと。

　そう思う理由は、昨日父親から聞かされた話のせい。




『瑠る璃りが失しつ踪そう……いや、状況からすると家出の可能性が高いらしいが──ともかくもう二週間ほど家に戻っていないそうだ。遠とお矢やには瑠璃から連絡は来てないか？』




　来てるはずないだろ。

　八つ当たりのように父親へ言い返してしまったのを思い出し、ガリガリと頭を掻かく。

　──かっこわりぃ。

　今の俺に、瑠璃のことなど何一つ分からない。

　一年経たち、中学二年生になった妹がどんな生活を送っていたのか、何を考えていたのか、想像することもできない。母親と喧けん嘩かしたらしいが、その理由も全く思い当たらない。

　滑こつ稽けいだよな、俺。

　この一年、俺が続けてきたことは全くの無駄で、見当違いだった。

　実を言えば、俺は高校生になった今も、一人でカオティック・フレイムをプレイしている。もう一度あのバグを再現し、ルリを一呑のみにしたバグモンスター──俺は勝手に影の竜シヤドウドラゴンと呼んでいるが──を倒すために……。

　それが一つのケジメ、もしくは仲直りの切っ掛けにできると思っていた。

　でも……俺はどんな形でも妹と話をするべきだったのだ。

　そうすれば家出に至るような悩みを聞き出し、解決できていたかもしれない。

「家出とか──瑠る璃りのやつ、何してんだよ」

　苦々しく呟つぶやいたところで、卓上のＰＣにメッセージ着信の通知が表示される。ＨＭＤヘツドマウントデイスプレイと接続されたそのＰＣはほぼゲーム専用機。通知もほとんどがゲーム関連。

　だからいちいち確認するほどのものではないのだが、何な故ぜか胸がざわめいてＰＣに向かい、メッセージを開封する。




『差出人：■ル■■リ　宛あて先さき：トオヤ　件名：■■ば■■■たく■■■へ』




　ゲームのアカウント宛に届いたメールだ。差出人と件名表示がおかしい。

　普段ならこんな怪しいメールはゴミ箱行きだ。しかし──。

「……ルリ？」

　差出人の文字を見て、俺は躊躇ためらいながらも開封した。

「これは──」

　表示されたのはテキストではなく画像。召喚用の魔法陣と思われる図形。

　マウスを握る指が震える。

　しかもそれは一年前に俺が影の竜を呼び出した魔法陣によく似ていた。





　　　　　　　３






《world: カオティック・フレイム　area: 空中都市ウィシュター》




　カオティック・フレイムの世界へと降り立った俺の耳に、ざわざわとした街の喧けん噪そうが飛び込んできた。

　そこは物理法則に魔法という概念が付け足された、ある意味では現実より高次元の領域。

　痛覚と嗅きゆう覚かくをカットすることで〝リアルさ〟を抑制しているが、それでも十分以上の存在感を備えている。

　広場の中央には大きな女神像が立っており、この世界に降り立つ者たちを見つめていた。

　あの女神はこの世界を司つかさどるアフラ・マズダー。俺はあまり詳しくないが、古い神話に出てくる善の最高神らしい。カオティック・フレイムはその神話をモチーフに作られた仮想世界なのだ。

　天使を率いる善なる女神と、悪魔を率いる魔神が戦い続けているという設定で、俺たちプレイヤーは女神に選ばれた勇者という立場。

「……少なくとも俺は勇者失格だけどな」

　俺は自じ嘲ちよう気味に小さく呟つぶやき、広場から続く広い街路に出る。

　エキゾチックな石造りの街を行き交うのは、人間、エルフ、獣人、魔人──四種族のプレイヤーキャラとＮＰＣ。




『ねえねえ、お兄ちゃん！　見て見て！　エルフがいる！　あ、あっちには犬の獣人が──モフモフしてみたい！　ハグハグしたい！　ホニュホニュしたい！』




　ルリは初めてこの世界を見た時、そんなことを叫んで目を輝かせていた。

　俺にはよく分からない感覚だが、ルリはファンタジー世界やその住人に〝萌もえる〟らしい。ホニュホニュの意味は未いまだ不明。

　胸の奥が痛むのを感じつつ、俺はゲーム内の個人スペース──ルリが〝新居〟と呼んでいた小さな家で装備を整える。




『ここがあたしとお兄ちゃんの愛の巣だよ！　えへへー、お兄ちゃん……ここで思いっきりいちゃいちゃしようね！』

『愛の巣じゃなくてただの拠点だ』




　かつて妹と交わした会話が耳の奥で蘇よみがえる。

　ルリがいた頃は拘こだわりの家具で綺き麗れいに整えていた室内は、ただの物置と化していた。

　壁には数十本の剣が無造作に立て掛けられ、床に防具や道具が乱雑に積まれている。

　これらは全て不正なデータを有する改造品。

　以前は規約に抵触しない範囲で裏技探しをしていたが、今は手段を選んでいない。

　人から買ったものもあるし、自分で作ったものもある。

　もはや立派な──いや、最低の不正利用者チーターだ。

　バグモンスターを倒す方法を模索して、バグの利用に行き着くのは自然な流れだった。

　いつ摘発されるか分からないが、どの道ルリのキャラデータを復旧できなければ続ける意味もない。

　今の俺に、失うものなどないのだ。

　そんな危うい綱渡りを続けて集めた改造品の中で、とっておきのものを選び出す。

　──さっきのメールに何か〝意味〟があるのなら……何かが起こるのなら、もう一度あいつと戦えるかもしれない。

　思わず手にした剣の柄つかに力が籠こもる。

　これから俺は、あの魔法陣で召喚魔法を試みるつもりだった。

　メールの意図は分からないが、それ以外に取りうる行動は思いつかない。

　今まで何度も試し、バグが再現できたことはなかったけれど……可能性だけはまだ捨てていない。

「……これで行くか」

　メインウェポンに選んだのは、英雄剣ウルスラグナ。

　十パターンに及ぶ形態変化のギミックを有する希少武器だ。

　このゲームにおける強化魔法バフは、対象武器の攻撃力を規定の割合分増加させるもので、同時に使った場合は最も効果が高いものだけが適用される。

　しかしウルスラグナに限っては、そうしたルールを破る方法があった。

　不正な手段でゲーム内の処理を遅延させ、形態変化を行いながら強化魔法を施すと、他形態時の強化が残留する。

　つまり本来重複しない強化魔法を、十回分重ねがけできるのだ。

　これは俺が見つけた裏技──いや、通常のゲームプレイで再現はできないので、ただのチート。

　恐らく今の状態ならば、ゲーム内での上限ダメ─ジを一撃で叩たたき出せる。

　──ま、耐久値の関係で一度使えばぶっ壊れるだろうがな。

　加えて異常すぎるダメージ値は運営のバグ検知に引っかかり、このアカウントが停止される可能性も高い。

　──改造品は使った時点で後戻りができなくなる。けど、使う機会がないよりはずっとマシだ。

　武器の予備や他の〝切り札〟は携帯用のアイテムストレージ〝魔法の箱〟に入れておく。

　取り出す際に呪じゆ文もんの詠唱が必要になるが、これがあれば戦闘中でも武器の持ち替えが可能だ。

「……よし」

　あとは現状の最強装備で身を固め、アジトを出た。

　登録名、トオヤ。レベル99（現在の上限）。クラス、魔ま煌こう剣士。

　それが現在のステータス。パートナー欄にはまだルリの名前がある。

　この表示こそ、妹のキャラクターがこのゲームから完全に削除されたわけではない証あかしだと俺は信じていた。

　……そのせいで、リアルのあいつを蔑ないがしろにしちまったんだがな。

　未練と後悔を振り切るように、歩き出す。

　早足で人ひと混ごみを抜け、街の四方に配置された転移門ポータルの一つから〝アスモの丘〟に転移。

　木が疎まばらに生えた丘陵地帯が目の前に広がる。

　ここはいわゆる〝旨うまみの少ない〟エリアで、クエストで指定されない限り訪れるプレイヤーは少ない。

　転移門の近くには人影があったものの、フィールドを奥へ奥へと進むと誰もいなくなる。

　そして──広場のように開けた場所で俺は足を止めた。

「あの魔法陣を試すなら……やっぱここか」

　ここは一年前に魔法陣の誤作動を試した場所。そして妹のキャラクターがこの世界から消えた地点。

　当たり前だが辺りの景色は何も変わっていない。

　胸の痛みと共に、思い出す。

『お兄ちゃん！』

　俺を守ろうと飛び出したルリが、影の竜シヤドウドラゴンに呑み込まれた情景を。

　そう、妹は喰くわれたのだ。闇バグに呑のまれ、拘束されたことで、運営も探知できない状態になっている可能性がある。

　だから、もしかすると──影の竜を再び呼び出し、倒すことができれば、妹のキャラクターを取り戻せるかもしれない。

　望みは薄いと分かっているが、試さずにはいられなかった。

　まあ──結果として、それに費やした時間は無駄だったんだが。

　家出したという妹には、もはや連絡する手段もない。もし一年前のように影の竜が出現し、それを倒して〝ルリ〟を取り戻せたとしても、あいつが喜ぶとは思えなかった。

　今もたぶん……俺、迷走してるよな。

　ホントにルリを探すつもりなら、あいつが引っ越した街まで行って、聞きこみでも何でもしろっていうんだ。

　こんなゲームの中でうだうだやってる暇はない。

　だからこれが最後。

　あのメールに何か意味があるのかを確かめて、瑠る璃りと何の関わりもなかったのなら……今度こそリアルのあいつを探しに行こう。

　これは俺にとって、この世界の〝ルリ〟を諦あきらめるための儀式。

「真炎の使徒、七柱の蒼あお。零こぼれ落ちた翼、燐りん光こうの一片にて門を刻め──」

　俺は呪じゆ文もんの詠唱を始める。

　召喚魔法の呪文は、基本的に〝魔法陣を描くためのもの〟だ。

　複雑な魔法陣を人の手で正確に描くことは困難だというのがその理由。

「願うは牙きば。魔を屠ほふる獣。炎界に我の声を送り届けよ！」

　宙に生まれた小さな炎が地面に落ち、複雑な図形を描き出す。

　あとは触媒となるアイテムを使用すれば、召喚魔法が発動するのだが……俺はそこから魔法陣の改変に取りかかった。

　こっからが本番だ。

　メールに添付されていた図形と同じになるように、図形を描き変えていく。

　実際に描いて気付いたが、一年前のものとも、これまで試してきたものとも微妙に違う。

　さて、何が起きるか。

　魔法陣を描き終えた俺は立ちあがり、召喚用消費アイテムの宝玉を取り出した。

　あとはこれを魔法陣の上で割ればいい。

　脳裏を過よぎった影の竜シヤドウドラゴン──テクスチャの剥はがれた不気味な姿と、漂ってきた腐臭を思い出し、腕が震えた。

「っ……来るなら、来てみろ」

　自分を鼓舞するため、強い口調で呟つぶやく。

　一年前のようにはいかない。今回は規格外の武器もある。

　腰に下げた英雄剣ウルスラグナの柄つかに一度触れてから、大きく深呼吸し──宝玉を地面に叩たたきつける。

　ガシャンッ！

　甲高い音を立てて砕け散る宝玉。

　地に刻まれた魔法陣を凝視する。

　けれど破砕音の残響が木々のざわめきに掻かき消されても、変化は現れない。

「やっぱ、ダメか……」

　落胆と共に嘆息する。

　しかし──異変は直後に起こった。

　ギシッ!!

　耳に届いたのは、何かが大きく軋きしんだような音。

　それにこの、香りは……。

　鼻び腔こうを撫なでる甘い匂い。ゲーム内では制限されているはずの嗅きゆう覚かくに、情報が入力されている。

　だが一年前の時は鼻が曲がるほどの腐臭だったはず。

　続いて魔法陣から立ち昇る白い炎。

　以前とあまりに違う状況。影の竜シヤドウドラゴンが出現する様子もない。

「何が起こって──」

　俺が戸惑っていると、魔法陣から微かすかな音が聞こえてきた。

　ギィィン！　ドォォォンッ!!

　剣けん戟げきと轟ごう音おん。

　何者かが戦っているような音。




『きゃあああああっ!?』




　そして悲鳴。しかも今のは──。

「……ルリ？」

　妹の声に思えた。丸一年耳にしていなくとも、聞き間違えはしない。

　立ち昇った炎は円形に膨れ上がり、内側は眩まばゆい光に満たされた。

　まるで鏡──いや、これは転移門ポータルに似ている。

　潜くぐればどうなる？　どこかに転送されるのか？




『お兄、ちゃん……あたし……負けないから』




「──っ！」

　迷う俺だったが、門の内側から届いた声を聞き、足を踏み出す。

　やってやるさ。

　進む。前へ──燃え盛る魔法陣の中へと。

　何も状況は分からない。

　けれど、もしルリがこの向こうにいて……何かと戦っているのなら、助けなければ。

　前は守られてしまったから。今度こそ俺が──。

　全身が白い炎に包まれる。

　熱さはない。

　先ほどから感じている甘い香りが強くなり、続いて足裏の感覚がなくなる。

　──落ちる。

　どこかへ。光の中へ。

　俺はあまりの眩まぶしさに目を閉じながらも、剣の柄つかをぐっと強く握りしめた。





　　　　　　　４






《world: ？？？　area: ？？？》




　風かざ代しろ瑠る璃り。

　血の繋つながった二歳下の妹。

　いつも俺の後をついてきて、何かと構ってもらいたがる甘えん坊。

　ただ、幼い頃の俺は妹のことが苦手だった。

　懐かれる理由が分からなかったから。どうして俺ばかり追いかけてくるのか、納得できなかったから。

　だからある日、理由を聞いた。

『ルリ、お前さ……どうして俺にばっか構うんだ？　何で同い年の友達より、俺と遊びたがるんだよ？』

　そうしたら妹は笑顔でこう答えた。

『だって、お兄ちゃんは──』







　ドンッ!!

　背中に強い衝撃を感じて、短い夢が弾け飛ぶ。

　瞼まぶたを開くと、青い空を背景に舞い散る白い花びらが瞳に映った。

　綺き麗れいだ。それにいい匂い。

「ここ、は──」

　呆ぼう然ぜんと空を仰ぐ。

　俺は確か、召喚用の魔法陣から出現した白い転移門ポータルの中へと入って、そして……。

「転送……されたってことか？」

　背中に鈍にぶい痛みを感じながらも体を起こす。

　そこは木々で囲まれた小さな花畑。名前は分からないが、白くて可か憐れんな花が群生し、辺りには甘い香りが満ちていた。

　──これはさっき〝向こう〟で感じた匂い。いや、それよりもこの痛みは……。

　ゲーム内では制限されている嗅きゆう覚かくと痛覚が機能している。

　しかし自分の姿は先ほどと同じ。剣と鎧よろいを装備した〝トオヤ〟のまま。

　明らかに異常事態だ。

「いったいどこのフィールドに……」

　現在地を確認するため、腕に嵌はめたコントロールリングに触れ、メニューウインドウを表示させようとする。しかし反応がない。

　変な転移をしたせいでバグったか？　もしくは操作が制限された区域って可能性も……。




「いや、ここはお前がいた地とは異なる世界だぴょん」




「っ!?」

　その時、真後ろから声が聞こえ──俺は驚いて振り向いた。

　花畑の中に、白い少女が立っている。

　髪は輝くような銀色で、身に纏まとっているのはゆったりとした純白のローブ。

　頭にはウサギのような長い耳が生え、瞳は夕ゆう陽ひのように赤い。

　年齢は七、八歳前後で、全体的に〝子ウサギ〟という印象を抱く。

　こんな外見のプレイヤーキャラはいない……ＮＰＣか──。

　そう考えた時にはもう体が自然に動いていた。

　彼女のウサギ耳に指先で触れ、上から下へとなぞる。

「ひゃわんっ!?　いきなり何をするのだぴょん！　不敬だぴょん！　不敬だぴょん！」

　勢いよく俺から跳び離れた少女は、涙目で俺を睨にらんだ。

「あ、悪い。つい」

　これは完全にルリの影響だった。

　ルリはクエストなどのお礼に獣人型ＮＰＣの耳を触らせてもらうのが好きで、俺にもやってみるよう勧めてきた。












　確かに獣人の耳は柔らかくて、撫なでると気持ちよく、いつの間にか俺にも獣耳を撫でる癖が移ってしまったのだ。

　ちなみにＮＰＣと言えど、体を勝手に触るのはハラスメント行為で処罰対象。しかし人間に存在しない部位──つまり獣耳や尻尾しつぽに関してはハラスメント判定が存在しない。

　実を言えば、こうした抜け道がカオティック・フレイムの流は行やる一因になっていたりもする。

「ついって……ヘンタイだぴょん！　最後の希望がこんな奴やつだなんて……絶望だぴょん」

　両手を地面について項垂うなだれるウサギ少女。

　白いローブのお尻しり部分からは、ぴょこんと丸っこい尻尾が飛び出ている。

「やっぱりウサギ型の獣人なのか……初めて見るな」

　俺は彼女に近づき、ふわふわした尻尾を指でつついた。

「ひゃわあああああっ!!　また触ったのだぴょん！」

　お尻を押さえて跳び上がった少女は、ぴょんぴょんと飛び跳ねながら俺に抗議する。

「すまん。無意識だった」

「そう言いながら耳を撫でるなぴょん！　お前はただのヘンタイじゃないぴょん！　とびっきりのヘンタイだぴょん！」

　俺の手の届かない距離まで離れた少女は、けれどそれ以上は逃げようとせず、悔しげに俺を見つめた。

「けど……それでもお前に頼るしかないのだぴょん。よく聞けだぴょん。この地は真炎界アヴイス。女神アフラと六大天使が治めし世界だぴょん」

「アフラ……？」

　少女の言葉を聞いた俺は、眉まゆを寄せる。

「そんなこと、今さら説明されなくてもゲームをしてるプレイヤーなら誰でも知ってるだろ。お前はＮＰＣだよな？　いったいこれは何のクエストなんだ？」

　女神アフラ率いる天使と、魔神率いる悪魔が戦い続けているのが、カオティック・フレイムの世界観。

　それを改めて説明されるとすれば、新しく作られた初心者用のクエストなのだろうか。もしくはテストプレイ用のフィールド……だとすれば感覚制限がなくても不思議ではない。

　けれど少女はそんな俺を見て、困った表情で首を横に振った。

「どうやらお前がいた世界とここは、とても似ているみたいだぴょん。だけどそれでも、真炎界は全然違う場所なんだぴょん」

「……そろそろ、ぴょんぴょん言うのが鬱うつ陶とうしくなってきたんだが」

　キャラ付けなら止やめてほしいと思って、俺は口を挟む。

「うるさいぴょん！　我も好きで言っているわけではないぴょん！　いいから話を聞くぴょん！　我がこちらに引っ張り込めたのだから、お前は勇者に何か縁のある人間のはずだぴょん！　勇者ルリのことを知っているはずだぴょん！」

　顔を赤くして怒る少女だったが、今度の台詞せりふは聞き流すことができなかった。

「ルリ？　今、ルリって言ったのか？　お前、あいつのことを何か知って──」

　俺は慌ててウサギ耳の少女に詰め寄る。

　その時、大気と大地が震えた。

　ドォォォォォォン!!

　轟ごう音おんと共に木々の向こうから土煙が舞い上がり、驚いた鳥たちが一斉に飛び立つ。

「な、何だ？」

　土煙の方を見た俺が呟つぶやくと、少女は静かに問いかけてくる。

「勇者ルリは、お前にとって何だぴょん」

　何？　そんなの決まってるだろ。

「ルリは、俺の妹だ」

　視線を合わせて俺は答えた。

　他に答えなんてありはしない。

　すると少女はくるりとこちらに背を向け、歩き出す。

「付いてこいぴょん。勇者ルリは、この先で戦っているんだぴょん」





　　　　　　　５






《world: 真炎界アヴイス　area: 境界の森》




　森の中へ足を踏み入れると、辺りは急に薄暗くなった。

　行く先は見通せないが、戦闘音は確実に近づいている。

　──そうだ、この音だ。この音に混じって、俺はルリの声を聞いた。

　正直、何が起こっているのか全く分からない。状況に理解が追いつかない。

　ただ、この先にルリがいるのならば進むしかなかった。

　レールが敷かれてるのなら、行けるところまで行ってやる。考えるのは、行き止まりに突き当たってからでいい。

「先ほど我は、ここが女神アフラと六大天使が治める地だと言ったぴょん。でも……それは少し前までの状況なんだぴょん」

　少女は俺を先導しながら話を続ける。

「どういうことだ？」

　まだここがカオティック・フレイムとは違う場所だと受け入れていないが、とりあえず相あい槌づちは打っておいた。

「実は、六大天使の一人アールマティが反逆して、アフラから女神の座を奪い取ったのだぴょん」

「……わりと大事件だな」

　カオティック・フレイムで、そんな世界観設定にまで影響のあるクエストが行われた記憶はない。

「女神アールマティは、この世界を完全に掌握するため、新たな〝神話〟を構築中なんだぴょん。神話とは世界の礎いしずえ。それが更新された時、真炎界アヴイスは奴やつのものとなってしまうのだぴょん」

　苦い口調で語るウサギ耳の少女。

「急にややこしいな。よく分からん」

　そういう設定のイベントだと思いたいが、手に付いた小さなクモっぽい生物を見て嘆息する。

　カオティック・フレイムにこんな虫はいない。そんなところにゲームのリソースを割いてはいない。

　ならここは本当に違う世界だっていうのか？

　自問する俺だったが、彼女は続いてルリについて言及する。

「では分かりやすく言うぴょん。アールマティは勇者ルリを召喚して、冒険をさせているんだぴょん。その冒険が成し遂げられた時、それが新しい神話になるんだぴょん」

「ルリを……召喚？」

　失しつ踪そうした俺の妹、風かざ代しろ瑠る璃り。それとこの件を結びつけていいのだろうか。

「つまり、お前の妹は神話の〝主人公〟なんだぴょん。勇者ルリは仲間たちと共に悪あしき魔竜を倒す旅を続け、今大きな試練に直面しているぴょん」

　神話？　主人公？　魔竜を倒す旅って……どこのレトロＲＰＧだよ。

　そうツッコみたかったが、少女があまりに真剣な表情を浮かべていたので、茶々を入れるのは躊躇ためらわれた。

　ドォォォォォン!!

　すぐ近くで大きな音と振動。

　行く手が少し明るくなる。

　木々の隙すき間まからその向こうが見通せるようになり、響く轟ごう音おんが腹の底に響いた。

　何かが燃えているのか、わずかに焦げ臭い。

　戦場はすぐそこだと悟る。

「見るんだぴょん。これこそが新たに紡がれし神話の一幕だぴょん」

　足を止めて少女は指を指す。

　俺は彼女の隣に並び、枝葉を押しのけて視界を確保した。

「な──」

　息を呑のんだ。

　まず目に入ったのは、焼け焦げた地面の上で暴れまわる銀色の巨人の姿。

　金属塊のパーツが繋つながり合った外観は、ゲームに出てくるモンスター、ミスリルゴーレムに似ている。

　そして俺は次にゴーレムと戦っている者たちを認識した。

　俺より少し年下に見える、十代半ばの少女たち三人。

「地の王、怒りの槍やり!!」

　一人は大きな帽子と丈の長いマントを身に着けた金髪の少女で、いかにも魔導士という出いで立たちだ。彼女は離れた場所で呪じゆ文もんを詠唱し、ゴーレムに岩塊の弾丸を飛ばしている。

「グルルルルル──ガウッ!!」

　二人目は狼おおかみのような耳と尻尾しつぽを生やした獣人の少女。

　素早い動きでゴーレムを翻ほん弄ろうし、鋭い爪つめで攻撃を加えている。

「クルル、気を付けて!!」

　そして三人目。

　獣人少女に振り下ろされたゴーレムの拳こぶしを大剣で受け止めた可か憐れんな少女騎士。

　瑠る璃り色いろの鎧よろいを纏まとい、仲間たちを指揮する少女は間違いなくカオティック・フレイム内で瑠る璃りが使っていたキャラクターの〝ルリ〟だ。

「あ、ありがとうございますです！　ルリ様！」

　獣人少女は瑠璃色の騎士を〝ルリ〟と呼び、礼を言う。

　やはりあいつは本当に──。

　驚く俺の目の前で、戦いは続く。

　その光景に圧倒される。

　リアルだ──。

　ゲーム内の戦闘とは明らかに違う。

　カオティック・フレイムでは地盤と木々は基本的に破壊不能オブジェクトだ。

　だから戦いの余波で地面が大きく揺れることはないし、木が折れることもない。

　キャラクターがダメージを受けても、血が出るような描写もされない。

　でも、揺れている。木がなぎ倒されている。彼女たちは、怪け我がを負いながら戦っている。そして何より──。

　みんな、必死だ。

　ルリも、獣人の少女も、魔導士も、遊んでいるような気配は一切ない。

　ただ懸命に、微かすかに覗のぞく恐れを戦意で塗りつぶして、全力で戦い続けている。

　すげえ……。

　三人の連携は見事だった。それぞれの穴を補って、的確に攻撃を命中させている。

　だが問題は……ゴーレムの体には傷一つ付かないということ。

　これ──ヤバくないか？

　俺をここまで導いた白い少女は、その様子を見ながら口を開く。

「この戦いの結末は既に決まっているんだぴょん。全ての攻撃が通用せず、追い詰められた後──獣人の娘が奥の手を使うぴょん。それは自らを完全な獣に堕おとす代わりに、強大な力を手に入れる禁きん呪じゆ。その力で銀巨人の打倒には成功するぴょんが……暴走を続ける娘は、仲間の手によって討たれてしまうのだぴょん……」

　悲しそうな口調で少女は語った。だが俺は困惑する。

「な、何でそんなことが分かるんだよ？」

「それは──ここに書かれているからだぴょん」

　そう言うと白い少女が手を翳かざす。すると何もない場所から赤い表紙の本が出現した。

「これは〝真炎の書〟……女神アールマティが記した新たな神話の写本だぴょん。この本そのものが運命に干渉する最高位の魔法であり、〝主人公〟である勇者ルリを含め、この世界に在ある者はこの流れに逆らえないんだぴょん」

　少女は重い溜ため息いきを吐つくが、そこで俺に縋すがるような眼まな差ざしを向ける。

「だからこそ我はお前を呼んだぴょん。勇者ルリから伸びた微かな〝縁〟の糸を手繰り寄せ、異界へと呼びかけたんだぴょん。今の我には大した力がないため、〝門〟はそちらから開けてもらう必要があったぴょん」

「門……？　じゃああのメールは……魔法陣の画像はお前が──」

　縁と聞いて思い浮かぶのは、ステータス欄に残っていたルリの名前。パートナーとしての繋つながり。

「そうだぴょん。そして我が汝なんじに望むのは神話の破は綻たん。物語に組み込まれていない汝なら、この粗筋に反抗できるぴょん。そしてそれはお前の望みにも沿うはずだぴょん」

「……俺の？」

　眉まゆを寄せて聞き返す。

「そう、汝の妹に待ち受けているのは大いなる苦難と悲劇的な結末だぴょん。妹を救いたいと願うのならば、我と協力して──」

　勢いよくまくし立ててくる少女だったが、そこで俺の限界が訪れた。

「ああもう、わっけ分かんねえっ……」

　少女の言葉を遮って、俺は頭を抱える。

　こんな状況をいきなり全て受けいれろというのは無理な話だ。

　だから一度頭を真っ白にして、目の前のことだけを見て、自分のすべきことを選択する。

　すぐそこで、ルリたちとゴーレムの戦いは続いていた。

　ゴーレムが両腕で地面を叩たたきつけると、その衝撃で土砂が津波のように押し寄せる。

　後方の魔導士がそれに巻きこまれそうになり、ルリは彼女の前に移動して自らが盾となった。

　地面に突き立てた大剣を盾にし、何とかそれを凌しのぐルリ。

　獣人少女は木の上に避難していたが、その瞳には逡しゆん巡じゆんの色が見える。先ほど聞いた神話のあらすじが本当なら、奥の手を使うべきか迷っているのかもしれない。

　戦闘は佳境。

　迷っている暇はない。

　──やるか。

「はぁ……」

　俺は大きな溜ため息いきを一つ吐ついてから、歩き出す。木々の間を抜けて、彼女たちが戦う戦場へと。

　そして腰に下げた剣の柄つかに手を添えた。

　メニューウィンドウが開けない以上、今使える武器はこれだけだ。

「ま、待つぴょん！　どこに行くぴょん！」

　すると後ろから白い少女が慌てた様子で声を掛けてくる。

　おい、どうして今さら焦るんだ？

「どこって、ルリを助けに行くんだよ。それがお前の望みでもあるんだろう？」

　やってやろうってんだから、文句を言われる筋合いはない。

「そ、それはそうぴょんが……機というものがあるぴょん！　特にその剣を使うのは早いぴょん！　その剣からは女神にすら通じる力を感じるぴょん。けれど、その器はきっと力の放出に耐えられないぴょん。だからもっと使いどころを──」

　──ん？　この剣……ウルスラグナのことを言っているのか？

「そうか──ここがカオティック・フレイムじゃないのなら、この剣が使えるかどうか不安だったが、その様子だと強化魔法バフの重複バグは機能しているみたいだな」

　だが俺は足を止めず、小さく笑った。

「我の話をよく聞くぴょん！　この戦いではまだ汝なんじの妹が傷つくことはないぴょん。確かに仲間の一人は失われるぴょんが……お前にとっては見知らぬ他人のはずぴょん！」

　よほどここでウルスラグナを使われたくないのか、ウサギ耳の少女は必死に俺を止めようとする。

　しかし俺は首を横に振り、彼女を視線で押おし留とどめた。

　分かってない。

　こいつは全然、全く、これっぽっちもルリのことを理解していない。

「傷つかないだって？　んなわけあるか。ルリはな、獣人が滅め茶ちや苦く茶ちや好きなんだ。獣耳と尻尾しつぽに萌もえる、変な奴やつなんだよ。お前がヘンタイって呼んだ俺なんかより、ずっとヘンタイなんだ。もしあの獣人が死んだら、ルリは絶対に泣く。泣きまくる」

　ぐっと剣の柄つかを握りしめ、俺は言葉を続ける。

「俺はもう二度と、ルリを泣かせたくない」

　耳の奥に蘇よみがえるのは、泣いている〝風かざ代しろ瑠る璃り〟の声。

　〝ルリ〟という半身を失った妹の慟どう哭こく。

「っ……け、けどぴょん……」

　白い少女はたじろぎつつも、まだ俺に反論しようとした。

　それを見て、俺は苦笑する。

　確かに俺の切り札はここで失われてしまう。

　だがこの場所がどこであれ、カオティック・フレイム内の設定が──〝ゲームのシステム〟が部分的にでも機能しているのなら──。

「安心しろ。必要ならどうにかして代わりを用意してみせるさ」

　結果が存在するのは、過程があるから。

　つまりウルスラグナのバグを成立させている〝何か〟がこの場所にもあるってことだ。

　ならそれを見つけりゃいい。

　裏技探しは、俺の十八番おはこ。

　女神が想定していなかった抜け道だって見つけ出してやる。

「本当に……やるつもりみたいぴょんね。なら、一つだけ約束するぴょん。絶対に我のことや〝真炎の書〟のこと、この冒険が仕組まれていることは伝えてはいけないぴょん」

「どうしてだ？」

　理由を教えるのが手っ取り早いのにと疑問に思い、俺は問いかけた。

「登場人物が神話のあらすじを知って、自分でそれに逆らおうとすると、〝真炎の書〟の力で記憶や人格を改ざんされてしまうぴょん。神話を直接邪魔できるのは、お前だけなんだぴょん！」

「──分かった。ルリたちには秘密にすると約束する」

　ウサギ耳の少女に頷うなずき返し、俺は戦場に足を踏み入れた。

　会話をしていた間に、戦況はさらに悪化している。

　魔導士を狙ねらって突進するゴーレムをルリと獣人少女が必死に押おし留とどめていた。

　だがルリは腕の一振りで大きく吹き飛ばされ、魔導士を守れるのは獣人少女一人だけになってしまう。

　そして彼女の目に宿る覚悟の光。

　……ああ、ここがその場面か。

　俺の妹を泣かせる悲劇。くだらない展開。

　──そんな冒険が、楽しいわけないだろうが！

「ルリ様、エスティちゃん……さよならです」

　獣人少女は悲壮な決意と共に別れを告げた。

　振り下ろされるゴーレムの巨腕。

　彼女はそれを見上げながら、何か呪じゆ文もんらしきものを唱えようとし──。




「やめろ！　使うな!!」




　だが俺の叫びに驚いた少女は、動きを止める。

　──間に合え！

　体は、足は、想像以上に軽く動いた。

　景色が流れ、耳元で風の音が鳴る。

　ザッ──。

　地を踏みしめて、急停止。

　眼前にはこちらを押し潰つぶそうとする巨影。

　近くで見ると思った以上にでかい。

　ビビるな！　こんなモンスター……ゲームならせいぜい中ボスだ!!

　獣人少女とゴーレムの間に割って入った俺は、竦すくみそうな体を奮い立たせ、剣の柄つかを握りしめる。

「らああああああああっ!!」

　雄お叫たけびを上げながら、鞘さやに入れたままのウルスラグナを振り上げた。

　迫りくる銀色の巨腕へ向けて──。

　ドォォォォォォォォン!!

　響き渡る鈍にぶい激突音。

　凄すさまじい衝撃に全身が軋きしむ。圧のし掛かかる重量で足裏が地面に沈んだ。

　痛い、重い！

　リアルでの筋力と肉体強度ならば、あっけなく叩たたきつぶされていただろう。

　ウルスラグナと同様、この体にはカオティック・フレイムでのステータスが反映されているようだ。

「あ、あなたは誰なのです……？」

　後ろから呆ぼう然ぜんとした声が聞こえてくる。

　──漫画とかなら、ここでカッコよく名乗るんだろうが……何も浮かばないな。

　格好つける余裕など皆無。

　だから必要なことだけを口にする。

「こいつは俺が何とかする。だから切り札は使わなくていい」

　俺は振り返らず、前を向いたまま返事をした。

「な、何で……まさか、狂魔法のことを知っているのです？」

　少女はさらに驚き、震える声で問いかけてきたが、もう耳を傾けている暇はない。

　ピシリ──。

　ウルスラグナの鞘さやにヒビが走る。

　俺は口の端を歪ゆがめた。

　強化魔法バフは剣を鞘から抜いた状態でのみ起動し、効果時間のカウントが行われる。

　だから重複した強化魔法が威力を発揮するのは……ここからだ。




「お兄……ちゃん？」




　離れた場所から妹の声が聞こえた。

　懐かしい。そう呼ばれるのは一年ぶりか。

　けれど今は応こたえず、眼前の敵だけを見据える。

「さあ、行くぞデカブツ」

　こんな中ボスもどきには勿もつ体たいないが、女神にさえ届くという一撃をくれてやる。

　ビシリと致命的な音が響き、砕け散る鞘。

　その瞬間、眩まばゆい光が英雄剣ウルスラグナの刀身から放たれた。

　本来は在あり得ない、強化魔法の多重発動。

　熱い。肌が焼け焦げてしまいそうだ。

　刀身に直接触れていたゴーレムの拳こぶしは、ジュワッと音を立てて融解。

　危機を感じたのか、ゴーレムは一歩後退するが、俺は逆に踏み込んで距離を詰めた。

「──逃がすか」

　チャンスはこの一度きり。確実に仕留める。

　剣の柄つかを両手で握り、大きく息を吸った。

　ウルスラグナに施したのは、最高位の強化魔法。効果時間は十秒足らずだが、倍率は十倍。それを十回分重複させている。つまりは十の十乗。

　１００００００００００倍という頭の悪そうな数字になるが、さらにそこに〝スキルの倍率〟を上乗せする。

　カオティック・フレイムにおけるスキルは、全て詠唱によって発動されるもの。

　剣技系であれば、一節の詠唱と技名を告げるだけでいい。

　今の俺がゲーム内の〝トオヤ〟であるならば、このスキルも使えるはず！

「我が前に在ある全てを断て──業火の剣閃ワルフラーン!!」

　スキル名を叫ぶと同時に、刀身を包んでいた光が真紅に染まった。

　太陽そのものを宿したかのような剣を、俺は全身全霊の力を込めて振り下ろす。

　ジュッ!!

　目の前にいたゴーレムは一瞬で蒸発し、赤い斬ざん撃げきが空と大地を両断した。

「ぐっ……!?」

　凄すさまじい衝撃に鎧よろいが軋きしむ。剣技を使った俺まで燃やされかねない熱量だ。

　俺は吹き飛ばされそうになるのを堪こらえ、膨大なエネルギーの放出が終わるのを待つ。

　ビシリと刀身に走る亀き裂れつ。

　武器は与ダメージの０・１％分が耐久値から差し引かれ、０になると壊れてしまう。

　在り得ない倍率の一撃を放った以上、どれだけ耐久値があろうと足りやしない。

　バリィィィィィン──！

　限界を迎えた剣が砕け散ると同時に、世界を染め変えていた赤光は消滅した。

　後に残ったのは千切れた空の雲と、大地に刻まれた深い斬ざん痕こん。

　ウルスラグナの一撃は比喩ではなく、空と大地を地平の彼方かなたまで斬きり裂いていた。

　俺の手に残ったのは英雄剣の柄つかだけ。

　それも指を開くとボロボロに崩れて灰となり、風に吹かれて飛んで行く。




「お兄ちゃん……なの？」




　そして再び耳に届いた妹の声。

　振り向くと、三人の少女が呆ぼう然ぜんとした顔で俺を見つめていた。

　獣人と魔導士の少女はポカンと口を開け、ルリは手にしていた大剣を取り落としてヨロヨロと近づいてくる。

「ああ。お前こそ──ルリ、なんだよな？」

　目の前までやってきた妹の顔を見つめ、俺は問いかけた。

　本当はもう分かっていたけれど。

　喋しやべり方、表情、緊張した時に手を前で組む癖……こいつは中身も俺の妹で間違いない。

「…………ん」

　何も言葉にできぬまま彼女はこくんと首を縦に振る。

　そうして俺たちは一年ぶりに再会を果たした。

　現実ではない〝どこか〟の世界で──。
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《world: 真炎界アヴイス　area: 境界の森》




「…………」

「…………」

　一年ぶりの再会を果たした俺たち兄妹だったが、どちらも言葉が出てこない。

　キャラ消失の件で大おお喧げん嘩かして以来、初めて話すのだから当然だ。

　状況的には、まだ俺たちは喧嘩中。仲直りもしていない。

　だから〝どこから〟始めればいいか分からなくなってしまう。

　……どうしたもんか。いきなり普段通りにはいかないよな。

　すると重い空気に耐えかねたのか、黙って様子を見守っていた魔導士の少女が口を開く。

「ちょっと、あなた──ルリのお兄様だというのは本当なんですの？」

　視線を移すと、宝石のような緑色の瞳と目が合った。

　年はルリと同じくらい。髪は金色で、よく見ると耳の先が尖とがっている。ゲームの中ではいわゆる〝エルフ〟と呼ばれる種族だ。

　ルリはエルフも大好きなので、さぞや道中は楽しかっただろう。

「まあ、本当だが……」

　ちらりとルリの様子を窺うかがいながら俺は頷うなずく。

　魔導士の少女はルリが否定しないのを見ると、大きな帽子を取り、ぺこりと頭を下げた。

　リアルでも見たことがないような綺き麗れいなお辞儀。

　──お金持ちのお嬢様って雰囲気だな。

「では、きちんと挨あい拶さつをしなければなりませんわね。私はエスティ・ノーヴルランド。勇者ルリと共に魔竜を倒す旅をしているハイウィザードですわ。クルルの窮地を救っていただき感謝いたします」

　彼女──エスティがそう名乗ると、獣人の少女も慌てた様子で近づいてくる。

「あのあの！　先ほどは助けていただいてありがとうございましたです！　クルルは、クルルっていうです！　ルリ様に拾っていただいた狼人族ワーウルフなのです！」

　潤んだ目で俺を見上げてくる獣人少女は、近くで見ると意外に幼い。

　ルリよりも一つか二つ年下に見える。だが小さな体に釣り合わないほど胸は大きく、戦いで破損した革鎧よろいの隙すき間まから覗のぞく谷間に、視線が引き寄せられてしまう。

「お、おう、無事でよかったな」

　無理やり視線を外しつつ頷く俺だったが、彼女──クルルはさらに詰め寄ってきて、モフモフした毛に覆われた両手で俺の手を握る。

　ぷにっとした肉球の感触が心地いい。彼女の後ろでは、尻尾しつぽがぶんぶん揺れていた。

　ふさふさの獣耳は柔らかそうで、つい手が伸びそうになる。

　──ってダメだろ。この子はＮＰＣじゃないんだ。

　ウサギ耳の少女に怒られたことを思い出し、俺は慌てて自制した。

「はい！　あなたのおかげですです!!　あの……よければお名前を聞かせてほしいのです」

　大きな瞳にじっと見つめられ、顔が熱くなる。

　リアルで女子とこんなに密着したことはないため、どうにも平静でいられない。

　目の前でぴくぴくと可愛かわいく動く獣耳に、理性が溶けてしまいそうだ。

「あ、ああ、確かにまずは俺も自己紹介しなくちゃな」

　けれど何とか表面上は動揺を見せないよう我慢し、俺は二人の少女に名乗る。

「俺はトオヤ。カザシロ・トオヤだ。ルリの……兄貴だよ」

「トオヤ様ですか！　改めてありがとうございますですです!!」

　クルルは顔を輝かせ、俺に勢いよく抱きついてきた。

「お、おい──」

　押しつけられる柔らかな双丘の感触。鼻先に触れた獣耳の柔らかさ──。

　そこでたぶん、何かが限界を超えてしまったのだろう。

　気付くと俺はクルルの獣耳を指先でつまんでいた。

「はうんっ!?　と、トオヤ様？　く、くすぐった──やっ……あ──」

　思っていた以上に柔らかい。毛質は硬めで、一本一本も太い感じなのだが、弾力があって手触りがいい。

　これまで触ってきた獣耳にはなかった感触で、癖になってしまいそうだ。

「はうぅ[image: ][image: ]……と、トオヤ様の触り方……何だか、とっても気持ちがいいのです……」

　最初は抵抗していたクルルも、今は心地よさそうに体を預けてくる。

　その様子を見た俺は、彼女の尻尾しつぽにも手を伸ばそうとしたが──ぞわっと背筋に悪寒が走り、我に返った。

「お兄ちゃん……」

　見ればルリが涙目で俺を睨にらんでいる。

　──やばい。

　俺はすぐに悟った。彼女の逆げき鱗りんに触れてしまったことを。

「クルルのケモミミはあたしのなのーっ!!」

　突進してきたルリに突き飛ばされ、クルルを奪われる。

「お兄ちゃんのバカ!!　バカバカバカーッ！　大っ嫌い！　それ絶対ダメなやつ！　クルルのケモミミを触っていいのは、あたしだけなんだから！」

　俺にクルルの獣耳を触られたことがよっぽど悔しいのか、ルリは顔を真っ赤にして叫び、エスティも自分の元に抱き寄せた。

「言っておくけど、エスティのエルミミもあたし専用だし！　大っ嫌いなお兄ちゃんには絶対触らせてあげないもん！」

　エルフの尖とがった耳ってエルミミって略すのか……？

　初めて聞く略称に戸惑いつつも、何とかルリを落ち着かせる方法を考える。

　──ピシッ！

　だがそこで俺の耳に異音が届いた。それもすぐ近くから。

「ん……？」

　自分の体を見下ろすと、身に着けていた鎧よろいに亀き裂れつが走っていることに気付く。

　ピシ、ビシビシビシッ!!

　亀裂は瞬く間に鎧全体へと広がった。

　──ああ、そうか。さっきので鎧の耐久値も……。

　ウルスラグナによる攻撃は凄すさまじい熱量を生み、近くにいた俺もかなりの熱さを感じた。

　あの時、鎧よろいの耐久値もガリガリと削られ──そして先ほどルリが俺を突き飛ばした瞬間に限界を迎えたのだろう。

　──って、待て待て待て!?

　焦るが崩壊は止まらない。

　バリィィィィィンッ!!

　砕け散る鎧。

　その下に着ていた布の服も風化するように千切れ飛ぶ。

　結果、俺は女の子三人の眼前で裸体を晒さらすことになった。

　何か……色々と終わった気がする。

「はわわっ!!　と、トオヤ様っ!?」

　クルルが慌てた声を上げ、顔を手で覆う。

「な────」

　エルフ少女のエスティは、俺の股こ間かんを見て硬直。

「っ……!?」

　ルリは顔を真っ赤にしたが、瞳に怒気を宿して俺を睨にらむ。

「お、お、お──」

　震える声で呟つぶやき、腕を振り上げるルリ。

　うん、これは仕方ない。

　俺は覚悟を決め、相応の報いを受けることにした。

　この状況にオチをつけるには、もはやこれしかない。

「お、お兄ちゃん!!　何見せてるのっ！　ば、ばかーっ!!」

　けれどあえてビンタを受けたことを、俺は直後に後悔する。

　ドンッ!!

　頬ほおに凄まじい衝撃。

　ああそうか、ルリの筋力もリアルとは違うんだな。

　妹のビンタで十数メートル吹き飛ばされる中、俺はそんなことを考え──ドカンと何かに激突して意識を失った。
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《world: 真炎界アヴイス　area: リーフラの村》




　目が覚めると、俺はどこかの部屋にいた。

　薄暗い天井に、淡い光が揺れている

「お兄ちゃん──やっと起きた？」

　そしてすぐ横には妹、ルリの姿。

　俺をじっと見下ろす彼女の瞳には、未いまだ怒りの名な残ごりが見えた。

「……おはよう」

　とりあえず挨あい拶さつしてみると、ルリは表情を変えずに口を開く。

「まだ夜だよ」

「そ、そうか。で──ここはどこなんだ？」

　俺はぎこちなく頷うなずき、自分が寝かされていた狭い部屋を見回した。

　ベッドと小さな机、あとはクローゼットがあるだけのシンプルな部屋だ。

「さっきいた森の傍そばにあるリーフラって村の宿屋。裸で気絶しちゃったお兄ちゃんをエスティのマントでグルグル巻きにして、クルルに運んでもらったの。後で二人にお礼を言ってね」

「……分かった」

　首を縦に振ってから、自分の状態を確認する。

　体に掛けられていたシーツの下はまだ裸のままだ。残った装備は手首に着けたコントロールリングだけ。今はウィンドウの一つも呼び出せないが、何となく安心する。

　俺がじっとリングを見つめていると、横からルリが身を乗り出してきた。

「お兄ちゃん、ケモミミとエルミミはあたしのだからね？　また触ったら、もっとお兄ちゃんを大っ嫌いになっちゃうから」

「……分かってるよ。さっきは悪かった。けど、他に聞きたいことはないのか？」

　念を押してくるルリに謝ってから、水を向けてみる。

　するとルリは眉まゆを寄せ、躊躇ためらいがちに口を開いた。

「もちろん……あるよ。っていうか、全然意味分かんない！　どうしてお兄ちゃんがここにいるの？　お兄ちゃんも女神様に召喚されたの？　さっきの戦いで見せた力は何？」

　堰せきを切ったように質問をぶつけてくるルリ。

　俺はその中に含まれていた言葉に引っかかりを覚える。

　──女神〝様〟か。

　白い少女が言っていたことを思い出す。

『女神アールマティは、この世界を完全に掌握するため、新たな〝神話〟を構築中なんだぴょん。神話とは世界の礎いしずえ。それが更新された時、真炎界アヴイスは奴やつのものとなってしまうのだぴょん』

　女神の座を奪ったアールマティ。

　事実なら、完全な悪役だよな。けど、ルリはそれを知っているのか？

『そして、その神話の〝主人公〟に選ばれたのが汝なんじの妹なのだぴょん』

　ウサギ耳の少女は、ルリが女神の画策している企たくらみの中核だと語った。

　彼女の話を信じるのならば──ルリは女神に騙だまされているということになる。

「俺は…………何ていうか、転移してきたんだよ。カオティック・フレイムのプレイ中に召喚魔法のバグを試したら、妙な白い転移門ポータルが開いてさ。それを潜くぐったらここに──」

　色々と重要な部分は避けて、嘘うそではない答えを返す。

　ウサギ耳の少女に〝真炎の書〟のことは話すなと警告されている。ルリが自分で物語に逆らおうとしたら、記憶や人格を改ざんされてしまうらしい。

　ルリを守るためにも言葉を濁すしかなかったのだが、目に見えてルリの表情は険しくなった。

「バグって──お兄ちゃん、まだそんなことしてたんだ」

「いや、俺は──」

　言い訳をしようとしたが、全て話すとウサギ耳の少女について触れなければならないので口を閉ざす。

　そんな俺を見てルリは苛いら立だたし気げに言葉を続けた。

「それにゲームの中から転移したって何？　そんなこと在あり得るはずないよ！」

「は？　ルリだってここにいるだろ？」

　顔を顰しかめて俺は問い返す。

「あたしは女神様に勇者として召喚されたの。ゲームの中なんかじゃなくて、フツーに街をブラブラしてたら足元がパーって光って、ポンッて感じで」

　ルリの説明は擬音が多くてよく分からないが、俺は妹の手首を見て息を呑のんだ。

　──コントロールリングがない。

　カオティック・フレイムのプレイヤーの証あかしである腕輪を彼女は身に着けていなかった。

　いったい、どういうことだ？

　ルリは現実世界から直接召喚された……？　なら何でゲーム内のアバターと同じ姿をしてんだよ？　っていうか俺の方こそ、どういう状態なんだ？

「お兄ちゃん、聞いてるの？」

　混乱する俺だったが、ルリに詰め寄られて我に返った。

　そうだ、訳が分からないことは後回しでいい。今やるべきことは──。

「……ああ、聞いてる。けど、さっき言ったことは嘘じゃない。俺はゲームの中からここに来て、ルリたちが戦っているのを見た。で──ピンチみたいだったから、手持ちの装備で加勢したんだよ。まあ……鎧よろいも含めて全部壊れちまったけどな」

　苦笑して肩を竦すくめると、ルリは少し頬ほおを赤くした。

　たぶん俺が全裸になった瞬間を思い出したのだろう。

「えっと、お兄ちゃんの新しい服はそこに置いてあるから」

　ルリは机の上を指差す。そこには確かに服が畳まれて置かれていた。

「助かる。それでルリ──あの戦いを見て、お前に一つ頼みたいことができたんだ」

「頼み？」

　戸惑いながらルリは聞き返して来る。

　俺は彼女の目を真まっ直すぐに見つめたまま、小さく息を吸った。

「俺をお前のパーティに加えてくれ。俺は〝勇者ルリ〟の仲間になりたいんだ」

「な……」

　ルリは絶句していたが、次第に顔が赤く染まっていく。

「お兄ちゃん、やっぱりケモミミとエルミミを狙ねらってるんだ！」

「違ちげえよ！　いい加減そのことは忘れてくれ！」

「忘れないもん！　お兄ちゃんがケモミミとエルミミ大好きだって、あたし知ってるもん！」

「それはルリの影響だろうが！　お前が散々俺にも触れ触れって言うから──ってそうじゃなくて、俺がパーティに入りたいのは、ルリの傍そばにいたいからなんだよ。今度こそ──俺はルリを守りたいんだ」

　嘘うそいつわりない気持ちを告げる。

　一年前、俺はゲーム内の〝ルリ〟を取り戻せなかった。その後、リアルの瑠る璃りのことも蔑ないがしろにしてしまった。

　だから今回は絶対に──。

　強い覚悟を込めてルリの瞳をじっと見つめる。

「そんな今さら……」

「やっぱりダメか？」

　俺が問いかけると彼女は自分の表情を隠すように、背を向けた。

「あたしの一存で決められないよ。クルルやエスティとも相談しないと……」

　否定的な内容ではあるが、声は揺れていて勢いがない。

「了解だ。結論は相談してからでいい」

　軽く肩を竦すくめて言う。

　ダメだった時はこっそり後から付いていけばいい。

「…………じゃあ話の続きはまた明日ね。お兄ちゃん、とりあえず今日はゆっくり休んでて」

　ルリはそう言うと、振り返らないまま部屋を出ていった。

　足音が廊下を遠ざかり、バタンという音と共に途切れる。

　──ルリの部屋はすぐ近くか。

　恐らく獣人少女のクルルやエルフ魔導士のエスティも同室か、もしくは近くの部屋にいるのだろう。

「こっそり部屋を抜け出すと気付かれそうだな……」

　ベッドから体を起こした俺は、どうしたものかと頭を掻かく。

　今後のためにも、早急に話を聞いておきたい人物がいたのだが──。

　考えながら手早くルリが用意した服を着る。

　布の服と革の胸当て……あと短剣が一本。一応戦闘も考慮した品ぞろえだ。

　まるでゲームスタート直後の初期装備だな。

　ルリと二人、レベル１で冒険を始めた頃を思い出す。

　短剣と胸当ては机に置いたままにして、俺は部屋に一つだけある窓の方を向いた。

　窓の外は真っ暗で、明かりらしきものは見えない。

　ルリの言った通り、今は夜のようだ。

　俺はなるべく音を立てないようにして両開きの窓を開いてみる。

　少し湿った夜の空気が部屋に流れ込んできた。森がすぐ傍そばにあるのか、緑の匂いが濃い。

　見下ろすと地面が遠くて、俺はここが二階なのだと知った。

　──たぶん近くにいるはずなんだが……。

　窓から身を乗り出して、夜の世界に目を凝らす。

　すると宿の裏手に接した森の中で、白い何かがゆらりと──。

「ん？」

　何だろうと目を細めた時には、その白い何かは視界の中で大きくなっていた。




「ぴょ────────ん」




　気の抜ける声と共に跳んできたのは、俺をこの世界へ招いたウサギ耳の少女。

　ビンゴだ。やっぱり俺たちの後を付いてきていたな。

　彼女は森の中から宿の二階にある俺の部屋まで、真まっ直すぐに向かってくる。ウサギ耳を生やしているだけあって、大した跳躍力だ。

「よお、お前に聞きたいことが──」

　一歩後ろに下がって白い少女を迎えようとするが、彼女は空中で身を捻ひねり、細い足で回し蹴げりを繰り出した。

「んなっ!?」

　とっさに腕でガードするが、突進の勢いを乗せた一撃は意外に重く、俺はベッドの方に吹き飛ばされる。

　そしてベッドに仰あお向むけで倒れた俺の上にドスンと馬乗りになるウサギ耳の少女。

「何でいきなり蹴けるんだよ！」

　俺が抗議すると彼女は赤い瞳で俺を睨にらんだ。

「八つ当たりだぴょん。お前が獣人の少女を救ったことは否定しないぴょんが、これから先の苦労を思うとやっぱりムカつくぴょん」

　上に乗ったまま俺の胸をパンパンと手で叩たたくウサギ耳の少女。

「ちょ──痛いって。まあ、でも……今の言葉を聞いて少しホッとした。クルルが死んでた方がよかったなんて言われたら、さすがに協力するのを躊躇ためらってたしな」

　俺はそう言うと少女は露骨に顔を顰しかめる。

「この世に在ある命は全て尊いものだぴょん。時に奪い、選び取らねばならぬ時もあるぴょんが、決して軽視はしないぴょん」

　彼女はどうやらこの世界──アヴィスだったか──に対して、並々ならぬ思い入れがあるらしい。

　それにこいつはルリも知らなかった〝裏の事情〟を理解している。

　彼女はアールマティが神話を完成させるのを阻止するため、俺を召喚したと言ったが、そんなことが簡単にできるとも思えない。

　だとすれば、こいつはきっと……。

「なあ──」

「何だぴょん？」

　まだ少し不機嫌そうなウサギ耳の少女に、俺は問いかける。

「あんたは……アールマティとかいう奴やつに女神の座を奪われた〝元女神〟なんだろ？」

　確信を込めて訊たずねると、少女の顔に驚きよう愕がくの色が広がった。

「な、なな、何な故ぜそれを知っているぴょん!?　我は名乗っていなかったはずぴょん！」

　その反応がまさに答え。

「いや、流れで大体分かるだろ。というか、あんたは女神の〝新たな神話〟を破は綻たんさせるために俺を呼んだって言ってたが……そんなことをする動機がある奴は、元女神ぐらいじゃないか」

　呆あきれ混じりに俺が言うと、少女は頬ほおを紅こう潮ちようさせる。

「お、思ったよりも聡さとい男ぴょんね。配下に裏切られたなどと恥ずかしくて言えなかったぴょんが……こうなれば隠す意味もないぴょん。そうぴょん、我こそがアヴィスの元最高神アフラ・マズダーだぴょんっ!!」

　俺に馬乗りになったまま、胸を張って名乗る少女──元女神のアフラ。

「そうか。ならアフラに聞きたいことがあるんだが」

「ってもう少し慄おののくとか畏かしこまるとかするぴょん！　お前が相対しているのは、普通ならば見ることも触れることもできぬ尊き女神なのだぴょん！」

「でも〝元〟だろ」

「ぴ、ぴょん……」

　痛いところを突かれたアフラは悔し気な表情で口を噤つぐむ。

「あとなるべく静かにしてくれ。俺が一人になるまで接触してこなかったってことは、ルリたちに見つかりたくないんだろ？」

「うう……わ、分かったぴょん」

　またもや図星だったようで、アフラは小さく頷うなずいた。

「じゃあ最初の質問だ。俺とルリが元の世界に戻る方法はあるか？」

　一番重要な問いを俺はぶつける。

　けれどアフラの表情が翳かげるのを見て、答えはすぐに察せられた。

「…………現時点では存在しないぴょん。我に残った最後の力は、お前を招いた時に使い果たしたぴょん。けれど我が女神の座と力を取り戻せば可能性は生まれるぴょん」

　まあ大方予想通りだな。

　気持ちを切り替えるために一度大きく息を吸って吐き、次の質問をする。

「了解だ。次の質問だが、神話の破は綻たんっていうのはどうすればいい？　俺はクルルを助けたが、それで新しい女神の神話とやらは変わったんじゃないのか？」

　アフラは俺の質問を受け、難しい表情で腕を組んだ。

「確かにお前は神話の一部を改変したぴょん。しかし過程をいくら弄いじろうとも、結果が変わらなければ同じことぴょん。神話の結末を……勇者ルリの行く末を変えなければ神話魔法は破壊できないのだぴょん」

「つまり俺が何をしようとも、ルリの冒険が途中で終わることはないってことか……」

　ルリの旅に最後まで付き合って、全ての〝くだらない冒険〟を書き換え続けなければならないようだ。

　それがアフラの力を取り戻すことに繋つながるのなら、選択肢は一つしかない。

　──やるっきゃないか。

　覚悟を決めてから、俺は最後の質問を口にする。

　自分が戦うべきものを見定めるために。

「アフラ、新しい女神が書いた新しい神話を──ルリが強いられているくだらない冒険の全てを、俺に教えてくれ」

　だが何な故ぜかアフラはそこで難しい表情を浮かべた。

「いや……うむ……やる気になってくれたことは嬉うれしいぴょんが……実は今回のことで我が〝真炎の書〟の写本を持っているとアールマティに気付かれたっぽいぴょん。それで今はこの通り……神話そのものにプロテクトをかけられてしまったぴょん」

　アフラは虚空から赤い表紙の本を出現させ、ページを開いて見せる。

　そこには俺の見たことのない文字で文章が記されていたが、そのあちこちに不自然な空白が生まれていた。

「読めなくなったってことか……でもアフラはその前に目を通してるんだろ？　だったら内容を覚えてるんじゃ──」

「大まかなあらすじは覚えてるぴょんが、細かな部分は記憶が曖あい昧まいなんだぴょん」

「頼りない女神さまだな……あ、元か。だったら仕方ないか……」

「そういう納得のされ方はムカつくぴょん！」

　俺はアフラにポカポカ叩たたかれながら話を進める。

「だったら覚えてる分だけでいいから、これまでのことと、これからのことを教えてくれ」

「むむむ……分かったぴょん。じゃあ、ちゃんと聞くぴょん」

　そうして元女神のアフラは語り始める。

　俺の妹が巻きこまれた、この神話の始まりから──。
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《world: 真炎界アヴイス　area: リーフラ村宿屋２Ｆ》




　ある日突然、この真炎界──アヴィスに三つ首の魔竜アジ・ダハーカが現れたのだぴょん。

　毒を撒まき散ちらし、大地を汚染する魔竜を討つために、この我──美しき女神アフラと使えない配下のクソ天使アールマティが出陣したのだぴょん。

　それで魔竜の首の一つを斬きり落とすことに成功したぴょんが、我は毒に侵され、アールマティと共に撤退したのだぴょん。

　そして持ち帰った魔竜の首を調べたぴょんが……何とびっくり、首の中から鎧よろい姿の少女が出てきたのだぴょん。

　我は体に毒が回っていたので、少女の検分はアールマティに任せて寝ていたぴょん。

　でもそれが失敗だったのだぴょん。

　気付いた時にはアールマティの発動した神話魔法の中に組み込まれていたのだぴょん。それで女神の座と権能を奪われて……しかも変なキャラ付けまでされて……。







「なぁーにが〝ぴょん〟ぴょんか！　可愛かわいくしてさしあげましたわ──と言ったあやつの笑いを堪こらえている顔……今思い出してもはらわたが煮えくりかえるぴょん！」

　悔しそうにジタバタするアフラ。

「その喋しやべり方、ちゃんと理由があったんだな」

　俺が相あい槌づちを打つと、アフラは大きく頷うなずいた。

「当たり前ぴょん！　これは呪のろいみたいなものなんだぴょん！」

　またもやポカポカと胸を叩たたかれるが、大して痛くはない。なのでそれに文句は言わず、俺はもっと気になったことを問いかける。

　そう──彼女が語った内容には、どうしても聞き流せない箇所が一つあった。

「なあ、斬きり落とされた魔竜の首から女の子が出てきたっていうのは本当なのか？　その子がもしかして……」

　脳裏を過よぎるのは、改変した召喚用魔法陣から現れたバグモンスター──影の竜シヤドウドラゴンに呑のみ込まれたルリの姿。

「ああ、本当なのだぴょん。そして想像通り、その少女こそお前の妹、ルリなのだぴょん。ただ……我が見た時、少女の体は空っぽだったぴょん。中身がない、単なる器だったのだぴょん」

　器──それが〝ルリ〟というゲーム内のアバターだとすれば、中身がないのも当然だ。妹はゲームにログインできなくなってからも、普通に生活していたのだから。

「なら、どうして本物のルリがここにいる？」

　二週間前、リアルで風かざ代しろ瑠る璃りは失しつ踪そうしている。そしてこの世界で出会ったルリは、間違いなく俺の妹だった。

「分からないぴょん。というかそもそも、真炎の書は我にしか扱えないはずのものだったぴょん。どうしてそのようなことができたのか……何な故ぜルリを勇者に選んだのか……きっと何か理由があるはずだぴょん」

「謎なぞばっかり増えてくな……まあでも成り行きは何となく把握した。じゃあ次はルリの冒険について教えてくれ」

　ここを掘り下げても混乱するだけだと判断し、俺は先を促す。

　アフラはこめかみに指を当て、記憶を辿たどるように話し始めた。

「勇者ルリの冒険は──大おお雑ざつ把ぱに言うと、大天使たちから魔竜を倒すための力を授かる旅なのだぴょん。ルリはもう四人の大天使と邂かい逅こうしていて、残りは一人ぴょん。それが終わればいよいよ魔竜との決戦ぴょん！」

「本当に大雑把だな……要するに魔竜との戦いまで、大きなイベントはあと一つってわけか」

「んー……そう言われると引っかかるぴょん。他にも何かあったような……」

　首を捻ひねるアフラだが、どうもそれ以上は思い出せないらしい。

「ちなみに最後、ルリは具体的にどうなるんだよ？」

「え？　あー……どうだったかぴょん……」

「いや、そこ一番大事なとこだろ」

　頼りないにも限度がある。

　この先が不安で俺は大きな溜ため息いきを吐ついた。

「む──わ、我をそんな目で見るなぴょん！　言っておくが、我がここへ来たのはお前に神話を覆くつがえすための〝力〟を授けるためなんだぴょん！」

　そう言ってドヤ顔を決めるアフラ。

「力？」

　あまり期待せずに聞き返すと、アフラはずいっと俺に顔を近づけてきた。

「お前には我の〝目〟を与えてやるぴょん」

「目？」

　何のことかと問い返すが、アフラは答えず、さらに俺へ顔を寄せてきた。

　え？　こいつ何を──。

　幼いが女神というだけあって、顔立ちは非常に整っている。その瑞みず々みずしい唇くちびるが近づいてくるのを見てドキリとし、反応が遅れてしまう。

　ちゅっ。

　額ひたいに柔らかな感触。一瞬のふれあい。

「え？」

　少し予想と──もしくは期待と──違ったせいで驚く俺を見下ろし、アフラはにやりと笑う。

「なんだぴょん？　接せつ吻ぷんがしたかったのかぴょん？」

「な……んなわけねえだろ。俺はお前みたいな子供に興味はない」

　うん、そのはずだ。ドキリとしたのはきっと気の迷い。

「ふん、ならばいいぴょん。ともかくこれで我とお前は真に同盟者となったぴょん。試しにアフラ・マナフと唱えてみるぴょん」

「アフラ・マナフ？」

　そう口にした瞬間、アフラの横に四角い線のようなものが現れる。

　何だ、これ？

　目を凝らすとそれは焦点を結び、くっきりとした白線の枠となった。そしてその内側には俺に読める文字が羅列され──。

「ステータス、ウィンドウ……？」

　俺が驚いて口にすると、アフラは小首を傾かしげる。

「すてえたす？　よく分からないぴょんが、お前は我との契約によって万象の本質を見通す力を得たぴょん。恐らく瞳から入力された情報が、汝なんじに最も分かりやすい形で現れているのだぴょん」

　その説明を聞きながら俺は彼女の本質的情報──ステータスを読み上げる。

「アフラ・マズダー、クラス・女神（仮）。レベル１……一応はまだ女神の枠に入ってるんだな」

「か、カッコカリとは失礼ぴょん！　それにレベル１とは──よく分からぬぴょんが、馬鹿にされている気がするぴょん」

「気にするな。それよりこれはわりと使えそうだ。感謝しとくよ、女神様」

　情報は武器だ。未知の要素が多いのであればなおのこと。

　不機嫌そうなアフラだったが、俺が礼を言うと得意げに胸を張る。

「うむ、感謝するぴょん。やはり女神は崇あがめられてこそぴょん」

　別に崇めてはないんだが。

　胸中でツッコみつつ、俺は明日からのことを考えた。

　こうして力はもらえたが、チート武器は全て失い、立ち向かうべき神話の内容も不透明。

　俺の冒険は、本当にまだ始まったばかりだった。
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《world: 真炎界アヴイス　area: リーフラ村宿屋１Ｆ》




「協議の結果、賛成多数でお兄ちゃんの同行を認めるね。以上」

　翌朝、酒場を兼ねた宿の一階で、ルリは俺に短く通達した。

　そしてむすっとした表情で机に置かれた朝食を食べ始める。

「お、おう。分かった」

　あまりにあっさりとした展開に戸惑いつつも、俺は安あん堵どの息を吐ついて頷うなずいた。

「トオヤ様！　クルルは一緒に旅ができることになって嬉うれしいのです！　これからよろしくなのです！」

　同じテーブルを囲む獣人のクルルは尻尾しつぽをぶんぶん振りながら喜んでくれる。

　何だか照れ臭いな。

　俺はぼりぼりと頭を掻かき、残りの一人──エルフ少女のエスティに視線を向けた。

「多数決ってことは、エスティも賛成してくれたってことか。ありがとな」

　礼を言っておくが、彼女は不満げに眉まゆを寄せる。

「勘違いしないでくださいませ。私は反対の立場でしたのよ。あ、あんな……破廉恥な真ま似ねをする方が一緒だなんて……この先が思いやられますわ」

　はぁ……と重い溜ため息いきを吐くエスティ。

　ん？　待てよ、だとすると……。

　俺がルリの方を見ると、パンを食べていた彼女は動きを止めた。

「た、確かに賛成したのはクルルとあたしだけど──それはお兄ちゃんを放ほうっておくのが危険だと思ったから！　昨日の件もあるし……お兄ちゃんから目を離さない方がいいと思ったの。獣人やエルフを見つけたら、我を忘れて襲い掛かるかもしれないもん」

「しねえよ！　というかそれはルリの方だろ。お前よくこの世界で理性を保ててるよな」

「そ、それは……近くに理想のケモミミとエルミミがあるから」

　そう言いながらルリは左右にいるクルルとエスティの耳を指で弄いじる。

「ひゃうんっ！　る、ルリ様……こんなところで……」

「ちょ、ちょっとルリ！　人前ではやめるよういつも言ってますのに──あんっ!?」

　ルリの耳弄りテクニックに悶もん絶ぜつする二人。

　その様子を見ながら俺は溜ため息いきを吐つく。

「──ま、どんな理由でもパーティに加えてくれるのなら嬉うれしいさ。またルリと一緒にいられるんだからな。ともかく、これからよろしく」

　ルリの機嫌を取るために少しクサい台詞せりふを言いつつ、俺は手を差し出す。

　けれど彼女はクルルとエスティの耳から指を離さず、ぐっと何かを堪こらえるような目で俺を睨にらみ返した。

「お兄ちゃん、言っておくけどあたし──一年前とは違うから。そんな言葉に舞い上がって、お兄ちゃんの我がままを簡単に許しちゃうような甘い妹じゃないんだから。今のあたしはお兄ちゃんのことが大っ嫌いなの！　そこのとこ、肝に銘じておいてよねっ！」

「……了解」

　すごすごと手を引っ込め、俺は神妙に頷うなずいた。

　結局、ルリとは喧けん嘩かの仲直りができていないまま。

　ルリは根が優しいので分わかりづらいが、今も本気で怒っている。俺に獣耳を触らせないのは、ルリにとって最大級の拒絶に等しい。

　……本当は今ここで謝るべきなんだろうな。

　それが分かっているのに──俺はまだ最初の一歩を踏み出せないでいる。

　実を言えば一年前の大おお喧げん嘩かの後、一度だけ仲直りのチャンスはあった。

　ゲームの中で会えなくなった後、ルリは俺にリアルで会おうとメールしてきたのだ。

　場所は昔家族で行ったことのある遊園地の入場ゲート前。

　けれど俺は──待ち合わせ時間に行くことができなかった。

　その日は雪が降っていて、架線が切れたとかで電車が止まってしまったのだ。

　待ち合わせ場所に辿たどり着いたのは、遊園地が閉まった後。

　当然、瑠る璃りの姿はなかった。

　今の〝ルリ〟は、きっとその時のことも含めて激しく怒っている。

　順序としてはあの日の事情を伝えて、謝って、許してもらうことから始めるべきなのだろう。

　でも俺は、あの日も、今も、それを実行しようとはしていない。

　何な故ぜなら俺は──ずっと仲直りしていいのかどうか迷い続けていたから。あの日、待ち合わせ場所に行けなかったことが、俺には運命のように思えたのだ。

　けれど今、ルリは目の前にいる。在あり得ない奇跡が俺たちを引き合わせた。

　だから運命を言い訳に逃げるのはやめようと思っている。

　まずはルリの置かれた立場を正確に把握して、この先どうするかを考えよう。

　全てはそこから──。

「ふんっだ」

　曖あい昧まいな表情を浮かべた俺を見て、ルリはぷいと顔を背ける。

　前途多難だが、とにかく俺はここから始めていくしかないようだった。
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《world: 真炎界アヴイス　area: 境界の森→白き山》




「さあ皆！　大天使様の神殿巡りも次で最後！　水の大天使ハルワタート様に認められれば、魔竜を倒す力が手に入る！　そのためにまずはあの白き山を攻略するよ!!」

　村を出たルリが指差したのは、森の向こうに高く聳そびえる山脈。上から半分は雪で覆われ、まさに白き山という名に相応ふさわしい。

「ええ、出発進行ですわ！」

「ですですーっ!!」

　エスティとクルルもテンション高めで応じる。

「れっつごー……」

　最後尾の俺は小声で号令に加わった。

　気分は憂ゆう鬱うつ。テンションが上がるはずもない。何しろ最初の冒険が雪山登山という過酷極まりないものなのだから。

「お兄ちゃん、もっと気合入れてよね。ハルワタート様の神殿はあの山を越えた先にあるんだから」

　ルリが俺の方をちらり振り向き、釘くぎを刺す。

　そう──アフラが言っていた通り、ルリたちは最後の大天使の元へ向かうのだという。

　だがその行程がこんな地味できつそうなものだとは教えてくれなかった。いや、そもそもアフラは覚えていなかったのだろう。

　アフラはこっそりと俺たちを尾行し、必要なことがあれば協力すると言っていたが……正直あまり頼りにはできない。

　この楽しくなさそうな冒険をどうにかする方法は、俺が自分で考えなければ。

　──とにかくまずは情報だな。

「アフラ・マナフ」

　口の中で小さく呪じゆ文もんを唱えると、前を歩く三人のステータスが表示される。

　まず俺の妹。

　真名、風かざ代しろ瑠る璃り。種族、ヒューマン。レベル63。クラス、真炎の騎士。属性、火（蒼あお）。能力ランクは筋力・魔力・体力・敏びん捷しようオールＡ。

　女神の目を手に入れた俺は、詳細な能力パラメーターを数値で〝見る〟こともできるのだが、それらは常に変動しているため大まかなランク評価に切り替えてある。

　──カオティック・フレイムでのルリはレベル59の神聖騎士だった。レベルは上がってるし、クラスも違う……。

　次に獣人少女。

　真名、クルル・マユ・モル。種族、カオティック。レベル48。クラス、戦士。属性、森・狂。能力ランク、筋力Ａ、魔力Ｅ、体力Ｂ、敏捷Ａ。

　──カオティック……？　狼人族ワーウルフが種族名じゃないのか。

　最後に魔導士の少女。

　名前、エスティ・ノーヴルランド。種族、エルフ。レベル55。クラス、ハイウィザード。属性、地。能力ランク、筋力Ｅ、魔力ＡＡ、体力Ｄ、敏捷Ｃ。

　──こいつはまあ、最初の自己紹介で聞いた情報とほとんど同じだな。

　一ひと先まず三人のステータスを把握した俺は、ふと思いついて自分の手に焦点を合わせてみる。

　名前、トオヤ。種族、ストレンジャー。レベル１０１。クラス、魔ま煌こう剣士。属性、火（赫あか）。能力ランク、オールＳ。

　──ん？　ちょっと待て。

　何というか引っかかる部分が多すぎる。

　ルリの真名は日本語フルネームなのに、俺はトオヤ表記のみ。しかも種族は人間ではなくストレンジャー異邦人で、レベルはゲームでの上限99を超えていた。

　俺とルリで、どうしてこんなに違いがあるんだ？　というか俺、いつレベル上がったんだよ。

　この世界に来てしたことは、あのゴーレムをぶった斬ぎったことだけ……。

「なあ、クルル。ちょっと聞きたいことがあるんだが」

「ひゃ、ひゃいっ!?」

　俺に声を掛けられたクルルは、とても驚いた様子で振り返る。

「この世界にはさ、何て言うか……〝敵を倒すだけで強くなる〟システムとか、法則みたいなものがあったりするのか？」

「え、えっと、倒したモンスターの霊素は勝者の一部になるのです！　そうすると存在力が強化されて、色々と強くなるとは思いますです！」

　へえ、要するにこの世界には〝経験値でレベルアップする仕組み〟があるってことか。

「ありがとな、参考になった」

　俺が礼を言うと、クルルは顔を赤くして尻尾しつぽを振る。

「よく分からないのですが、お役に立てたのなら嬉うれしいのです……」

　もじもじと上目遣いで俺を見つめるクルル。

　う、可愛かわいい。耳を撫なでたい。尻尾しつぽを触りたい。

　はにかむクルルに見とれていると、エスティがこちらを険しい表情で睨にらんだ。

「クルル、トオヤさん、気を抜かないでください。白き山への道を阻んでいたゴーレムは倒しましたが、まだ他の魔物が潜ひそんでいるかもしれませんわ」

「あ、うん！　ごめんなさいです、エスティちゃん」

　クルルはハッとして謝る。

　俺も無意識で伸びていた手をさっと引き戻した。

　危ない危ない。ここで獣耳や尻尾に触れていたら、ルリにパーティから追い出されていただろう。

　俺は気を引き締め、前方に視線を向けた。

　白き山は少しずつ近づいている。女神の目で見るとその標高や気温などの情報を得ることができた。だが──。

「あれ？　あの黒い線みたいなものはなんだ？」

　俺は白い峰に刻まれた亀き裂れつのようなものに気付き、疑問を口にする。

　すると先頭を行くルリが大きな溜ため息いきを吐つき、振り返らないまま答えをくれた。

「あれは昨日、お兄ちゃんが〝剣で斬きった跡〟だよ」

「マジでか」

　今さらながらに俺はあの一撃がどれほど規格外のものだったかを思い知る。

　まさか山の向こうまで斬れてるんじゃないだろうな……。

　まじまじと黒い斬ざん痕こんを眺めていると、そこに重なって表示されている〝山のステータス〟の変化に気付く。

　亀裂の周囲だけ気温が高い……まだ熱が残っているのか、もしくは──。

　一つの可能性を思いついた俺は口元を歪ゆがめた。

　──もう少し近くで確認しないと分からないが、もしかするとこの山登りも〝楽しく〟できるかもな。
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《world: 真炎界アヴイス　area: 白き山中腹》




　寒い、痛い、苦しい、眠い──。

「はうー、ぶるぶるなのです……」

「さ、ささ、寒くない寒くない。このぐらい平気よ平気だわ平気なはずよ」

　クルルとエスティの震える声が聞こえてくる。

　登山は、とにかく過酷だった。

　山の中腹あたりから降り始めた雪は、吹雪ふぶきとなって俺たちを襲う。これはただの気象現象ではなく、防衛魔法の一種らしい。

　ルリが使う火の魔法の加護で雪に埋もれることなく進めているが、体力は確実に奪われていく。

「お兄ちゃん……この世界では、火っていう属性は特別なの。女神様が司つかさどる神聖な力で……火の魔法が使えるのは、勇者として選ばれた人だけ。だからあたしたちならこの山を越えられるはず……」

　吹雪に逆らって歩きながら、ルリはそう教えてくれた。

　──そのあたりの設定も、カオティック・フレイムと同じだな。

　ただしゲームのプレイヤーは全員が選ばれし勇者なので、そうした設定をあまり意識することはなかったが。もちろん俺も火の魔法を使える。

　クルルやエスティが俺を勇者パーティの一員と認めたのは、昨日の〝炎の斬ざん撃げき〟のおかげなのかもしれなかった。

「けど、ずっと魔法を使い続けるわけにもいかないだろ。疲れたら俺が代わる」

　魔法が途切れなければ、遭難と凍死は避けられるはずだ。

　俺はルリと交代しながら魔法で火を熾おこし、進み続ける。そして密ひそかに進路を誘導して──ようやく〝俺の目的地〟に辿たどり着いた。

　そこは斬撃で生じた亀き裂れつの近く。

　濛もう々もうとした白いヴェールが視界を遮っているが、これは吹雪ではなく──水蒸気だ。

「やっぱりあったか」

　風が吹いて一時的に靄もやが晴れると、そこには雪が解けて剥むき出だしになった岩肌が現れる。

　そして岩の窪くぼみには、地下から湧わき出たと思われる水が、湯気を立てて溜たまっていた。

「わあっ……ここはあったかいのです！」

「な、い、いったいどうなっていますの？」

　クルルは歓声を上げ、エスティは驚きに立ち尽くす。

「温泉……？」

　ルリが呆ぼう然ぜんとした表情で呟つぶやいた。

　そう──女神の目で白き山を見た俺は、一部の温度が異常に高いことに気が付き、そこに温泉が湧き出ているのではないかと考えたのだ。マグマではなくて安心した。

　──辛つらくて苦しい工程を省けないなら、その苦労と釣り合うご褒美があればいい。

「ああ、温泉だ。これだけ体が冷え切ってるんだから、入らない手はないよな？」

　俺はそう言ってルリに笑いかける。

　こうして過酷な雪山登山は、愉快な温泉イベントに変わり果てたのだった。
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《world: 真炎界アヴイス　area: 白き山・温泉地帯》




「ふぅー……ホントに生き返るって感じだな」

　温泉はかなり広範囲に湧わき出ていたので、俺は一人離れた岩場でゆっくりと入浴していた。

　ルリが温泉の周囲に展開した火の結界により、吹雪ふぶきや冷気も一時的に遮断されている。これなら温泉から出ても体が冷えて風邪を引くことはないだろう。

『お兄ちゃん！　覗のぞきに来たらパーティ追放だからねっ！　大大大っ嫌いになるからね!?』

　ルリは俺にそう警告したが、言われるまでもなくそんなことをするつもりはない。

　そりゃまあ色々と興味がないわけではないけれど、この冒険は俺が楽しむためのものではないのだ。

　ルリが楽しめれば、それで一ひと先まず合格点さ。

　岩に背中を預け、空を仰ぐ。

　吹雪は止やみ、真っ青な青空が広がっている。

　──ぱしゃん。

　けれどその時、小さな水音が耳に届いた。

　人の気配を感じて振り向くと、そこにいた少女と目が合う。

　豊満な胸を両手で何とかギリギリ隠し、真っ赤な顔でこちらを見ているのは──狼人族ワーウルフのクルル。

　緊張からか彼女の耳はピンと立ち、下腹部を覆うように前に回した尻尾しつぽもふるふると震えている。

「く、クルル？　何でここに……」

「ご、ごご、ごめんなさいです！　けどクルル、トオヤ様にどうしてもちゃんとお礼をしておきたくて……あと、聞きたいことも──」

　真っ赤になりながらも逃げようとせず、それどころかこちらに近づいてきたクルルは、俺の隣に腰を下ろした。

　お湯は白く濁っているので大事な部分は見えなくなるが、彼女の大きな胸はぷかりと浮き上がり、その谷間に視線が吸い寄せられる。

「礼ならいいって。もう何度も言ってもらった」

　無理やり視線を彼女の顔に向け、俺は頭を振った。

「それじゃあ全然足りないのです！　命を救ってもらったのですから……クルルにできることなら何でもするのです！」

「な、何でも？」

「はい、何でもですっ!!」

　きっぱりと言い切るクルル。

　彼女のたわわな胸と火ほ照てった肌、ぴくぴく動く獣耳を見て、つい邪よこしまな考えが脳裏を過よぎる。

　いや待て、ここで変なことしたらルリに百パーセント軽けい蔑べつされるだろ。

　自分にそう言い聞かせ、俺は邪念を振り払う。

　今、考えるべきは神話を覆くつがえす方策。

　けれどこの先に何が起きるかすら曖あい昧まいだ。だとすれば──いざという時にやれることを増やすため、協力者が欲しい。

「じゃあ、クルル。もし本当に何でもするって言うのなら……これから時々、ルリには秘密で俺の頼みを聞いてくれないか？」

「え……？」

　戸惑うクルルに俺は言葉を続ける。

「詳しい事情は話せないんだが、俺はルリを助けるためにここへ来たんだ。けどそのためには色々と裏で動かなきゃいけない。もちろんルリたちには気付かれずにだ。それを……手伝ってほしい」

　これは賭かけだった。〝真炎の書〟やアフラについて話すことができない以上、理由を納得してもらうのは難しい。

　クルルが俺を疑い、このことをルリに伝えれば、以後はかなり動きづらくなってしまうだろう。けれど今はリスクを冒してでも人手が欲しい。

「……ルリ様のため、なんですよね。ルリ様はクルルが悪い人に捕まっていたのを助けてくれた恩人なのです。クルルはルリ様のためなら死んでもいいと思っているのです」

　しばしの沈黙を挟んで、クルルはそう確認してくる。

　──お前の覚悟がホンモノだってのはよく知ってるさ。何しろ昨日、この目で見たからな。

「ああ、ルリのためだよ。もしルリのためにならないと感じたら、好きに行動してくれ」

　俺はクルルの瞳を見つめ、深く頷うなずいた。すると彼女は表情を緩め、笑みを浮かべる。

「分かったのです！　トオヤ様を信じるのです！　つまりクルルはこれから、トオヤ様のモノだということなのですね！」

　そして昨日のように真正面から抱きついてくるクルル。

　大きく柔らかな膨らみが直接押し当てられ、女の子の甘い香りが鼻び腔こうを撫なでる。

「お、おい、俺のモノって──」

「ふふふっ、トオヤ様ぁ～」

　甘ったるい声で彼女は俺を呼び、頬ほおを擦すり寄せてきた。

　体の色々な部分が擦こすれ合い、一気に全身が熱くなる。

　目の前で動く獣耳に理性が溶けそうだ。

「そ、そうだクルル、さっき何か聞きたいことがあるって言ってなかったか？」

　この雰囲気はマズイと、俺は彼女に話を振った。

「あっ、そうだったのです！」

　クルルはハッとした顔でじゃれるのを止やめ、俺を至近距離から見つめてくる。

「昨日トオヤ様は、クルルが何をしようとしてたのか知っている素振りだったのです。もしかしてクルルのことを……狂魔法のことを知っていたのですか？」

　少しだけ顔を離してくれたが、体はまだ密着したまま。

　その体温と柔らかさにクラクラしながらも、俺は何とか口を開いた。

「いや……俺が分かったのは、あの時クルルが自爆覚悟の攻撃をしようとしてたってことだけだ。だから別にクルルのことを知っていたわけじゃない。というか狂魔法っていうのは何なんだ？」












　アフラの〝目〟では、そこまでの情報は得られない。

「そうだったのですか……見ただけでクルルのしようとしていたことを看破するなんて、やっぱりトオヤ様はすごいのです！　それでえっと狂魔法についてですが……うん、やっぱりご主人様にはお話ししておくべきなのですね」

　いつの間にかご主人様になっている。

　ただ話の腰を折るのも何なので、そこはあえてスルーしておいた。

「トオヤ様はご存ぞん知じかと思うのですが、狼人を含めた多くの亜人は〝向こう〟の種族との混血なのです」

「……向こう？　悪い、俺はここに来たばかりでそういうことに詳しくないんだ」

　頭を掻かいてそう言うと、クルルは丁寧に説明してくれる。

「向こうというのはですね……つまり、今回クルルたちが討とう伐ばつしようとしている魔竜がやってきた魔界のことなのです」

「ま、魔界……そんなとこがあるのか」

　俺も別の世界からやってきたのだから、よく考えるとおかしな話ではない。

「はい、ですから亜人の一部には、この世界に存在する七属性──空、水、地、森、命、金、火以外の魔法を使える者がいるのです」

「クルルがその一人ってわけだ」

「はいです……クルルが使えるのは魔界七素──虚、偽、狂、病、毒、欲、闇やみのうち狂属性の魔法。理性を対価に力を得る禁きん呪じゆなのです。この力を使える者、使った者は、魔物扱いされても文句は言えませんです。ですからその……ルリ様やエスティちゃんには、内緒にしてもらえると嬉うれしいのです」

　そう言って俺を不安げに見つめるクルル。

　俺は溜ため息いきを吐ついて、彼女の頭に手を置く。ぴくんと彼女の獣耳が震えた。

「分かった。ただし一つだけ条件がある。今後、その狂魔法は絶対に使うな。使おうとも考えるな」

「え？　け、けど、もしルリ様やトオヤ様が危なくなった時は──」

「その時は俺が何とかする。俺を信じろ。とにかくどんなピンチになっても、自分を犠牲にする選択は許さないからな」

　ぐっとクルルを睨にらみつけると、彼女はしばしポカンとした後──小さく微笑ほほえんだ。

「……はいです、ご主人様。クルルはトオヤ様を信じるのです」

　そしてクルルは俺から視線を外さぬまま、そっと顔を寄せてくる。

　頬ほおに柔らかで、少し湿った感触。

　それはついばむような一瞬のキス。

「狼人族ワーウルフの誓い、なのです」

　はにかんでクルルは言う。

　え、今のは部族の習慣的なものなのか？

　どういう風に受け止めていいか分からず硬直していると、辺りを包む水蒸気の靄もやの向こうから声が聞こえてきた。

「クルルー、どこ行ったのー」

　──この声はルリ!?

　慌てて周囲を見回すが、すぐに隠れられる場所はない。

「く、クルル、頼む何とか誤ご魔ま化かしてくれ。こんな状況をルリに見られたらパーティを追い出されちまう」

「それは困るのです！　分かったのです、トオヤ様はクルルの後ろに隠れてくださいです！」

　俺は言われた通りに彼女の後ろへ回り込み、口までお湯に浸つかる。これならクルルの体の陰になって見えないはずだ。

　するとちょうどそのタイミングでルリが俺たちのいるお湯ゆ溜だまりにやってきた。

「あ、クルル。こんなところにいたんだ！　もう──あんまり遠くに行っちゃダメだよ。もしお兄ちゃんと出くわしたら、襲われちゃうよ？」

　襲うわけねえだろ！

　心の中で反論するが、もちろん声には出さない。

「ルリ様、ごめんなさいなのです。あったかい池が珍しくて、ちょっと冒険したくなったのです。でも……もしトオヤ様と会っても、襲われたりはしないと思うですよ？　トオヤ様はきっと優しい方なのです」

　……何だか照れるな。

　自分を擁護してくれるのは嬉うれしいけれど、気恥ずかしくて居心地が悪い。ルリのためにクルルを〝利用〟しようと考えていたことに、後ろめたさを覚えた。

「お兄ちゃんが優しいのは、まあ否定しないけど……でも油断しちゃダメ！　お兄ちゃんってすっごくえっちなんだから。ゲームをしてた時は際どい装備の女の人をチラチラ見るし、リアルだってベッドの下に……下に……」

　そこでルリの声が上うわ擦ずり、途中で途切れる。

　恐らく当時のことを思い出して赤面したのだろうが、俺の顔も熱くなっていた。

　──まさかルリにバレてたのか!?　ああ……あんなド定番の場所に隠すんじゃなかった……。

　心の底から後悔していると、気を取り直したルリの声が耳に届く。

「と、とにかく、あたしが目を光らせてないとお兄ちゃんは野獣なの！　無防備にしてたら耳や尻尾しつぽを撫なでまわされて、えっちなことだってされちゃうかも。だから早く戻らないと！」

「は、はいなのです！」

　ルリの言葉にクルルは勢いよく立ちあがる。

「っ……!?」

　目の前に尻尾しつぽの生えた肉付きのいいお尻しりが現れ、思わず声を出しそうになってしまう。

　遠ざかっていくルリの足音。クルルもお湯から上がろうとするが、ルリが靄もやの向こうに見えなくなったのを確かめてから、俺をちらりと振り返る。

「トオヤ様……クルルの耳と尻尾、触りたかったです？　えっちなこと……したかったのですか？」

「な──」

　うろたえて言葉を失う俺に、クルルはもじもじしながら言う。

「じゃあ次は……クルル、頑張るのです」

　頬ほおを染めたクルルは、ぱしゃんと岩場に跳び上がるとそのまま駆け去っていく。

「次？」

　取り残されて呆ぼう然ぜんとする俺だったが、背後から再び小さな水音が聞こえてきた。

「我が同盟者よ、よくやったぴょん！　見事、協力者を得たぴょんね！」

　当然のように温泉に浸つかっていたのは、元女神の幼女アフラ。やはり後を付いてきていたらしい。

「……まあな。これで色々と動きやすくなった」

　彼女も素っ裸であるのだが、その外見は子供。クルルほど刺激的ではないので、俺は平静を保って頷うなずく。

　その反応が不服だったのか、アフラはむっとした表情で口を開いた。

「この山を越えれば水の大天使、ハルワタートの神殿ぴょん。そこで何が起こるのか……詳しいことは憶おぼえていないぴょんが、アールマティのことだからロクでもない試練を用意しているはずだぴょん。お前が臨機応変に対処するんだぴょん」

「はいはい、分かってるよ」

　彼女の偉そうな物言いにも慣れてきたので、軽く受け流してお湯に深く浸かる。

　この温泉のような幸運が続くとは思っていない。

　けれど行く手に待ち受けているのが笑えないイベントだった時は、どんなことをしてでも絶対にそれを覆くつがえしてみせよう。

　たとえそのせいでルリに嫌われても構わない。

　俺は〝ルリのため〟になると思う道を選ぶだけだ。

　一年前も俺はそうしてルリと喧嘩をする道を選択したのだから──。
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　　　　　　　１






《world: 真炎界アヴイス　area: ハルワタートの神殿》




　白き山を越えると、眼下には広大な湖が広がっていた。

　恐らく山の雪解け水が流れ込んでできたものだろう。

　目指すハルワタートの神殿は湖中央の小島に建てられており、そこまではしっかりとした石の橋が架けられている。

　──水の大天使か。どんな感じなんだろうな。やっぱでかくて翼とか生えてるのか？

　少しばかり身構えていた俺だったが、その大天使と直接対面することはなかった。

　神殿に着くと、閉ざされた大扉の向こうから声が聞こえてきたのだ。




『あー……来たのか。えーっと確か、試練……試練だったな。んー、じゃあ湖の周りにいる魔物を千匹狩ってこい。そしたら力を与えてやる』




　──すっげえダルそう。まあ真炎の書に動かされているってんなら当然か。

　アフラが女神の権能を奪われたように、大天使であろうと新たな神話の筋書からは逃げられないのだろう。

　その不満を口調に滲にじませるのが、精一杯の抵抗に違いない。

　あんたもこんな茶番に付き合わされて大変だな。

　内心で俺はハルワタートに同情する。

　ただ、問題は試練の内容だ。

「千匹なんて途方もないな……」

　俺は憂ゆう鬱うつな思いで呟つぶやく。

　このイベントの目的は、恐らく強制レベリング。

　魔物を倒すと存在力とやらが強化されるという話だったので、ルリたちの能力底上げを狙ねらっているのかもしれない。

「うん、分かった。魔物を千匹倒せばいいんだね！　これまでに比べたら全然簡単！」

　だがルリは大天使の口調や試練の内容に疑問を挟まず、喜んでいるような反応を示した。

「簡単って……本気か？」

　信じられずに俺が聞き返すと、ルリは平然と頷うなずく。

「そうだけど？　森の大天使様には虹にじ色のキノコを食べさせられて、丸三日も熱と腹痛に耐えなきゃいけなかったし……空の大天使様には高い崖がけの上から何度も突き落とされたし……命の大天使様には小人にされて鼠ねずみっぽいモンスターに食べられかけたし……金の大天使様には体重を十倍にされて、真っ暗な洞どう窟くつに放置されたし……」

　もう思い出したくもないという様子で肩を落とすルリ。

「そりゃ……大変だったな」

「そうだよ、お兄ちゃんの想像する百倍は大変だったんだから！　それに比べたら今回の試練は時間がかかりそうなだけで、別に難しくなさそうでしょ？」

「まあ、それはそうかもしれないが……」

　ただその〝かかる時間〟が半端ではなさそうなので、躊躇ためらいながら頷く。

「あ、でもお兄ちゃんは初めての試練だから油断しちゃダメだからね？　まずはあたしたちがお手本を見せてあげるから。クルル、エスティ、早速モンスター狩り開始だよ！」

　ルリは仲間たちに向かって号令をかけ、岸の方へと歩き出した。

「ええ、私の魔法で薙なぎ払はらってさしあげますわ」

　エスティは気合十分な様子でルリに続く。

「クルルも頑張るのです！」

　クルルも元気いっぱいに駆けていくが、俺は足取り重く後を追った。

　この試練は単純なだけに〝楽しく〟改変するのは難しい。

　──だったらできる限り〝楽〟にするしかないかもな。
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《world: 真炎界アヴイス　area: 湖こ畔はんの森》




　グォォォォンッ！

　静かな湖畔に野太い鳴き声が響き渡る。

　その直後、森の中から勢いよく飛び出してくる魔物。

　大きな二本の角を生やした、牛に近い姿のモンスターだ。

　それを追ってクルルも姿を現す。

　ルリたちが待ち構えるこの場所に魔物を誘導するのが、クルルの役割だった。

「エスティ、拘束魔法！　クルル、そのまま退路を塞ふさいで！」

　ルリが魔物を狩るために、仲間たちへ指示を出す。

「……アフラ・マナフ」

　下へ手たに手を出すとルリたちの連携を邪魔してしまいそうだったので、俺は離れた場所で情報入手に努めた。

　個体名──はどうでもいいか。レベル、40。種族、ブルーブル。属性、水。

　格下ではあるが、楽に狩れる相手でもない。

　それにこいつの種族名と姿……何か見覚えが──。

「我が敵を灼やけ──蒼炎の刃ウイスタリア!!」

　ルリが技を繰り出して、魔物を焼き切る。

　ここまでおよそ十分。探索の時間もあるので、どれだけ手慣れても一時間に五体以上を狩るのは難しいだろう。

　一日十二時間かけても千体倒すまで二週間以上。現実的には一カ月近く費やすことになるはずだ。

　──完全に尺稼ぎのイベントだな。いや……ここで時間を使わせる理由が何かあるのか？

　だとすればこの試練を効率化して、時間を短縮する意味は大きいかもしれない。

　そんなことを考えていた時、ふと既視感の正体に気が付いた。

「……そうだ。どこかで見たことあると思ったら、あのモンスターはカオティック・フレイムの──」

　ハッとした俺は戦闘を終えて一息吐ついているクルルの元に向かった。

「クルル！」

「と、トオヤ様！　何なのです？」

　驚いて振り向いたクルルに、俺は問いかける。

「今の魔物、クルルはこれまでに見たことがあるか？」

「うーん……いえ、初めて見る魔物だったと思うのです」

　少し考えてから首を横に振るクルル。

「そうか──じゃあもう一つ聞くが、ここまでの旅や試練で戦った魔物も、初めて見る種類が多かったんじゃないか？」

「は、はいです。確かに見たこともない魔物ばっかりだったのです」

　その返事を聞き、俺は腕を組む。

　──だとすれば、そいつらもカオティック・フレイムのモンスターだって可能性が高いな。

　それが何を意味するのかは分からない。

　この一件の全体像を掴つかむのに必要なことだとは思うんだが──いや、まずは目の前のことからだ。

　答えが出ないことは置いておき、俺はクルルに言う。

「ちょっとルリには内緒でやりたいことがある。今夜、皆が寝静まったら──俺のところに来てくれるか？」

「ふえっ!?　わ、分かったです！　クルル……頑張る、です」

　何な故ぜか顔を真っ赤にしてクルルは頷うなずいた。

　よく分からないが意気込みがあるのは助かる。

　俺は彼女の耳に触れたい気持ちを我慢しつつ、頭をポンポンと撫なで、戦闘に参加すべく足を踏み出した。
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《world: 真炎界アヴイス　area: 湖こ畔はんの森・野営地》




　結局、日暮れまでに狩れた魔物はたった三体。

　夜になると魔物は姿を消してしまったので、俺たちは明日に備えて休むことになる。

　当然、野宿となるわけだが──長い冒険を経てきたルリたちは、快適で安全な野営ライフを獲得していた。

　ルリが十メートル四方に魔物避よけの結界を張り、エスティが魔法でテントを取り出すと野営の準備が始まる。

　まずは飯。食材は近くで採とった山菜と持ち運んでいた保存食、それに今日狩った魔物。

　倒した魔物の肉を焼いて喰くうのは少し抵抗があったが、実際に口を付けてみると思った以上に美う味まかった。

「お兄ちゃん、あたしが言ったこと忘れたの？　火は特別で神聖な力なの。あたしの魔法で焼けば、魔物の肉でも浄化されて、とっても美お味いしく食べられるんだよ」

　骨付き肉を手に、ルリは自慢げに胸を張る。

　何というか、ちょっと見ない間に逞たくましくなったもんだ。

「街や村では聖火台に灯ともされた炎を分け合って生活しているのですが、外ではそうもいきませんわ。野宿で炎を使えるのは、勇者一行の特権なのですわよ」

　エスティも誇らし気に燃え盛る炎を指し示す。

　どうやら本当に〝火〟というのは特別なものらしい。

　……もしかしてこの世界の人間は、火の熾おこし方かたを知らないのか？　いや、そもそも人工的に火を作り出せないルールがあるのかもな。

　そんなことを考えながら、俺も再び肉を齧かじった。

「確かにイケるな。ただ……どうせならもう少し手を加えた方がよくないか？」

　ワイルドすぎる料理を眺めて、俺はルリたちに問いかける。

「そ、それは……」

　だがルリは気まずそうに目を逸そらした。

「て、手早く食べられるのが一番ですわ」

　エスティもぎこちなく反論する。

「クルルは料理が苦手なのですー」

　そして正直に申告するクルル。それを見て俺は悟った。

　──このパーティ、まともに料理できるやつがいないのか。

　ルリが料理を苦手にしているのは知っている。捌さばいて焼くだけで早く美お味いしく食べられるなら、十分ではあるのだが……。

「もし調理器具や調味料があるなら、俺がちょっとやってやろうか？」

　そう提案してみると、エスティはぎょっとした顔をする。

「まさかあなた、料理ができるんですの？」

「まあ簡単になら……」

　俺は首を縦に振った。

　両親が離婚してから、朝と夜の食事は俺が作っている。買ってきた惣そう菜ざいで済ませることも多いが、それなりに料理には慣れた。

　──そういえば父さん、今頃どうしてんだろうな。

　ここまで状況に押し流されて考える余裕がなかったが、ふと家のことが気にかかった。

　俺がこの世界に来て二日。捜索願が出されていてもおかしくはない。

　いや、でもこっちと向こうで時間の流れは違うのか？　ルリは大分前から旅をしてる感じだし……それに俺ってゲームの最中にここへ来たんだよな？　だとしたら体はまだ向こうに──。

　一気に疑問が溢あふれたが、その思考はエスティの声で遮られる。

「でしたらあなたの実力、見せていただきますわ！　調理器具なら一式揃そろっていますわよ！」

　マントの内側に描かれた魔法陣から、ポイポイと鍋なべやフライパンを取り出すエスティ。

「おう、これだけあれば十分だ。ルリも少し手伝ってくれるか？　俺の真ま似ねをするだけでいいからさ」

　魔法便利すぎだろと思いながら俺はそれを受け取り、ルリに声を掛けた。

　四人分なので一人だと時間がかかってしまう。

「わ、わかった……今後のためにも、お兄ちゃんの腕前を見てあげるね」

　ルリは少し緊張気味に俺の隣に立つ。

　そうして本当に久しぶりな兄妹の共同作業が始まった。

　まずリアルとは似て非なる調味料の具合と、手持ちの山菜や保存食の味を確認。

　それらを組み合わせて、味に変化をつけた肉料理を三品作ることにする。

「ルリ、雑に切りすぎだ。その大きさだと均一に火が通らない」

「えーっ、ちゃんとやってるよぉ」

「ルリ、塩はひとつまみでいいって言っただろ」

「そ、そうだったっけ。お兄ちゃん、細かいって」

「ルリ──」

「うえーん、お兄ちゃんのスパルターっ！」

　文句を言いながらもルリは作業を投げ出さず、最後まで調理を手伝ってくれた。

　そして三十分後、料理は完成。

　取り分けた料理はあっという間に空になり、ルリたち三人は満足そうな表情でお腹なかに手を当てる。

「お兄ちゃん……腕を上げたんだね。頑張ってお手伝いした甲か斐いはあったかも。えっと……その、一応料理に関しては認めてあげる。だ、だけどあたしのケモミミとエルミミは譲らないから」

　悔しそうにしながらも、ルリは賛辞を口にした。

「もぐもぐ……さすがはルリのお兄様ですわね。あなたには今後も調理を任せてもよろしくてよ……もぐもぐ」

　偉そうに言うエスティだが、口の中にある料理を名な残ごり惜しそうに咀嚼している。

「トオヤ様の料理、とっても美お味いしかったのです！」

　そしてクルルは尻尾しつぽをぶんぶん振りながら感想を言った。

「クルルは素直でいい子だなぁ」

　捻ひねくれた二人とは違う純真なクルルに癒いやされ、思わず顔がほころぶ。

「あっ……えへへーです」

　褒められて嬉うれしそうに頬ほおを染めるクルル。尻尾はさらに大きく揺れていた。

「……む」

　その様子を見たルリは不満げな様子でこちらを睨にらむが、俺が視線を向けると慌てて顔を逸そらす。

　今のはクルルの獣耳に触れるなという警告だろうか、それとも……。

　ルリの心中が分からない俺は、とりあえずクルルから視線を外し、森の方を眺める。

　仲直りしない限り、俺たちの距離感はこのままだ。

　そのことは寂しく感じるが、今はこれでいいのだと自分に言い聞かせた。

　何が〝ルリのため〟になるのか分からない以上、軽率には動けない。

　そして食後、満腹になったルリたちが女子専用の大きなテントに引き上げ、俺は一人小さなテントで夜を明かすことになる。

　だが今夜はまだ眠れない。しばらく待っていると、テントの外から微かすかな足音が聞こえた。

　……来たな。

　身を起こしてテントを出る。

「ひゃ──」

　すぐ傍そばまで来ていたクルルが驚きの声を上げようとしたので、俺は彼女の口を手でふさいだ。

「静かに。行くぞ」

　俺が抑えた声で言うと、クルルは緊張した様子でコクコクと首を振る。

　魔物以外には影響のない結界を出て、二人で森の中へ入っていく。

　月と星の明かりが眩まぶしいので、何とか自分の足元ぐらいは見ることができた。

　湖の際まで来ると空が開け、月光に照らされた静かな湖面が目の前に広がる。

「……この辺りでいいか」

　足を止めて振り向くと、後ろを付いてきていたクルルが周囲をきょろきょろと見回した。

「こ、ここでするのです？　あ、あのあの、クルル……実はこういうこと初めてで……と、とりあえず、こんな感じ……です？」

　彼女は真っ赤な顔でそう言うと、木に両手をつき、尻尾しつぽの生えた丸いお尻しりをこちらに突き出す。

「へ？　な、何をやってるんだ？」

　クルルの扇情的なポーズを前にして顔が熱くなるのを自覚しながら、俺は上うわ擦ずった声で問いかけた。

「な、何って……これから、えっちなことをするのですよね？　そ、それとも耳と尻尾を触るのが先なのですか？」

　その言葉を聞いて彼女が何を誤解しているかを知る。

「えっとさ、俺は単にこの試練を手早く終わらせる手伝いをしてもらおうと──」

　俺が用件を口にするとクルルは顔を沸騰させた。

「そ、そそ、そうだったのですか!?　ご、ごめんなさいです……早とちりしてしまったのです」

　もじもじと服の裾すそを握りながらクルルは謝る。

「でも……本当にいいのですか？　我慢は体によくないですよ？」

　上目遣いに問いかけられて、理性がぐらりと揺らいだ。

「いや──でも、ルリにケモミミを触るのはダメだって言われてるからな」

　けれど何とか踏みとどまり、俺はそう答えた。ルリとの約束は破れない。

　するとクルルは少し残念そうな表情を浮かべるが──何かを思いついた様子でパンと手を叩たたく。

「あっ、でも尻尾しつぽならいいと思うのです！　ルリ様がダメって言ったのはケモミミとエルミミだけなのです！」

　クルルはそう言うとまた俺にお尻しりを向け、ふさふさの尻尾を揺らしてみせた。

　──綺き麗れいな尻尾だ。

　頭がくらっとして、わずかに意識が飛ぶ。

　気付くと俺は彼女の尻尾を両手で握っていた。

「きゃっ……と、トオヤ様、大胆なのです……」

　恥ずかしそうに体をくねらせるクルル。

　やってしまったと後悔が押し寄せたが、どうせならと尻尾の感触を堪たん能のうすることにする。

「──いい手触りだ。ふさふさで……柔らかい。耳の毛よりも密度が高いんだな……弾力性もいい、この尻尾に包くるまって眠りたいぐらいだ」

　感触は最高と言っていい。それにカオティック・フレイムとは違い、ここには〝匂い〟がある。

　しかもクルルの尻尾から漂うのは獣の匂いではなく、甘い女の子の香りだ。その香りを吸いこむと、何だか頭の奥が痺しびれるような感覚がある。

「そ、そんな……尻尾に包まりたいだなんて……トオヤ様、ちょっとヘンタイさんみたいなのです」

　クルルは顔を赤くしつつも、されるがままになっていた。

　そのまま数分間、満足するまでクルルの尻尾を堪能した俺は、ふーっと大きく息を吐き、名な残ごり惜しさを感じながら手を離す。

「ありがとう──いい、尻尾だった」

「ど、どういたしましてなのです……」

　クルルは真っ赤な顔で恥ずかしそうに頭を下げた。

　何だかこそばゆい空気が漂い、俺は視線を彷徨さまよわせる。

　──いや、何をやってるんだ俺は。

　自分で自分にツッコみ、これ以上変な雰囲気になる前にと話を戻すことにした。

「じゃ、じゃあクルル……本題に入るぞ」

「は、はい！　試練を早く終わらせる手伝いをしてほしいというお話だったですよね？」

　クルルは姿勢を正し、俺の話に耳を傾ける。

「ああ──クルルも分かってると思うが、このままのペースで魔物を狩ってたら千体狩るまで一カ月以上はかかる。ルリは真面目まじめだから素直に課題を熟こなそうとするだろうが──俺はできれば時間を短縮したい。今後──何があるか分からないからな」

「確かに……トオヤ様の言う通りなのです。早く終わらせるに越したことはないと思うのです。でも……そのためにクルルは何かお役に立てるのですか？」

　不安そうに問いかけてくるクルルに俺は大きく頷うなずいた。

「俺に考えがある。クルルは錬成魔法って知ってるか？」

「あ、はいです。ルリ様が時々使ってるのです。色んな素材を元に新しいものを作り出せる、特別な火の魔法なのです」

　クルルの答えを聞いて、俺は安あん堵どする。ルリが使っていたのなら、この世界でも錬成魔法が機能するということだ。

　錬成魔法とはすなわち、カオティック・フレイムでの〝道具作成スキル〟。

　補助系の本職には及ばないが、回復薬をはじめとした様々な消費アイテム、数が限定されていない武器防具などを魔法で作り出すことができる。

　ただしそれには素材が必要で、ここがカオティック・フレイムの中ではない以上、入手は絶望的……だと昨日までは思っていた。

　──けど、ここにカオティック・フレイムのモンスターがいるのなら、素材も手に入る可能性があるはずだ。

　だから俺はクルルにこう指示を出す。

「クルルには色々な草や木の実、珍しそうな石……何でもいいから錬成魔法の素材になりそうなものを集めてきてほしいんだ。上う手まくすれば、この状況を打破できる道具を作り出せるかもしれないからな」

　俺の言葉を聞いたクルルは、眩まぶしい笑みを浮かべて頷いた。

「分かったのです！　クルル、全力で頑張るです！」

　そんな彼女を見て、俺もつい笑ってしまう。

　俺はただルリのためにと思っていたのだが──何だか今は、少し心が弾んでいた。
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《world: 真炎界アヴイス　area: 湖こ畔はんの森・野営地》




「トオヤ様、色々集めてきたのですが……お役に立ちそうなものはあるですか？」

　翌日、朝早くから野営地の周辺を探索してきたクルルは、手にいっぱいの草花や木の実を持って俺のテントにやってきた。

「なっ、これは……」

　外見だけでも〝当たり〟だと分かるものがいくつもあったが、念を入れてアフラの目で鑑定しておく。

　──ルシの花、サージ草、精霊樹の実……他にも〝向こう〟の素材が大量だな。

　というか花や草はまだしも〝木の実〟はできるのに年月がかかるはずだ。この付近に精霊樹が生えているとしたら、カオティック・フレイムとの繋つながりはずいぶん前からあったことになる。

　いや──よく考えると、俺はルリが失しつ踪そうして二週間目にこちらの世界へやってきたが、再会した彼女は既に中盤までの冒険を達成した後だった。

　試練の内容を聞いたが、とても二週間でクリアするのは無理がある。

　つまり現実と真炎界アヴイスでは、時間の流れが違うのだろう。

　一年前、ルリのアバターはバグ──魔竜に呑のみ込まれて消失し、こちらの世界でサルベージされた。

　その時に初めてカオティック・フレイムと真炎界が繋がったのだとしても、こちらでは何倍もの時間が流れている可能性が高い。

　アフラは魔竜が現れたのがつい最近のような口調で語っていたが、女神の時間感覚が人間と同じはずがないのだ。

　──だとすりゃ、木が育つのも納得できるな。ただクルルが初見ってことは、数自体は少ないってことだ。試練に関わる場所にだけアールマティが配置したのかもしれない。

「あ、あのー……やっぱり使えそうなものはなかったのです？」

　俺が考え込んでいると、クルルはしょぼんと肩を落とす。ふわふわの耳と尻尾しつぽも力なく垂れていた。

「そうじゃない、逆に使えるものが多すぎて驚いてたんだ。よくやってくれた。ありがとうな」

　急いで俺は彼女の頭を撫なでて労ねぎらう。我慢して耳は触らない。

「ホントなのです!?　よかったですぅー……」

　ほっとした様子で肩の力を抜くクルル。撫で続けていると尻尾もパタパタと揺れ始めた。

「それでこれとこれなんだが、数を用意できそうか？」

　二種類の草を指差して俺は問いかける。

「あっ、はいです！　それならそこらじゅうにたくさん生えてるのです！」

「よし──じゃあ俺と一緒にこの草を集めよう。上う手まく行けば、ルリたちが起きてくるまでに準備を整えられる」

　俺はそう言ってクルルの背中を押した。

「了解なのです！」

　クルルは元気いっぱいにテントを飛び出していく。俺はルリたちのテントの方をちらりと見てから、クルルの後を追いかけた。

　見てろ、ルリ。この長ったらしい試練を、今日一日で終わらせてやるからな。
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《world: 真炎界アヴイス　area: 白き山のふもと》




「……お兄ちゃん、一体何をするつもりなの？」

　ルリが胡う散さん臭くさそうな目で俺を見る。

「きちんと事情を説明してもらいたいものですわね」

　まだ眠たそうに目を擦こすりながら、エスティも不満げに俺を睨にらんだ。

　起床した二人を連れてきたのは、だだっ広い荒地。

　湖の周りにある森と、白き山の中間あたりにある場所だ。

　山から吹き下ろす風は強く冷たい。草が生えていないのはそのせいだろう。

「トオヤ様、これからどうするです？」

　俺がすることを具体的には知らないクルルも、期待を込めた眼まな差ざしを向けてきた。

「昨日みたいに魔物を一体ずつ倒してたんじゃ気が遠くなる。だからもっと効率的にやろうと思ってな」

　そう言うと俺は抱えていた布袋を地面に落とす。

「効率的って……お兄ちゃん、もし変なことをしようとしてるならダメだよ？」

　表情を硬くするルリだったが、俺は軽い笑みを返した。

「裏技みたいなことをするわけじゃないって。道具を作成する錬成系の魔法があるのは知ってるだろ？　ルリは全然熟練度を上げてなかったが、俺はクラスの上限までマスターした。それで〝魔物寄せの香〟を錬成したのさ」

　布袋の中身を明かすと、エスティが驚きの声を上げる。

「まさかあなた、勇者の魔法──〝創造の火〟が使えるんですの!?」

　どうやらこの世界において、錬成魔法も勇者だけが使える特別な力らしい。

「ああ、まあそういうことだ。じゃあ早速行くぞ。この場所と風向きなら、匂いは森全体に広がる。きっと一気に魔物が押し寄せてくるから、大技の準備をしといてくれ」

　俺は布袋に魔法で着火してから、少し離れた場所に蹴けり飛ばす。

　もわりと湧わき上がるピンク色の煙。

　それは狙ねらい通り、風に吹かれて森の方へ流れていった。

「ちょ、ちょっとお兄ちゃんっ！　あたしたちまだ魔物を三体しか倒してないんだよ？　あの森にどれだけ魔物がいるのか知らないけど、最低でも千体近い数が一斉に襲ってきちゃう！　昨日、一体ずつでもちょっと手間取ったのに──」

「そりゃ一体ずつだと燃費が悪くて大技を使わなかったからだろ？　今回は残り全部を相手取るんだし、後のことは気にしなくていい。全力でぶちかましてやれ」

　ぐっと親指を立てて励ますが、ルリは真っ赤になって叫ぶ。

「いくらなんでも千体の魔物を一気に倒せる技なんて持ってないよぉ！」

　ん？　そうなのか？　勇者だし、必殺技的なものがあると思っていたんだが。

　背筋を冷や汗が伝うのを感じながら、俺はエスティの方に視線を向ける。

　森の方から微かすかな振動が伝わってきていた。

「えっと、エスティ。ハイウィザードなら広域殲せん滅めつ魔法とか使えるよな？」

　引ひき攣つった表情を浮かべていたエスティは、ぎこちなく首を縦に振る。

「こ、広範囲を魔法で攻撃することはできますけれど……さすがに千体全てを範囲に捉とらえるのは難しいですわ」

　ドドドドドドド──。

　聞こえてくる地鳴りのような足音。

　もしかしてこれってわりとマズイ状況か？

　最後にクルルの方を向くと、彼女は信頼しきった眼まな差ざしで俺を見つめていた。

「トオヤ様、ここからはどうするです？」

「──全力で戦おう。そうすればきっと何とかなる」

　ぐっと拳こぶしを握りしめ、俺は気合で誤ご魔ま化かした。

　ルリたちが危なくなった時のために、設置型の魔法──要するに地雷的なものは仕掛けてある。けれどこれは彼女たちのレベルアップ用イベントだ。

　俺が霊素経験値を横取りすると、今後の進行に影響が出るかもしれない。ゆえになるべく彼女たちに頑張ってもらうしかないのだ。

　ドドドドドドドドドドドドドドドドドド────！

　地面を揺らす音が近づき、森との境界から土煙が上がり始める。

「もーっ！　お兄ちゃんのバカ─っ！　大っ嫌い!!」

　ルリはやけくそ気味に叫んで大剣を構えた。

　そして四対千の戦いが幕を開ける。







「か、勝った……」

　およそ二時間後、最後の一体を仕留めたルリが剣を地面に突き立て、膝ひざをつく。

　戦場となった荒地はあちこちにクレーターができ、数えきれぬ魔物の骸むくろが折り重なっていた。

「いやー、ホントに何とかなるもんだな」

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいの俺もその場に腰を落とし、焼け焦げた大地を眺めまわす。

　押し寄せる魔物の波をひたすら大火力で薙なぎ払はらい続ける戦いだった。

　もちろん討ち漏らしもあったが、そうした魔物は俺が設置魔術などを利用して足止めし、その間にクルルが各個撃破してくれた。

　全員のステータスを確認すると、ルリのレベルが10、エスティが８、クルルも５上がっている。

　存在力の強化、パーティ戦力の底上げは成功したはずだ。撃破数の確認はしていないが、恐らくこれでハルワタートの試練はクリアだろう。

「あーもうっ、死ぬかと思いましたわよっ！」

　エスティは大の字に寝転んで大声を上げる。

「クタクタなのですぅ……またあの、あったかい池に入って休みたいのです……」

　体力面では一番消耗しているクルルの言葉に、それもいいなと考えた。

　時間は短縮できたが、特に〝楽しい〟イベントではなかったから、最後にそうしたご褒美があってもいい気がする。

「それよりお兄ちゃん……あの煙、いい加減に止やめた方がいいんじゃない？」

　だがそこでルリがまだ空に立ち昇っているピンク色の煙を指差した。

　量を多く作りすぎたのか、魔物寄せの香は自然に消える気配がない。

「……そうだな。これ以上魔物に集まって来られても困るしな」

　俺は頷うなずいてそちらに近づくが、その時──ぶわりと強い風が吹く。

　時間が経たち、風向きが変わったらしい。

「うわっと」

　俺は慌てて風上に回り込んで煙を避け、足で燃え盛る香草に土をかけた。すると次第に煙は弱まり、ピンク色の靄もやが晴れる。

「ふう、これで一段落だな。皆戦いで泥だらけだし、ちょっと山を登って温泉に入るか」

　そう言って俺は振り返るが、何かルリたちの様子がおかしいことに気付いた。

　皆、何な故ぜかぽーっとした顔で俺を見つめている。

　そういえば俺は煙を吸いこまずに済んだが、皆は位置的に煙をもろに浴びたはずだ。そのせいで何か影響が出たのかもしれない。

「どう、したんだ？」

　恐る恐る声を掛けると、クルルがふらふらと近寄って来た。

「トオヤ様ぁ……クルル、何だか胸がドキドキするのですぅ……」

　クルルは甘ったるい声を出し、俺の胸に顔を擦すり寄せる。

「ちょっ、おい──」

　こんなところをまたルリに見られたらと焦るが、何故か咎とがめる声はない。

　するとエスティまで俺の腕にぎゅっと抱きついてきた。

「確かに……変な気持ちですわ。胸の奥がきゅうんとなって……わたくし、何だか……」

　もじもじしながら体を擦こすりつけてくるエスティ。

　クルルほど体に起伏はないが、女の子特有の甘い香りと柔らかさに頭がくらくらする。

「お兄、ちゃん……お兄ちゃん……」

　そしてルリも様子がおかしい。

　俺を熱っぽい瞳で見つめながらも、何かを堪こらえるように自分の体を抱きしめている。

　──な、何が起こってんだ？　やっぱり煙を浴びたせいだよな？

　原因は他に考えられない。

　魔物寄せの香の効果は、相手を興奮させて正常な判断力を奪い、匂いの元におびき寄せることだが、よく考えればそれは──。

「……あの煙、強力な媚び薬やくだったのか？」

　そう考えるとルリたちの状態も理解できる。

「あのね……お兄ちゃん。あたし、あたし……」

　おぼつかない足取りで近づいてきたルリは、そっと俺の頬ほおに手を添えた。

「あたし……あたし、本当は……ずっと、ずっと、お兄ちゃんと……」

　切なげな表情で呟つぶやきつつ、顔を寄せてくるルリ。

「トオヤ様ぁ……クルル、体が熱いのです」












　そう言ってクルルは服をはだける。

　瑞みず々みずしい肌と大きく柔らかそうな胸が露あらわになって、俺の理性は大きく揺さぶられた。

「あっ……ん。こんな……私ともあろうものが……これほど強力な……私も何だか、もう我慢が……」

　エスティもなまめかしく体をくねらせながら、服を脱ぎ始める。

　真っ白な肌と胸の谷間が目に飛び込んできて、慌てて視線を逸そらした。

「お兄ちゃぁん……」

　ルリは甘い声で俺を呼び、口づけをねだるように顔を寄せてくる。

　このままではマズイ。

　少なくともこんな形でルリとの距離を縮めてはいけない。きっと何かが取り戻せなくなってしまう。

　そんな危機感が誘惑に揺れていた本能を抑えつけ、俺は三人を強引に振りほどく。

「っ……こっちだ。付いてこい！」

　俺は山の方へと全力で駆け出しながら、ルリたちに呼びかける。

「トオヤ様、待ってくださいですーっ!!」

「ああんっ、お待ちくださいませーっ!!」

　追いかけてくるクルルとエスティ。

　ルリはしばし呆ぼう然ぜんとしていたが、何な故ぜか瞳を潤ませると、泣きながら走り出した。

「お、お兄ちゃーん！　置いて行かないでよーっ！　あたし、あたしっ……一人はもう──」

　その必死な叫びに足を止めたくなってしまうが、今のルリは正気じゃないと自分に言い聞かせ、急な斜面を駆けのぼる。

　そうして俺たちの追いかけっこは、温泉で皆に付いた匂いを洗い流すまで続いたのだった。
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《world: 真炎界アヴイス　area: ハルワタートの神殿》




『えー……マジでもう試練終わったのか？　ありえねー。んー……でも確かに森から魔物はいなくなってるなー……んじゃまあ、仕方ねえか。ほれ、力やるよ力。さっさと剣抜けや』

　媚び薬やく騒動の後、温泉で汗を流した俺たちは、再びハルワタートの神殿へやってきた。

　大扉の向こうから聞こえてくる声は相変わらずダルそうだったが、ルリは文句を言わずに鞘さやから大剣を引き抜く。

　よく見ると大剣の鍔つばには中心の宝玉を囲むように六つの宝石が嵌はめ込まれており、うち五つは淡い光が灯ともっていた。

　恐らくそれぞれが各大天使に対応しているのだろう。試しに女神の〝目〟でステータスを確認する。

　真名、真炎の剣。レベル60。攻撃ランクＡ。

　例のゴーレムに通用していなかったのだから、まあこれぐらいか。

　しかしこの攻撃力で本当に魔竜を倒せるのか不安になってしまう。

『んーっと……何だったっけな。あー、そうだそうだ──汝なんじを真炎の騎士と認め、我ハルワタートの力を委ゆだねる。ほいっと』

　軽い掛け声が響くと、六つめの宝玉に光が灯った。その色は青。

　するとその途端、一気に剣のステータスが跳ねあがる。

　レベル……６００!?　いや、一気に十倍って……上がりすぎだろ！

　俺は凄すさまじい力を得たルリの剣を、唖あ然ぜんとしながら見つめた。

　そしてルリもまた輝く刀身をしばらく眺め、ぐっと柄つかを強く握りしめる。

　妹の表情に浮かび上がるのは、喜びではなくどこか恐れを含んだ色。

　……ルリ？

　その様子に胸がざわついだが、彼女はすぐに笑みを浮かべ、いつもように元気のいい声を上げた。

「──ありがと！　これであたし、魔竜を倒せる力を手に入れたんだね！」

　剣を空に掲げ、ルリはまさに勇者のようなポーズをとる。

　すると、剣の刀身を蒼あおい炎が包み込んだ。

　びりびりとプレッシャーのようなものを感じる。あまりに圧倒的な存在力レベルに体が震えた。

　けれど意外なことに、その攻撃ランクはＡのまま。よく見れば中心の大きな宝玉にも光が灯っていない。

　不思議に思っていると、その理由はハルワタートが説明してくれる。

『ま、そういうこったな。その剣には大天使の力が封じられてる。二カ月後の〝降こう燐りんの日〟にそれを解放すりゃ、最後の〝火〟の力が宿って、魔竜にも通じる権能が発動するだろうさ』

　……そうか。真の力を発揮するには条件を満たさなきゃいけないのか。

　納得する俺の前で、ルリはその条件を問いかけた。

「降燐の日……解放ってどうすればいいの？」

『──さあね。その時が来たら、女神サマから啓示が下るんじゃねーの。魔竜がいるのはここから遥はるか南。茨いばらの森を越えた先にある〝不浄の地〟だ。歩きで行くなら二週間ぐらいだな』

　他人事のようにハルワタートは答える。

　裏の事情を知っている俺には、女神サマという言い方に多少の皮肉が混じっているように感じられた。

「そう、分かった。結構遠いみたいだけど……二カ月後の降こう燐りんの日までに行けばいいなら、全然余裕！　とりあえず南に向かってみるね。じゃあ皆、行っくよーっ！」

　踵きびすを返して歩き出すルリ。

「い、いよいよですわね！」

「頑張るのです！」

　エスティは緊張した顔でルリの隣に並び、クルルはいつものように元気よくルリを追いかけた。

「……二人とも、ここまでありがと。ここからもよろしくね」

　ルリは二人の手を握って、感謝の言葉を口にする。

　その後、俺の方をちらりと振り返るが、特に何も言わず前に向き直った。

　微妙な空気が漂っているのは、先ほどの一件が原因だ。

　魔物寄せの香は理性を失わせたが、しっかり記憶は残っているらしい。

　たぶん俺にあんな姿を見せてしまい、バツが悪いのだろう。

　──ルリとの溝がどんどん深くなってる気がするな。

　俺は橋を渡っていく三人の背中を見て、深々と嘆息した。

　そして彼女たちの後を追おうとするが、ふと思いついて神殿の大扉に話しかける。

「なあ、あんたはアールマティにいいように使われて悔しくないのか？」

『…………』

　返事はない。

　特に期待はしていなかったので、俺は諦あきらめて歩き出そうとした。

　ポカンッ！

　だがそこで後頭部を軽く叩たたかれる。

「って」

　何だと振り返れば、そこには青色の翼を生やした手の平サイズの少女が浮いていた。

「お前なー、あんまり好き勝手なこと言ってると殴るぞー」

　そう言ってじろりと至近距離から睨にらみつけてくる小さな少女。

「まさか……あんたがハルワタートか？　というかもう殴ってるだろ」

　扉の大きさからして巨人のような姿を想像していたので拍子抜けする。

「細かいこと気にすんなよー。こっちだって色々と言い分があんだからさ。アールマティのやつに従うのは確かにあんまいい気分じゃないけどよ……こんな状況じゃ、とりあえずこの神話に乗っかるしか手はないじゃんかー」

　青い翼を広げてふわふわ滞空するハルワタートは、小さく肩を竦すくめてみせた。

「こんな状況……？　アールマティの神話に嫌々従ってるわけじゃないのか？」

　彼女の物言いに違和感を覚えて問いかける。

　するとハルワタートは困ったような、呆あきれたような顔で俺を見た。

「んー……お前さぁ、何で真炎の書や神話魔法なんてもんが存在すると思ってんの？　この世界全体を巻きこんで、強引にでも力を結集させんのは、そうしなきゃどうにもならねえ事態に対処するためだろーが」

「それって、魔竜のことを言ってるのか？」

　俺が眉まゆを寄せて聞き返すと、ハルワタートは首を縦に振る。

「他に何があるってんだよ。アールマティの書いたシナリオには色々とツッコみたい部分はあるがなー、魔竜を倒す神話魔法を組み上げたことだけは評価してんだぜ」

　そこで一いつ旦たん彼女は言葉を切り、真剣な眼まな差ざしで俺を見据えた。

「お前はどうやらアフラ様の駒こまみてえだが、矮わい小しよう化したあの方には大局が見えてねえ。私し怨えんと私欲だけで動いてると、肝心な部分を見失うぜ」

　それは明らかに警告。

「っ……俺は──」

　言葉に詰まっていると、橋の向こうから俺を呼ぶ声が聞こえてきた。

「トオヤ様─っ！　どうしたのですかー？」

「お兄ちゃんっ!!　早くしてよね！」

　クルルとルリが俺を手招いている。

　エスティも鋭い視線でこちらを睨にらんでいた。

　周囲を見回すといつの間にかハルワタートの姿はない。

「──俺はルリを守れればそれでいいんだよ」

　どこかにいる彼女にそう言い返し、俺はルリたちの元へ歩き出した。
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「例の〝降こう燐りんの日〟にはかなり余裕があるだろ。だったら、なるべく村に立ち寄りながら進んだ方がいいんじゃないか？　俺たちにしかできないこともあるだろうしさ」

　ハルワタートの神殿を発たった後、俺は試練の短縮で得た猶予を建前にして、ルリたちにそんな提案をした。

　今はとにかく魔竜との戦いに備えて、可能な限りの準備をしたい。

　そのためにはなるべく回り道をしてもらった方が都合がいいのだ。

「まあ……確かにお兄ちゃんの言う通りかも。早く着いても、魔竜の毒で汚染された場所で時間を潰つぶすわけにもいかないし──ただ、ちょっと怪しいなぁ」

　じっと俺を見つめてくるルリ。

「怪しいって何がだ？」

「お兄ちゃん……また何か企たくらんでない？　試練の時みたいに勝手なことはしちゃダメだよ？　勝手なことをしたら酷ひどいことになるかもって……お兄ちゃんはもう分かってるはずだよね？」

「──ああ、もちろんだ」

　念を押してくる妹に俺は真顔で頷うなずく。

　ルリは一年前のことを言っているのだ。俺が裏技探しなんかをしてなければ、今も俺たちは二人でカオティック・フレイムを続けていたのかもしれないのだから。

「……約束、だからね？」

　ルリはそんな俺を疑わし気に見ていたが、一ひと先まず俺の提案には頷いてくれる。

　そうして少し遠回りをしつつ、立ち寄った村の宿屋で泊まった夜のことだった。

　──コンコン。

「入っても……いいかしら？」

　聞こえてきたのは控えめな声。

「あ、ああ」

　それが誰かはすぐに分かったが、彼女が俺の部屋を訪ねてくるのは初めてだったので、緊張気味に返事をする。

「お邪魔しますわ……」

　そう言って部屋に入ってきたのは、金髪碧へき眼がんのエルフ魔導士、エスティ・ノーヴルランド。

　最初から俺のパーティ入りを反対していたこともあり、一緒に旅をするようになってからも壁があるのを感じている。

「何の用だ？」

　多少身構えて用件を尋たずねると、エスティは金色の髪を指で弄もてあそびながら口を開いた。

「あなたに、聞いておきたいことがあるんですの」

「……もしかして、魔物寄せの香の件か？」

　他に思い当たることもなかったのでそう問いかけてみたところ、彼女の顔が赤くなる。

「そ、その通りですわ！　あの時のことは何となく憶おぼえているのですが……頭がふわふわしていて、色々と曖あい昧まいですの。なので〝これ〟について、説明を求めますわ！」

　険しい顔で詰め寄って来たエスティは、いきなり俺の目の前で服をはだけた。

　白い首筋と華きや奢しやな肩、形のいい胸の谷間が露あらわになって、俺は慌てる。

「お、おい、何で脱いで──」

「いいからここを見なさい！　これ、あなたが付けたものではないのですか!?」

　エスティは真っ赤になりながらも、鎖骨の辺りを指差した。

　状況が分からなかったが、俺は顔を寄せてその部分をまじまじと見つめる。

「ちょっと赤くなってるな……」

　俺が見たままの感想を述べると、エスティはキッと俺を睨にらみつけた。

「何を他人事のように言っているんですの？　これは、あなたがあのどさくさで付けたキスマークではないのですか？」

「き、キスマーク？」

　想像もしていなかった嫌疑をかけられて、俺は裏返った声を上げる。

「私が正常な判断力を失っているのをいいことに、この体を弄もてあそんだのだとしたら許しませんわよ！」

　服をはだけたまま迫ってくるエスティに、俺は壁際まで追い詰められた。

「そんなことしてないって！　それ、ただの虫刺されだろ」

　慌てて否定する俺だったが、エスティは納得しない。

「私は常に大地の加護を身に纏まとっています。虫など寄ってきませんわ！」

「そ、そういうものなのか？　でも魔物寄せの香で正気を失っていた時は、その加護も消えてたんじゃ？」

「う、それは……」












　そう反論するとエスティは言葉に詰まる。

　その隙すきにと俺は一気に畳みかけた。

「虫刺されならこの軟なん膏こうが効くはずだ。素材があったから魔物寄せの香と一緒に錬成しておいたんだよ」

　俺は机の上に置いてあった小瓶を手に取り、指でエスティの肌に軟膏を塗る。

「きゃあっ!?　こ、断りもなく私の肌に触れるとは、やはり──」

　勢いよく飛とび退のいたエスティは、涙目で俺を睨にらんだ。

「いいから見てろって。これ効き目がもの凄すごいから、炎症ならすぐに赤みが引くはずだ」

　俺に促されて赤くなっていた部分を見るエスティ。

　軟膏の効き目は凄すさまじく、既にどこに跡があったのかも分からない。

「き、キスマークが消えましたわ」

「だからキスマークじゃないって」

　俺がそう訂正すると、エスティは気まずそうに服装を整える。

「…………疑って、悪かったですわ」

「分かってくれたなら、それでいいよ」

　溜ため息いきを吐つき、俺はベッドに腰を下ろす。

　これで用件は終わったと思ったのだが、エスティは何な故ぜか動かない。

「どうした？」

「いえ……あの、まだ、聞いておきたいことがありまして」

　どこか言いにくそうな表情でエスティは答える。

「聞きたいこと？」

「あなたはどうしてあんなことを……千体の魔物を一気に招きよせるような方法を選んだのですか？」

　何だそんなことかと俺は苦笑した。

「だって魔物を一体ずつ狩り続けるなんて全然面白くないだろ。退屈で面倒な作業は一気に終わらせるに限る」

「面白く……ない？　ただ、それだけで？」

　愕がく然ぜんとした表情でエスティは問いかけてくる。

「ああ、エスティだって冒険をするなら楽しい方がいいだろ？」

　逆に問い返すとエスティは緩やかに首を横に振った。

「私は楽しむために旅をしているのではありません。やはりあなたとは分かり合えそうにありませんわね」

　硬い口調でエスティは言い、くるりと俺に背を向ける。

　そのまま彼女は部屋の入り口に向かったが、扉に手をかけたところで動きを止めた。

「──最後に、あと一つ。もしこの先、また〝面白くないこと〟が起こった時……あなたはどうしますの？」

「もちろん〝何とか〟する」

　俺が即答すると、エスティはこちらを振り向いて呆あきれた顔で笑う。

「曖あい昧まいな、中身のない答えですわね。ですがその時が来たら……お手並みを拝見させていただきますわ」

　どこか挑発的な口調で彼女は言い、俺の部屋を出ていった。

　残された俺は深々と息を吐く。

「何か疲れたな……」

　緊張していたせいか体が重い。

　今日は早く寝ようと考える俺だったが、エスティの口にした〝その時〟は思いの外早くやってきたのだった。







　その日、寝ようとした俺が開けっぱなしだった窓を閉めようとした時──いきなり彼女は現れた。

「大変だぴょん！　大変だぴょん！」

　窓から部屋に飛びこんできたウサギ耳の少女──アフラは焦った様子で部屋中を跳ね回る。

「ちょ──いきなり何なんだ？　少し落ち着いてくれ」

「落ち着いていられないぴょん！　緊急事態なんだぴょん！」

　早口で告げるアフラに俺は問いかける。

「緊急事態？」

「実は〝真炎の書〟のプロテクトが、一部分だけ弱まっていたのだぴょん。その部分を何とか解読して……ハルワタートの試練が終わった後、魔竜の元に向かう途中で起こる事件のことを思い出したのだぴょん！」

　ベッドの上に着地したアフラは、蒼そう白はくな顔で俺に訴えた。

「そんなに……やばい状況なのか？」

　ごくりと唾つばを呑のみ込んで問いかけると、アフラは頷うなずく。

「勇者ルリが訪れた村が、肉食のスライムに襲われて全滅していた……という事件なんだぴょん。しかも骨だけになった村人はスケルトンになって襲ってくるんだぴょん」

「そりゃ酷ひどいな……いったい何で──魔竜を倒すための剣は手に入ったんだから、そんな趣味の悪いイベントなんて必要ないだろ」

　俺が顔を顰しかめたのを見て、深々と嘆息するアフラ。

「アールマティは自分の物語に酔うタイプなんだぴょん。昔から自作の詩や物語を得意げに披露していたぴょん。きっと冒険には悲劇が必要とか、そんなことを考えてるんだぴょん」

「じゃあ──そんな勘違いは正してやらないとな」

　俺は決意を込めて言う。

　こんな事態を目にすれば、ルリは大きなショックを受けるはずだ。ルリをただ悲しませるだけのイベントなんて必要なない。

「何とかできるのかぴょん？」

「──ハルワタートの試練を短縮したおかげで、たぶんその事件が発生するまでまだ余裕があるはずだ。その間に対策を練る。アフラもその村の名前とか、もっと詳しいことを思い出してくれ」

「わ、分かったぴょん！」

　そうして俺たちは次の神話に立ち向かう。

　まずはとにかく情報収集。

　アフラのうろ覚えな記憶から事件が起こる村を特定し、今度はスライムが発生する場所を探す。

　当たりを引いたのは、ルリたちと訪れた二つ目の村でのこと。

「……スライム？　ああ、この時期になるとよく近くの泉から湧わいて出てくるのぉ。そんで泉から続く川に沿って大移動するんじゃ。下流の村は毎年苦労してるようじゃが、まあ命に危険があるようなもんじゃねえべ」

　村人の一人にその話を聞いた俺は、ルリたちにはバレないようにこっそりクルルとそのスライム発生源を見に行った。

「トオヤ様……ここに何があるのです？」

　まだ事情を知らないクルルは不思議そうにしていたが、泉の近くに来たところで鼻を押さえる。

「実はこの辺りから湧き出るスライムが村を襲うかもしれないんだが……こりゃすごい臭においだな」

　俺も顔を顰しかめ、臭いの元に目を向けた。

　泉の傍そばに小さな紫色の水たまりができている。見るからに毒々しく、周囲には動物の死し骸がいらしきものが転がっていた。

「トオヤ様！　あれは魔竜が撒まき散ちらした毒の雫しずくなのです！　ここまでの旅で何度か見たことがあるのです！　この毒で色んな魔物が凶暴化したりするのです」

　クルルの言葉に俺は状況を察する。

「そうか……きっとこの毒が泉に染み出て、スライムが肉食化するんだな。それで下流の村を襲う──と」

　俺はそう呟つぶやいてから、クルルに向き直った。

「よし、今の村にしばらく滞在してこの毒を何とかしよう。泉の汚染がもう始まっていたら水質改善の必要もある。根気のいる作業になるかもしれない」

「は、はい、よく分からないですが、クルルはトオヤ様のお手伝いをするのです！　あ……でも、ルリ様はもう明日この村を発たつと言ってたですよ？」

　クルルは頷うなずきつつも、心配そうに俺を見つめる。

「それは困るな……古典的な方法だが、あれを使うしかないか」

　腕を組んで俺が呟くと、クルルは首を傾かしげた。

「古典的、ですか？」

「まあ見ていてくれ。俺の演技力をな」





　　　　　　　２






《world: 真炎界アヴイス　area: ウコスの村》




　毒の処理とスライムが湧わく泉の水質改善。

　それを行うには今の村に長く留とどまる必要がある。

　そのために実行したのは、俺が学校に行きたくない時に使っていた方法──いわゆる仮病だった。

「ごほっ、けほっ……悪い、今日もまだ体調が戻らないみたいだ……」

　朝食のため、宿屋の食堂に集まった仲間たちの前で俺はわざとらしく咳せきをしてみせる。

「まったく……もう五日目ですわよ？　きちんと養生していないのではありませんか？」

　何もない村に飽きているエスティは不満げに俺を睨にらんだ。

「エスティちゃん！　きっとトオヤ様は一気に疲れが出たのだと思うのです！　まだまだ時間もあるですし、ゆっくりさせてあげましょうです！」

　事情を知っているクルルは、焦りながら俺を庇かばってくれる。

「……クルルの言う通りだよ。お兄ちゃん、辛つらいなら部屋に戻って寝てた方がいいって。あとで宿屋のご主人に食べやすそうなものを作ってもらって、持っていくから」

　そして意外にも、ルリはクルルの味方をしてくれた。

　そろそろ嫌いや味みを言われる頃だろうと思っていたのだが、ここは素直に礼を言って立ち去ることにする。

「悪い……ありがとな、ルリ」

　ふらふらと元気のない風を装って、俺は自分の部屋に戻った。

　ただ、仮病なので本当に眠りはしない。

　ベッドの脇に置かれた布袋にはクルルが密ひそかに集めてきた様々な素材が詰まっており、俺はそれを使って〝毒消し〟を錬成する。

　そう──毒を中和するために選んだのは、〝毒消し〟を用いた最も単純な対処方法だ。

　けれど魔竜の毒は生半可なものではなく、少量の毒消しではほとんど効果がない。そのため、とにかく大量に作り続ける必要があった。

　クルルも毎日、ルリたちの目を盗んでは毒消し草集めに奔走している。

　彼女の協力なくして、この物量作戦は成り立たない。

「ホントにいい子だよなぁ……」

　クルルへの感謝は日ごと募っていた。

　──ルリもきっと、同じ気持ちなんだろうな。

　今さらながらにクルルを救えて本当によかったと思えてくる。

　この冒険が終わったら、俺の方が何か礼をするべきだろう。

　そんなことを考えながら毒消しを錬成していると、コンコンとノックの音が響いた。

「っ!?」

　俺は急いで袋をベッドの下に押し込み、シーツを被かぶって横たわる。

　──カチャリ。

　こちらが眠っていると思ったのか、返事をする前に扉が開き、ルリが部屋に入って来た。

　彼女は木のトレイに載せた食事を持っている。

「……ホントに持ってきてくれたのか」

　俺が目を開けて言うと、ルリはむっとした表情を浮かべた。

「当たり前じゃない！　あたしを何だと思ってるの？　喧けん嘩かしてたとしても、大っ嫌いでも……病気のお兄ちゃんを放ほうっておけるはずないよ」

　ツンとした口調でルリは言い、トレイをベッド脇の台に置く。

　そして俺の顔を間近で見つめると、心配そうに眉まゆを寄せた。

「──やっぱり顔色が悪いね。変な風土病じゃないといいんだけど……」

　きっとそう見えるのは錬成魔法を使い続けて疲労しているからだろう。

　純粋に心配してくれている妹に嘘うそを吐つくのは胸が痛むが、俺は苦笑交じりに頷うなずいた。

「ちょっとずつ良くはなってるから、たぶん大丈夫だ。ただ……回復にはまだ時間がかかりそうだけどな」

　ごほっと嘘の咳せきを交えて答える。

「まったく……仕方ないなぁ。喧嘩はしばらく休戦して、しっかり看病してあげるから、早く良くなってね」

　溜ため息いきを吐きつつも、ルリはどこか嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「はい、あーん」

　そして彼女はスプーンに掬すくったシチューを俺に差し出してくる。

「……本気か？」

「あーん」

　戸惑う俺に構わずスプーンを近づけてくるルリ。

「あ、あーん」

　仕方なく口を開けて俺はスプーンを咥くわえた。

「ちょっと熱い」

「じゃあ次はふーふーしてからにするね」

　俺の感想を聞いたルリは息でシチューを冷ます。

　どうやらスプーンを手放す気はないらしい。俺は気恥ずかしい思いを堪こらえて、彼女の看病を受け入れる。

　そうしてシチューの皿が空になったところで、ルリは残念そうに溜ため息いきを吐ついた。

「ありがとな、ルリ」

　俺が礼を言うと、ルリは何か迷うように視線を彷徨さまよわせ──躊躇ためらいがちに口を開く。

「ねえ……お兄ちゃん。あの日……お兄ちゃんが遊園地に来なかったのって、あたしが何に怒ってるのか分からなかったから……なんでしょ？」












　突然の問いかけに顔が強こわ張ばる。

　ルリが何のことを言っているのかはすぐに分かった。

　一年前の大おお喧げん嘩か後、ルリはリアルで会う機会を設けてくれたのだが……俺は待ち合わせ場所の遊園地に、時間通り行くことができなかったのだ。

　その理由を俺は伝えていないので、ルリは今言ったような理由を想像したのだろう。

「あたしたち……喧嘩中、だけどさ。どう見ても、あたしが勝手に怒ってるだけだよね。お兄ちゃんは本当にお兄ちゃんのままで……いつも通りで……でも、あたしはダメなの。ケモミミは譲れないし……前みたいにもできない。ごめんね、お兄ちゃん」

「どうして……ルリが謝るんだよ？　遊園地の約束をすっぽかしたのも俺なのに……」

　俺は胸の苦しさを堪こらえながら問い返した。

「だって、あたしが怒ってる理由って……たぶん、すごく我がままで自分勝手なことだから。だからお兄ちゃんが分からないのも当然だし、それを謝ってほしいなんて、きっと無理な注文なんだよ。それなのにあたし、一方的に大っ嫌いって言ってばかりで……ズルい気がして……」

「っ──そんなことない。悪いのは全部俺だ」

　我慢できず、俺は強い口調でルリの言葉を否定する。

　ルリはズルくなんかない。ズルいのは俺。

　何な故ぜなら俺はルリが何を怒っているのかを、最初から知っているのだから。

　遊園地に行けなかった言い訳をあえてしなかったのだから。

　でもそんな俺のズルさを知らないルリは、泣き笑いのような表情で言う。

「やっぱり、お兄ちゃんは優しいね。あたしがしっかりお世話をするから……早く元気になってね」

　嘘うそ塗まみれの俺の胸に、ルリの言葉は深く鋭く突き刺さった。
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《world: 真炎界アヴイス　area: ウコスの村》




　ルリが部屋を出ていった後、錬成を再開する気分にもなれず、ベッドに横たわったまま天井を眺める。

　ぼーっとしながら、昔のことを思い出す。

　妹──風かざ代しろ瑠る璃りが生まれた時、俺はまだ二歳。

　けれど何となく覚えている。

　母さんに抱かれていた、小さな体を。大きな泣き声を。俺の指を掴つかんだ力強さを。

　ただそこから物心つくまで、俺には兄の自覚など皆無だったと思う。

　瑠璃はそれまで俺がいた場所を、母さんの腕の中を奪った侵略者。

　いちいち張り合って、嫉しつ妬として、その度に俺は叱しかられていた気がする。

　そんな関係が変わったのは──俺が小学校に入った年のこと。

　俺の家族はマンションの四階に住んでいて、窓からはとても遠くまで見渡せる。

　瑠璃は窓から外の景色を眺めるのが好きだった。

　窓の格子は子供だとすり抜けてしまう幅だったので、母さんはその窓を開けないように気を付けていた。

　けれどその日はたぶん掃除をした直後で、窓が開いたままだったのだ。

　四歳の瑠璃は〝高さ〟の怖さも分からず、窓から身を乗り出していた。

『な──』

　格子の隙すき間まから落ちそうになっていた瑠璃を見た瞬間、背筋が凍ったのを覚えている。

　気が付くと俺は走っていた。

　窓の向こうに消えていく小さな背中に手を伸ばしていた。

　寸前のところで俺は服の端を掴つかみ、瑠璃を部屋の中に引っ張り込む。

　心臓が信じられないほど速く大きく拍動していて、全身は汗でびっしょり。

　けれど当の瑠璃はといえば、何も分かっていない様子できゃっきゃとはしゃいでいた。

　それを見た俺は悟る。

　こいつは簡単にいなくなってしまうかもしれないほど、危うい存在なのだと。

　俺がちゃんと見ていてやらないとダメなんだと。

　以来、俺はいつも瑠る璃りを気にかけるようになった。

　ただ──別に瑠璃に対して甘くなったわけではない。

　遊んでとせがまれても面倒なら無視したし、お菓子をねだられても応じなかった。むしろ瑠璃の行動を注意したのがきっかけで喧けん嘩かになることの方が多かった。

　だというのに何な故ぜか瑠璃は、俺にやたらと懐いてしまう。

　俺は瑠璃から目を離さないようにしていたが、それだけだ。好かれるようなことは何もしていない。むしろ嫌われて当たり前な気がする。

　なのに俺ばかり追いかけてくる瑠璃のことが理解できず、正直少し相手をするのが苦手だった。

　だからある日、思い切って理由を聞いた。

『瑠璃、お前さ……どうして俺にばっか構うんだ？　何で同い年の友達より、俺と遊びたがるんだよ？』

　そうしたら妹は笑顔でこう答えた。

『だって、お兄ちゃんは──私のこと一番大事にしてくれてるもん！　だから私も、お兄ちゃんが一番だぁいすき！』

　その返答に、顔が熱くなったのを覚えている。

　見透かされたようで恥ずかしかった。でも、兄として頑張ってきたことが認められたみたいで少し嬉うれしくもあった。

　そこからは時々、瑠璃のワガママを断り切れないことが増えた。

　真まっ直すぐな好意を邪険にするのはとても難しい。

　今の自分にとって、瑠璃が一番大切なのだと自覚させられたことも大きかった。

　どちらかの一番が別のものに置き換わるまで、俺たちはずっと〝こう〟なのだろう。

　それに気付いてしまったら、もうちょっと優しくしてやってもいいかと思えたのだ。

　まあ、下へ手たをするとこのまま一生こいつの面倒を見なくちゃいけないんじゃないかと空恐ろしくもあったが──唐突に俺たちが兄妹でいられる時間は終わる。

　父と母の離婚。

　俺と瑠璃は、遠く離れた街で別々に暮らすようになった。

　ホントはたぶん、お互いにそこで独り立ちすべきだったのだと思う。

　けれど俺たちは仮想世界で兄妹を続けてしまった。

　カオティック・フレイムの中では、本物の体も、家族というしがらみも、他人の目もない。

　だから──俺も瑠る璃りも距離感を見誤る。




『お兄ちゃん……あたしと、結婚してっ！』




　空中都市の欄干。俺たちが暮らしていたマンションよりもずっと高い場所で、〝ルリ〟は俺にプロポーズをした。

　雲海の向こうに沈んでいく夕ゆう陽ひがルリの頬ほおを赤く照らしていた。彼女の瞳に浮かんだ恐れと期待の色は、今も俺の記憶に焼き付いている。

　たとえゲームだとしても、効率のためだとしても、それはたぶん決して踏み越えてはならない一線だった。

『ああ──分かった』

　だけど俺は深く考えず──いや、深く考えないようにして頷うなずいた。

　仕方ないなと思いながら、いつものように妹の我がままを聞く感覚で求婚を受け入れた。

『っ……ありがとう……お兄ちゃんっ!!』

　でも俺に抱きついてきたルリの笑顔と、瞳から零こぼれ落ちた涙を見て、悟る。

　この瞬間、〝ここ〟は彼女にとって現実以上の場所になったのだと。

　だから知っていた、分かっていた、〝ルリが何について怒っているか〟──俺は理解していた。

　原因はもちろん一年前の大おお喧げん嘩か。

　黒いバグに〝ルリ〟が呑のまれ、運営からはキャラクターデータの復旧ができないと通達された後、俺は瑠璃に電話をかけて謝り倒した。

『本当に悪かった。全部俺のせいだ』

『そうだよ！　お兄ちゃんが変なことしたから──』

　瑠璃は電話の向こうで声を荒立てる。時折、しゃくりあげるような音が混じった。

『ああ……俺が調子に乗ってバグや裏技を探したりしなけりゃ、こんなことにはならなかった……ごめん』

『お兄ちゃんのバカ！　いっつも行き当たりばったりなんだからっ！』

　謝罪に対する返答は厳しい。

　けれどそれでも、ここまではただの喧嘩だった。

　今まで何度も繰り返してきた兄妹喧嘩。

　失ったものは大きかったけれど、謝り続けていればいずれ元通りになれただろう。

　お互いにキャラを作り直して再出発……ってあたりが、たぶん落としどころ。

　でも俺は思った──それで本当にいいのかと。

　元通りになって、繰り返していいのかと。

　俺たちはもう遠く離れた場所で、違う現実を生きていくしかない。なのにこのままゲームの中で繋つながっていたら、瑠る璃りは〝外〟を見なくなってしまう。

　だから、あえて告げた。

　その言葉が瑠璃を傷付けると分かっていたけれど、無理やり声を絞り出した。




『本当に、本当に悪かった。だけど──もうどうしようもない。諦あきらめよう。このゲームは……〝おしまい〟だ』




『っ──』

　息を呑む音が聞こえて、ブツリと通話は途切れる。

　正直、その瞬間にはもう後悔していた。でも、一度口に出してしまった言葉は取り消せない。

　もしあの遊園地で会えていたならば謝っていたかもしれないけれど、その機会は電車の架線トラブルで失われた。まるで神様に〝会わないのが正解だ〟と言われたみたいで、瑠璃に理由を告げることもしなかった。

　それから一年、瑠璃にはおしまいだと言ったのに、俺はカオティック・フレイムをプレイし続けた。

　あのバグから〝ルリ〟を取り戻すことに没頭した。

　俺が瑠璃と仲直りするには、他に方法がなかったから。そしてそれが〝ほぼ不可能なこと〟だと理解していたから。

　元の関係に戻りたいけれど、戻ってはいけない。

　お互い一人で歩いて行くのが正しいことだ。

　だからその気持ちを空転させるために、無駄な努力を続けてきた。でも──。




「無駄じゃなくなっちまったんだよなぁ……」




　宿屋の天井を眺めながら、俺は呟つぶやく。

　この異世界に転移して、〝ルリ〟と再会することができた。

　一年の研けん鑽さんで蓄えた力──切り札のウルスラグナでルリたちを救えた。俺の努力は報われたのだ。

　そんな奇跡が起こったのだから、もういいのかもしれないとも思う。

　ルリと仲直りして〝元通り〟になってしまいたいという気持ちは、抑えきれなくなっている。

　でも、その想おもいを口には出せない。行動には起こせない。

　この冒険が終わった後、俺たちはまたあの現実に──離れ離れの世界に戻っていくはずなのだから。
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《world: 真炎界アヴイス　area: ウコスの村→サケスの村》




　そして十日後、ようやく全ての準備が整い、俺はルリたちに体調が治ったと申し出た。

　我ながらよく粘ったと思う。

　おかげで毒の浄化と泉の水質改善に加え、スライムの性質や対処法も把握することができた。

「まったく……一生この村で生きていくことになるのかと思いましたわ」

　エスティには皮肉を言われたが、ルリはただ嬉うれしそうに笑いかけてくれる。

「元気になってよかったね！　これで今日から喧けん嘩か再開。じゃ、行こっか。大っ嫌いなお兄ちゃん」

　そうしてルリは出立を宣言し、俺たちは先の村へと進む。

　次に訪れるのは例の泉の下流にある村だ。

　そこでは本来、大きな悲劇が待ち受けている。

　けれどアフラが真炎の書の内容を思い出してくれたおかげで先手を打てた。

　──見てろよ、アールマティ。お前の書いたクソ面白くない神話が、愉快で楽しいものに成り果てるところをな。







　そして数時間後。

　俺の眼前には、想像以上の光景が広がっていた。

「やっ……パンツが──お、お兄ちゃん、見てないで手伝ってよぉ！」

　半裸状態のルリが、必死で胸を隠しながら俺に助けを求めてくる。

　蒼あお色の瞳は涙で潤み、銀色の髪や体の各所には、緑がかったゼリー状の生物──いわゆるスライムが張り付いていた。

「いや、ルリが自分から群れの中に突っ込んでいくからだろ……」

　俺は痴態を晒さらしている妹から目を逸そらして、呆あきれ混じりに言い返す。

「と、トオヤ様、助けてくださいですーっ!!」

　そう言いながら目の前を駆け抜けていくのはクルル。

　彼女も服のあちこちを溶かされ、走る度に揺れる大きな胸が露あらわになってしまいそう。

　さらに俺の真横では、既にすっぽんぽんにされたエスティが体を丸めて蹲つくばっている。

「ちょ、ちょっと、こっちを見ないでくださる!?　も、もし私の裸を見たら……せ、責任を取ってもらいますわよ!?」

　彼女に釘くぎを刺され、俺は視線を前に──半裸の妹の方へと戻す。

　あー、うん、ダメだ。どこを見ても肌色だ。

　女子と付き合ったこともない男子高校生には刺激が強すぎて、とっくに脳の処理能力を超えている。

　そのおかげで表面上は平静を繕えているが、さすがに限界が近い。

　リアルに鼻血が出てしまいそうだ。そろそろこの状況をどうにかしなくては。

「ルリ、ちょっと待ってろ」

　俺は妹の名前を呼び、腰の剣を抜く。

　現在俺たちは、人口百人に満たない小さな村を襲ったスライムの群れを討とう伐ばつ中。

　村人たちはとっくに服を全部溶かされ、辺りは阿あ鼻び叫きよう喚かんの有様だ。

　無事なのは錬成した金属の鎧よろいのみで身を固めた俺だけ。

　餌えさになる布を身に着けていない俺に、スライムたちは寄って来ない。

　……クルルには悪いことをしちまったな。

　協力者のクルルには金属鎧を用意しようかとも思ったのだが、普段とあまりに違う装備をさせるのは不自然すぎる。

　なので今回は甘んじて被害を受けてもらうことになったのだ。

「我が敵を薙なげ──火レ閃イ」

　俺が剣に炎を纏まとわせて近づくと、スライムたちは一斉に俺から距離を取る。

　妹のルリに纏わり付いていたものや、クルルを追いかけていたものも、波が引くように離れていった。

　スライムの性質は把握している。

　あとはもう放ほうっておけばどこかに逃げていくはずだ。

「うえーん！　お兄ちゃーん！」

　スライムから解放された妹が、半裸のまま抱きついてくる。

　温かくて柔らかく、少しベトベト。

「助けてくれてありがとっ！　でもでも──あたし、お兄ちゃんのことなんて大っ嫌いなんだから！」

「はいはい、分かってるよ」

「返事が適当!!」

　頬ほおを膨らませる妹を見て、俺は溜ため息いきを吐ついた。

「はわわわわっ!?　ベトベトヌルヌルでスベるのですーっ!?」

　そこにクルルの声が聞こえてくる。

　見ると彼女は一人でまだ走り続けていた。

　もう逃げる必要はないのだが、スライムのヌメリのせいで止められなくなっているらしい。

「クルル、大丈夫──」

　俺は声を掛けようとしたが、そこでクルルの進路がこちらに向いたことに気付く。

「ひゃああああっ!?　トオヤ様、どいてくださいですー！」

「な──」

　けれどルリに抱きつかれていた俺はとっさに動けない。

　そしてそのまま裸のクルルは俺に激突。

　──むにゅん。

　凄すさまじい衝撃だったが、意識に刻まれたのは顔面に押しつけられた大きな胸の感触だった。

「ごめんなさいなのですー！」

　クルルの声が耳元で響く中、俺は彼女を支え切れずに倒れる。

　そこにいたのは、裸でうずくまっていたエスティだ。

「ちょ、ちょっと、あなたたち──」

　視界の隅でエスティが驚きよう愕がくの表情を浮かべた。

　だがその言葉は途中で途切れ、俺たち四人はもつれあうようにして地面へ倒れる。

「きゃあーっ!?　ど、どこに腕を突っ込んでいますのーっ!?」

　エスティの悲鳴が聞こえたが、俺にはもうどうなっているのかが分からない。

　とにかくベトベトで柔らかくて温かい。

　あまりにも滅め茶ちや苦く茶ちやな状況に、俺は笑ってしまう。

　最後までこんな風に楽しく冒険できれば、何も言うことはない。

　魔竜との戦いがどんなものになるかは分からないが、そこでルリを救い、神話が破は綻たんすればアフラは力を取り戻す。

　そうすれば俺とルリは現実に戻れるはずだ。

　──そんなハッピーエンドもいいと思うんだがな。なあ、今の女神サマ。

　皆と絡まり合って倒れた俺は、その状態のまま空を仰ぎ、心の中で呟つぶやく。

　この改変された神話を少しでも〝楽しい〟と思ってくれるのなら、後は俺に任せてほしい。

　望みは薄いと分かりながらも、俺は強くそう願った。
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《world: 真炎界アヴイス　area: サケスの村》




「あーもうっ最低！　最低ですわ！」

　宿屋の食堂にエスティの不機嫌な声が響く。

　スライムの脅威が去った後の村では、やけくそ気味の裸祭が行われていた。

　単に裸のままどんちゃん騒ぎをしようという催しだが、育ちの良さそうなエスティにとっては刺激が強かったのだろう。

「でもでも、皆さん楽しそうなのです！」

　外から聞こえてくる賑にぎやかな声に獣耳を傾け、クルルは笑顔で言う。

　そんな彼女の頭をルリは横からわしゃわしゃと撫なでて、苦笑混じりに頷うなずいた。

「うん、ホント楽しそう！　この世界の人たちって、たくましいよね。まあ……さすがに参加したいとは思わないけど」

　ルリたちは俺が錬成した簡素な衣服を身に着けている。

　次の村では装備の新調のため、長く滞在する必要があるだろう。

　そんなことを考えながら宿屋の主人が作ってくれた肉料理を食べていると──ルリが俺に視線を向けてくる。

「それにしても……お兄ちゃんが来てからこんなことばっかりな気がするんだけど。ホントに何もしてない？」

　ギクリとしたが、そこは平静を装って頷うなずく。

「当たり前だろ」

　さらに追及されるかと身構えたが、ルリはあっさりと矛を収めた。

「そう──まあ、どっちでもいっか。あとは魔竜を倒すだけだし……そしたらあたしは、ここでずっとケモミミとエルミミに囲まれながら生きていけるんだもん」

「え……？」

　食事の手が止まる。

　ちょっと待て、ルリは今──何て言った？

「……どうかした？　大っ嫌いなお兄ちゃん？」

　どこか寂しげな顔でルリは問いかけてきた。

「ルリ──お前、まさか元の世界に戻るつもりがないのか？」

　慎重に、聞き間違えであることを祈りながら、俺はルリに尋たずねる。

　するとルリは、クルルの頭から手を離して席を立つ。

「ねえ、お兄ちゃん──ちょっと二人だけで話そ？」

　真剣な様子のルリに俺は首を縦に振った。

「ああ」

「じゃあこっち。いいところがあるの」

　そう言ってルリが誘ったのは、宿屋の屋上だった。

　外はもう真っ暗だが、村の中央にある聖火台のまわりだけは明るい。屋上の柵さくから見下ろすと、炎を囲んで踊る村人の姿がある。

　ルリはその様子は見ようとせず、屋上の中ほどで足を止めて話し始めた。

「お兄ちゃんにはさ、まだ話してなかったよね。あたしが──旅をしている理由」

「え……それは勇者として召喚されたから、じゃないのか？」

　戸惑いながら問い返すと、ルリは呆あきれたような表情を浮かべる。

「あたしはお兄ちゃんと遊ぶのが好きだっただけで、根っからのゲーマーじゃないんだよ？　そんな理由でやる気になるわけないじゃない」

　言われてみれば確かにそうだ。ルリは真炎の書に〝動かされている〟と思っていたせいで、彼女自身の意志について深く考えてはいなかった。

「じゃあ──どうしてやる気になったんだ？」

　俺は少し間を置いてから、慎重に問いかける。

「あのね、簡単に言うとあたしは女神様と取引をしたの」

「……取引？」

　何となく不吉な予感がする単語に俺は眉まゆを寄せた。

「うん。順番に話すと……えーっと、お兄ちゃんはあたしがお母さんと喧けん嘩かして家を飛び出したのは知ってるんだよね？」

「まあ、父さんから聞いて一応な」

「その理由って、聞いてる？」

「いや、そこまでは……」

　俺が首を横に振ると、ルリは小さく溜ため息いきを吐つく。

「そっか、やっぱり。お父さんからは話しにくい内容だもんね。実は……お母さんに新しい彼氏ができたの。でもあたし、その人のこと気に入らなくて──」

　気まずそうに頬ほおを掻かくルリ。

「で、喧嘩になったのか」

「そう。それであたし家を飛び出して……街をぶらぶらしてた時にふっと気付いたんだ。きっとあたしはここにいない方がいいんだって。その方がお母さんも幸せになれるんだって」

　寂しそうに呟つぶやくルリを見て、胸の奥が苦しくなる。

　そんな時にルリを支えてやれなかった自分のことが情けなかった。

「そしたらさ──突然、足元がぱーっと光ったの。地面を見たら、魔法陣みたいなのが広がってた。もうホントびっくりだったよ。しかもどこかから声が聞こえてきて、夢でも見てるのかなって思っちゃった」

　ルリは大げさなジェスチャーをして笑う。

「声？　もしかしてそれが……」

　女神アールマティの声だったのだろうか。

　ルリは俺の言いたいことを察したらしく、首を縦に振った。

「うん、女神様。女神様は向こうの世界を救ってほしいって私に言ったの。もしお願いを聞いてくれるなら、私の願いもできる限り叶かなえてくれるって」

「ルリの願い……」

　それは何なのかと俺は視線で問いかけた。

「まあそれを素直に信じたわけじゃなかったんだけど……もし本当に別の世界があって、そこの女神様が願いを叶えてくれるなら──一つだけ思い浮かんだことがあったの」

　そう言うとルリは無数の星が瞬く夜空を見上げ、両手を広げる。

「あたし、そっちで暮らしたいって答えたんだ。世界を救ってハイ終わりじゃなくて、そこで生きていきたい。現実こつちにはもう戻りたくないって言ったの」

「な──」

　ルリが望んだことを知り、俺は絶句した。

「女神様はね、ちょっと困ってた。ホントはあたしのタマシイ？　そういう感じの中身だけを召喚して、役目が終わったら元の体に戻してくれるつもりだったみたい。確か、器はもうあるんだって言ってたかな」

　器というのはカオティック・フレイム内から消失した〝ルリ〟のことだろう。

　その話で俺も自分の状況を何となく察する。

　ゲーム内から直接召喚された俺は、恐らく〝トオヤ〟というキャラクターの器に魂が入れられた状態なのだろう。

　けれど、ルリはそれを断った。

「それで……どうなったんだ？」

　先を聞くのは怖かったが、掠かすれた声で俺は問う。

「女神様は無理して、あたしを丸ごと器の中に召喚してくれたの。そしたら今の姿になってたんだ。こっちにあった器ってさ、ゲームで使ってたあの〝ルリ〟だったみたいなの。びっくりだよね」

　自分の胸に手を当てるルリ。現実とは違う白銀色の髪が夜風に靡なびく。

「だからね、お兄ちゃん。リアルのあたし──風かざ代しろ瑠る璃りは、もうどこにもいないの。あたしはこの世界の人間としてここにいる。これからこの場所で生きていくために、ケモミミとエルミミと自分自身のために、魔竜アジ・ダハーカを倒さなくちゃいけないの」

　凛りんとした表情と声で──まるで本当の勇者のようにルリは告げた。

「無事に世界を救えても、本当に帰らないつもりなのか？」

　俺はぐっと拳こぶしを握りしめ、ルリに問いかける。

「帰らないっていうか、もう帰れないの。世界の存在力の差とかで、肉体をこっちから向こうには戻せないみたい。それにもしかしたら……帰れないどころか……あの、だからね……」

　ここからが本題というように、ルリは言葉を濁らせつつも瞳に強い光を灯ともした。

　必死さを感じる彼女の眼まな差ざしに俺は気け圧おされる。

「お兄ちゃんがどういう方法でここに来て、今何をしようとしてるのかは知らないけど──もしできるなら、私のお願いを聞いてほしいの」

「お願い？」

　俺が聞き返すと、ルリの目に涙が浮かぶ。

「もう、どこにも行かないで。これから最後まで、あたしの傍そばにいてほしいの。そしたらあたし……クルルのケモミミも、エスティのエルミミも、ちょっとだけなら触らせてあげる。大嫌いって……もう言わない」

「ルリ……」

　すぐに答えを返すことはできなかった。












　ルリは俺にもこの世界に残ってほしいと言っているのだ。

　現実を捨てて、ここを新たなカオティック・フレイム二人で生きていける世界にするつもりなのだと思う。

　でもそれは……〝正しい〟ことなのか？

　脳裏に父さんの顔が過よぎり、俺は拳こぶしを握りしめる。

　そんな俺を見て、ルリは強がるように笑った。

「今すぐに返事はしなくていいよ。魔竜を倒してからでも全然大丈夫！　じゃああたし、先に戻ってるね！」

　そう言ってルリは足早に去っていく。

　その背中は勇者というにはとても小さく──俺はいつかの、窓から落ちそうになっている幼い瑠る璃りを思い出していた。
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《world: 真炎界アヴイス　area: サケスの村はずれ》




　ルリと別れた後、俺は自分の部屋に戻らず──一人宿の外に出た。

　聖火台の方は明るく、どんちゃん騒ぎが聞こえてくる。

　俺はそちらに背を向け、人ひと気けのない村はずれに足を向けた。

　そして周囲に誰もいないことを確かめると、村に接した森の暗がりに呼びかける。

「──アフラ、いるか？」

「もちろんだぴょん」

　返事はすぐに返ってきた。森の方ではなく、真後ろから。

「うおっ、驚かすなよ」

「お前が勝手に驚いただけぴょん。それで、何の用だぴょん？」

　問いかけられた俺は、先ほどルリから聞いた召喚の経緯を話す。

「ふむ……まさか肉体ごとの召喚だったとはぴょん。であればあの者の言う通りぴょん。仮に我が女神の力を取り戻しても、元の世界に送還することはできないぴょん」

「そうか……」

　俺が硬い声で相あい槌づちを打つと、アフラは慌てた様子で言葉を付け足した。

「けれどお前は別だぴょん。情報体と魂だけなら、十分に送還は可能だぴょん。あの境界──かおてぃっく・ふれいむという世界に関して言えば、存在力の差はほとんどないのだぴょん」

　──存在力、か。

　クルルからも聞いた言葉。ここではモンスターを倒すことで強化されるもの、

　それはすなわちアフラの目で視み通とおした時に〝レベル〟として現れる数値のことだ。

　よく分からないが世界間にもレベル差というものがあるらしい。

「俺だけ戻っても意味はないさ。それに手詰まりだと落ち込んでるわけでもない。できないことに理由があるのなら、ひっくり返す方法も存在するはず。問題はルリ自身に戻るつもりがないってことだ」

　そこで言葉を切った俺は、至極真面目まじめに問いかける。

「なあ、アフラ。この世界って兄妹で結婚できるのか？」

「……いきなり何なんだぴょん？」

　がくりとずっこける元女神。

「いや、わりと重要なことなんだ。教えてくれ」

　俺が重ねて問うと、アフラは呆あきれ顔で口を開く。

「お前が言っているのは〝濃血の儀フワエド・ダフ〟のことぴょんね。普通の集落では一般的ではないぴょんが、高位神官の家系ではよく行われているぴょん。高い神性と存在力を維持するための〝儀式〟なんだぴょん」

「そうか……特別な儀式だとしても、禁止されてるわけじゃないのか。じゃあやっぱりルリは本気なんだな」

　本気で──俺が〝おしまい〟にしたゲームの続きをしようとしている。

　一度は諦めた俺がその未来を望むのであれば、確かにルリは俺を許してくれるだろう。

　ルリは自分の立場と望みをはっきりと示した。ならば今度は俺が決める番だ。

　けれどそれはルリの求めに応こたえるかどうかの二択ではない。

　何な故ぜなら俺は、本当の意味でルリを幸せにしたいのだから。

　──どうしようもないシスコンだな、俺は。

　俺は頭を掻かき、深々と嘆息した。

「我が同盟者……それが本当に今、悩むことなのかぴょん？」

　不安げなアフラに、俺は苦笑を返す。

「ああ、俺とルリにとっちゃ何より重要なことだ。けど──確かに、考えなきゃいけないことは他にもある」

　そう言いながら俺は懐から虹にじ色に輝く小石を取り出した。

「む、それは原初の輝石か？」

　驚いた様子で俺の手元を覗のぞき込むアフラ。

「ああ──〝向こう〟じゃオリハルコンって呼ばれてた超希少素材だ。クルルが川で拾ってきてくれた。相当びっくりしてたから、こっちでも珍しいものなんだろう？」

「もちろんだぴょん。それは真炎界アヴイスの基盤──界かい核かくの一部。欠片かけらであろうと表層部で見つかることは滅めつ多たにないぴょん」

　それを聞いた俺は、手の平に載せたオリハルコンを見つめ、苦笑する。

「なら、この世界で最高の素材って思っていいわけか。だとすると……これを触媒に錬成したものが、俺が用意できる最強武器ってことになる」

　俺はスライム戦の前に錬成した金属鎧よろいの手てつ甲こうを外し、オリハルコンの欠片と共に地面へ置く。

　──ゲーム内でのレシピはこれで満たした。

　それらに手を翳かざし、俺は錬成魔法の詠唱を行った。

「我が躯からだに刻まれし姿を象かたどり、焔ほのおの中より現れよ──創生の残炎クリエイトフレイム」

　赤い炎が素材を包み込むと眩まばゆい光が弾け、そこには一振りの剣が現れる。

「輝剣レイクシル。向こうの世界だと限定品を除く最上位武器の一つだ。けど……」

　口の中でアフラ・マナフと唱え、そのステータスを可視化。

　レベル90。攻撃力ランクはＳ。

　世界にレベルが存在するように、武器にも存在力の多寡はある。

「──これじゃルリの持ってる〝真炎の剣〟に遠く及ばないんだ」

　ハルワタートの試練をクリアするまで、真炎の剣のレベルは60だった。

　けれど全天使の力を得た後、その存在力は〝６００〟にまで跳ね上がっている。つまりそれが魔竜を滅ぼすために必要なラインなのだろう。

「それにここじゃゲーム内のチートは使えない。強化魔法バフを重複させて、瞬間的な攻撃力で〝真炎の剣〟を上回ることも不可能だ」

「むぅ……なら、お前が勇者ルリの代わりに魔竜を倒してしまう──というのは無理ぴょんね。神話の結末を変えるには、それが一番手っ取り早いぴょんが……」

　残念そうにアフラは肩を落とす。

「そうだな……ちなみに、真炎の剣を使うことに何かデメリットはあるのか？　たとえば大きな代償が必要で、それが〝悲劇的な結末〟に繋つながってるとか？」

「真炎の剣を用いるのに対価は必要ないはずぴょん。我が神話をもっと詳しく思い出せればいいぴょんが……予想だと、たぶん魔竜の〝毒〟が問題だと思うんだぴょん」

「また毒か……」

　今回の事件で大量の毒消しを作り続けた俺は、うんざりとした思いで溜ため息いきを吐つく。

　雫しずくだけであの有様なのだから、本体である魔竜の毒の強さと量は計り知れない。

　それを何とかするためにルリが負担を強いられるとすれば、一応は筋が通る。

「──一番簡単な対処法は、魔竜の体内でも溶かされることのなかったルリの器に、毒の全てを封じてしまうことだぴょん。でもそんなことをしたらいくら耐性があってもタダでは済まないぴょん。ルリは毒のせいでずっと眠り続けることになるかもしれないぴょん」

　首を捻ひねりながらアフラは予想される〝悲劇的な結末〟の内容を口にした。確かに十分在あり得る可能性だ。

「毒と眠り……お伽とぎ噺ばなしにはよくある組み合わせだな。もしアフラの予想通りなら、ルリは世界を救ってもここで生きていけない。くそっ……アールマティはルリを騙だましたのか！」

　俺は苦々しく言葉を吐き捨てた。けれどその時、俺の声にアフラ以外の誰が応じる。




「いいえ、わたくしは約束を違たがえません」




　突然、目の前に太陽が出現したみたいだった。

　夜の闇やみは一瞬で吹き散らされ、木々の輪郭はあまりの眩まばゆさに掻かき消える。

「っ──」

　反射的に目を閉じたが、それでも眼球の奥に痛みを感じるほどの輝きだ。

　その光の奥から、透き通った女性の声が響いてくる。




「真炎の剣より放たれる光は魔竜の体を砕き、溢あふれ出る毒を勇者ルリの体に封じます。けれど毒は長い時をかけて浄化され、やがて彼女は目覚めるでしょう」




　姿は見えずとも伝わってくる圧倒的な存在感と、重々しく響く声に背筋が凍った。

　──まさかこいつは……！

　そして俺の想像を肯定するように、傍そばにいたアフラが苦々しい声を漏らす。

「アールマティ……！　炎天の座で神話魔法の維持に努めていると思っていたぴょんが……地上まで降りてくる余裕があったとはぴょん……」

　やはりこいつがアフラから権能を奪った新たな女神。元大天使のアールマティか。

　この場面で俺にとってラスボスが現れるとは思っていなかった。

　先ほど剣を鑑定するために〝アフラの目〟を発動していたので、女神のステータスも俺の目には映っている。

　真名、アールマティ。クラス、女神。レベル５５５。

　──真炎の剣がこいつのレベルより上ってことは、神話魔法は本当に全力を懸けた魔竜への〝攻撃〟なんだろうな。

　女神をこの目で確認できたことで状況はより把握できたが、今の状況は最悪だ。

　俺のレベルは１０１で、アフラは１。手持ちの武器はレベル90で、その力を増幅させる手立てもない。

　あまりに戦力差がありすぎる。

　ここは逃げるしかないかと後方に視線を向けた途端、俺たちの周りを円形に炎の壁が取り囲んだ。

「あなた方にはもう、わたくしの神話を汚させはしません。ここまでは見逃してあげましたが、こと結末まで改変するつもりであればそうもいきませんわ」

　冷然としたアールマティの声が響く。

　こうなればもう、覚悟を決めるしかない。

「アールマティ！　お前はさっき……ルリはいつか目覚めると言ったが、長い時間が経たてば今の仲間は……クルルやエスティはいなくなる。そんな結末、きっとルリだって望んでいない！」

　俺がそう叫ぶと、眩まばゆい光の中で女神の輪郭がわずかに身じろぎをした。

「今の彼女はそうかもしれませんわね。けれど、この世界に招く前の彼女はただ新たな場所で生きることだけを願っていました。わたくしはその願いを裏切ってはいません」

　そして女神は肩を竦すくめる。

「──そもそも、わたくしは彼女の魂だけを招くつもりでしたのよ？　それならば器は毒の浄化に使い、魂は元の肉体に戻してあげることもできましたのに……馬鹿な子ですわ」

「っ!!」

　頭の中が怒りで真っ白になり、気付くと俺は走り出していた。

　手にしていた剣を構え、女神に突撃。

　けれど女神から放たれている光が、圧力を伴って俺を吹き飛ばした。

「ぐうっ……」

　倒れた俺は、光の中でゆらりと動く白い腕を見る。その手首には淡い光を放つ腕輪がはまっていた。

「お前……それはルリの腕輪じゃないのか？」

　女神が身に着けている腕輪は俺の腕にあるのと同じもの──カオティック・フレイム内でキャラクターデータの管理を行うためのコントロールリングだ。

　すると光の中に在ある女神の目がこちらを向いたのが感じられた。

　伝わってくるプレッシャーが段違いになり、体が竦む。

「ええ、その通りですわ。古き女神に選ばれた哀れな勇者様」

　皮肉の籠こもった声で答えたアールマティは、ゆったりとした口調で言葉を続ける。

「魔竜の首より現れた娘の器──それを長い時をかけて研究し、わたくしは異界の〝法〟を理解いたしました。その〝法〟を組み込んだ神話魔法は、真炎世界の理ことわりたるアフラ様さえも従属させ、わたくしを新たな女神としたのですわ」

　悪びれた様子のないアールマティにアフラが怒る。

「ふざけるなぴょん！　たとえ権能を剥はく奪だつされようとも未いまだ我は女神だぴょん！　その神話魔法さえ破は綻たんすれば、全ては元通りとなるぴょん！　お前の今の立場なぞ、所しよ詮せんは仮かり初そめだぴょん！」

　それを聞いたアールマティは冷たい声で応じた。

「神話が破綻すれば、魔竜を倒すことができず──この世界は毒に侵され滅びますわ。それを分かっているのかしら？」

　けれどアフラは気け圧おされずに反論する。

「誰も魔竜を倒さないとは言っていないぴょん！」

「先ほど聞いた限り、そこの勇者様にルリの代わりをする術すべはないようでしたが？」

「ふん、お前はこれまでのこやつの活躍を知らないのかぴょん？　今は足踏みをしていても、必ずやお前のつまらぬ神話を愉快なものに変え、より素晴らしい結末に導いてくれるはずぴょん」

　胸を張って言い返すアフラ。

　ここまで信頼されていたとは意外だったので、俺はまじまじと彼女の方を見る。すると彼女はにやりと笑って、俺の背中をポンと叩たたく。

「温泉も魔物狩りも、今回のスライム討とう伐ばつも、まこと愉快な顛てん末まつだったぴょん。我はずっと腹を抱えて笑っていたのだぴょん。アールマティの辛気臭い神話より、百倍は面白いぴょん」

「お、おう……」

　妙に照れ臭くて頬ほおを掻かくと、光の中から怒りの籠こもった声が響いてきた。

「あんな下品な馬鹿騒ぎが、わたくしの書いた物語より優れているなどありえませんわ！　神話には英雄の苦悩と悲劇が必要なのです！　それを乗り越えてこそ英雄は強くなり、民もその冒険を讃たたえ、後世へと伝えていくのですわ！」

「お前は相変わらずだぴょん。いつもいつも己の妄想に酔った独りよがり。そんなもの、他人からしてみれば何も面白くないぴょん」

　肩を竦すくめてアフラは答える。

「アフラ様には高尚なものを解するセンスがないだけです！　見ているといいですわ、絶対にわたくしの創る神話の方が──」

　さらに言い返すアールマティだったが、その声をアフラは遮った。

「アールマティ、勘違いするなぴょん」

　びくりと、傍そばにいた俺も体を硬くしてしまうような重々しく、威厳に満ちた声。

「神話とは、神が創るものではないぴょん。人が紡ぐものだぴょん。神話魔法とはこの世界に生きるものたちに苦難と戦う力を授けるものに過ぎないぴょん」

　アフラの言葉が響いた後、しばし辺りに静寂が満ちる。

　今も光に包まれて姿が分からないアールマティは、長い沈黙を挟んで告げた。

「──〝そうだとしても〟今回の危機を退けるには、わたくしのやり方が最善ですわ。あなたと、そこの勇者では……真炎界アヴイスは守れません」

　今度は感情に任せた言葉ではなく、女神としての重みを感じる声だ。

「やってみなければ分からないぴょん」

　アフラは強い口調で反論する。

「そうかもしれませんわね。ですが──もうあなた方に〝やってみる〟機会を与えるつもりはありませんわ」

　冷たい声音でアールマティが言うと、わずかに垣かい間ま見みえていた彼女の腕が動く。

「何かする気ぴょん！　逃げるぴょん！」

　切羽詰まった声でアフラは叫んだ。

「逃げるってどこへ……！」

　けれど周囲は炎の壁で、逃げ場などない。

　そんな俺たちにアールマティは優しく告げた。

「あなた方が次に見るのは、新たな神話が完結した世界。そこでわたくしが正しかったことを知りなさい」

　すると炎が俺たちの頭上まで覆い、球形のドームを形成する。

　全方位からの熱気に肌がチリチリと痛んだが、次の瞬間──ふっと炎は掻かき消えた。

「え……」

　俺は呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

　気付くとアールマティもおらず、辺りは元通りの夜の暗くら闇やみに閉ざされた。

　けれどすぐ異変に気付く。

　空に在あった月がみるみるうちに天球を渡り、沈んでいった。

　まだ日没して数時間しか経たっていないはずなのに、東の空が明るくなる。

　空を凄すさまじい速さで雲が流れ、昇った太陽があっという間に再び沈み──夕方が訪れた。

　再び暗くなる世界を見て、俺は困惑する。

「何が……起こってるんだ」

　するとアフラが硬い声で答えた。

「この場所と周囲の時間をズラされたぴょん。我らは今──未来へと飛ばされているんだぴょん」





　　　　　　２






《world: 真炎界アヴイス　area: サケスの村》




　お兄ちゃんがいなくなって、二週間が過ぎた。

　部屋の荷物はそのままだったから、最初はすぐに戻ってくると思っていた。

　お兄ちゃんが勝手なことをするのはいつものこと。

　これまでどれだけ振り回されたか分からない。

　でも最後にはいつも笑っていられたから、そんなに心配はしなかった。

　だけど丸一日経ってもお兄ちゃんは帰って来なくて……クルルと一緒に村の周りを探して回った。

　クルルに匂いを辿たどってもらえばすぐ見つかると思っていたのに、お兄ちゃんの痕跡は村はずれで途切れていて……そこで手詰まり。

　探す手段がなければ、あとは待つことしかできない。

　エスティはもう出発しようと言ったけれど、あたしは動けなかった。

　お兄ちゃんを置いて旅立つなんて、できるはずがなかった。

　けど──一週間目の朝、遊園地で一人待ちぼうけをした時の情景が脳裏を過よぎる。

　雪が降る中、私は朝から遊園地のゲート前でお兄ちゃんを待っていた。

　約束の三十分も前に来て、やってくる人の波に目を凝らしていた。

　でも約束の時間を過ぎても、お兄ちゃんは来なかった。

　太陽が傾き始めて、遊園地に入る人よりも出てくる人の方が多くなって、空が真っ暗になって、ゲートの柵さくがガチャンと閉じられても……お兄ちゃんは来てくれなかった。

　あの日と同じ。

　きっとこれがお兄ちゃんの出した〝答え〟なんだ。

　置いていかれたのは、あたしの方。

　あたしはお兄ちゃんに〝ずっと一緒にいてほしい〟って気持ちをぶつけた。

　だからお兄ちゃんはいなくなった。

　なら──お兄ちゃんはもう戻ってこない。




『本当に、本当に悪かった。だけど──もうどうしようもない。諦あきらめよう。このゲームは……〝おしまい〟だ』




　一年前、お兄ちゃんに言われた言葉を思い出す。

　胸を抉えぐるような痛みがはっきりと蘇よみがえる。

　お兄ちゃんはきっと、また〝おしまい〟にしたのだろう。

　そう思いこんで、気持ちを切り替えようとする。けれどすぐには動けなかった。

　でも二週間目の夜、夢の中で女神様の声を聞く。

『勇者ルリ──魔竜の元へ向かうのです』

『女神様、あたしは……』

　姿は見えなかったけど、女神様は近くにいた。

　あたしは溜ため込んでいたことを全部吐き出して、女神様といっぱいお喋しやべりをした。

　そして全てを知った。

『そう……だったんだ』

　魔竜を倒しても、あたしはエスティやクルルと一緒の時代を生きることはできないと、女神様は告げたのだ。

　最初の〝約束〟に反してはいないけれど、今の希望を打ち砕く宣告。

　でも本当は、何となく気付いていた。

『ああ、やっぱりって……そんな気持ちかも。ハルワタート様の神殿で、宝玉に光が灯ともった時に……あたし、感じたの。すっごく〝重い〟って。だからこれを持つわたしにも、きっと何か重い役目があるんだろうなって……』

　できれば今からでも嘘うそだと言ってほしい。

　ここで泣き叫んで、文句を言って、逃げ出すことができたら、どれだけ楽だろう。

　だけど……〝たとえそうだとしても〟と考えながら、ここまで皆と旅を続けてきたのだ。

　今さら泣き言なんてみっともない。ただ──。

『どうして今、あたしにそのことを話したの？』

　あたしは湧わき上がってきた疑問をぶつける。別にこの場面で話す必要はなかったはずだ。

　そしたら女神様はこう答えた。

『人が自ら紡いでこその〝神話〟なのかもしれないと──そう、思ったのですわ』

　その声は少し揺れていて、迷いが滲にじんでいるように感じられた。

　それを聞いて、あたしは気付く。

　女神様はあたしのために、このことを教えてくれたのだと。

　だからもう責める気にはなれなかった。

　あとはあたしがこの現実を本当に受け止められるかどうかということだけ。

　怖かったけど、想像したくなかったけど、現実と向き合って、必死に考える。

　時間の感覚が曖あい昧まいな夢の中で、長く、長く──。

　女神様は静かにあたしの答えを待ってくれた。

　そして決める。

　あたしは魔竜を討つ──と。

『勇者ルリ、それでよいのですか？』

　女神様の問いに頷うなずく。

　だってあたしにしかできないから。あたしじゃないとやり遂げられないから。

　最初は自分のためだった。ただ逃げる場所が欲しかっただけだった。

　でも今は違う。

　共に旅をした大切な仲間がいる。

　たとえ一緒にいられなくても、皆が平和に過ごせるならそれでいい。

　もちろん一人で眠るのは嫌だけど。別れたくなんかないけれど……でも、他に選択肢はない。

　あたしが〝あたしとして〟選べる道はこれだけだ。

　目が覚めた時、迷いは消えていた。

　だからあたしは二週間目の今日、この村から出発する。

　何度も何度も宿の方を振り向いて、最後にこう呟つぶやいた。

「バイバイ──お兄ちゃん」





　　　　　　　３






《world: 真炎界アヴイス　area: サケスの村はずれ》




　瞬く間に空の色が移り変わる世界の中、俺はアフラの言葉を反はん芻すうする。

　時間をズラされた……未来へと飛ばされている……それはつまり、今〝目にしている通りの事象〟が起きているということ。

「本当にこの速さで時間が経たっているなら、もう一日が過ぎて──」

　脳裏にルリの顔が過よぎる。

　ずっと傍そばにいてほしいと言われた直後だったのに……そんなタイミングで俺が突然姿を消したら、ルリはどう思うだろうか。

「これは女神が地上を〝早送り〟で眺める時に使う魔法だぴょん。世界に負担がかかるせいで、年単位のインターバルが必要な術式ぴょんが……まさか今、このような使い方をしてくるとはぴょん……」

　アフラが生気のない顔で呟き、地面に膝ひざをつく。

「だったら早くこの場所から離れりゃいいだろ！」

　俺は項垂うなだれるアフラの腕を掴つかみ、その場を離れようとするが──がつんと額ひたいが何かにぶつかり、前進を阻まれてしまう。

「な、何だ？　見えない壁みたいなものが……」

　手で探ると、確かに壁がある。どうやら球形に俺たちを取り囲んでいるようだ。

「無駄だぴょん。魔法の発動中は、時流の差が断層となって外へ出ることはできないのだぴょん。アールマティの指定した時間への〝早送り〟が完了するまで、我らはここで待つしかないぴょん」

　既に諦あきらめてしまった様子のアフラに苛いら立だちと焦りを覚える。

　元女神が現状を〝詰み〟だと考えているなら、相当に絶望的だ。

　けれど俺は諦めるわけにはいかない。

　──考えろ、状況を正しく認識して、できることを見つけ出せ！

　自分に強く言い聞かせて、頭を回転させる。

　また太陽と月が空を一巡りした。およそ一分で一日が経過していることになる。

　魔竜との決戦が行われる〝降こう燐りんの日〟は約一カ月後だ。三十分以内にここを脱出できれば望みはある。

　タイムリミットを把握すると少し落ち着きが生まれた。

　早鐘を打っていた心臓の音を意識し、それを鎮めるように心掛ける。

「外にいるルリたちが俺たちを見つけたら、何とかならないか？　ルリの剣なら女神の魔法だって破壊できるかもしれない」

「……アールマティは恐らく周囲に目くらましの結界を張っているぴょん。無駄な期待はしない方がいいぴょん」

　力ない声で答えるアフラ。

　どうやらルリたちが俺たちの状況を把握する可能性は限りなく低いようだ。

　ならばもう自力で何とかする他ないが……。

「だあっ!!」

　試しに持っていた輝剣レイクシルで見えない壁に斬きりつけてみる。

　だがバチンと刃先を弾はじき返かえされて、俺はたたらを踏んだ。

　とてもじゃないが斬ることはできそうにない。攻撃魔法も使ってみたが、何の変化も起こらない。攻撃を防がれているというよりも、ただ〝遮断〟されているような感覚だ。

　──アフラはこう言ったよな。時流の差が断層になってるって。

　要するにこの見えない壁は物理的なものだと考えない方がいいってことだ。

　それこそ〝時間〟に干渉しなければ、手も足もでない。

　そう考えて、ふと思いつく。

　剣士のスキルにわずかだが〝時〟に関係するものがある。

「──アフラ、諦あきらめるのは早いかもしれないぞ」

「ぴょん？」

　失意に沈んでいたアフラはよろよろと顔をこちらに向けた。

「剣士系のスキルに、自身の知覚と動きを加速させる魔法がある。かなり燃費は悪いが、最大で四倍速まで上げることが可能だ。その状態なら時間の断層にも干渉できるんじゃないか？」

　そう問いかけるがアフラの表情は晴れない。

「確かに外の時流と相対速度を合わせれば、断層面をすり抜けることもできるかもしれないぴょん。しかし見るぴょん。これが四倍で追いつく速さかぴょん？」

　アフラに空を指し示されて、俺は空を渡っていく〝五日目の太陽〟を見上げた。

　一分で一日が過ぎるのであれば、外の時流はおよそ１４４０倍。四倍では追いつきようもない。けど──。

「何もしないよりはいい。俺は諦めが悪いんだ」

　そう告げてから呪じゆ文もんの詠唱に入る。

「我が身に炎神の加護を、落ちる星に届く風を──炎よ時を燃やせクロノ・バースト！」

　赤い炎が俺を包み込み、時間の〝負荷〟が減少する。

　空を見れば、先ほどよりも天体の動きが落ちていた。

　もちろんそれでも異常な速度ではあるが、今なら時間の断層も軽減されているはず。

「…………」

　慎重に、見えない壁のある場所へ手を伸ばす。

　すると何かに触れた感触が伝わってきた。

　さっきは弾かれたが、今はまるで──流れる水の表面に触れているような感じだ。

　そう……流れている。手の平が外界の時流に接触している。

　少し力を込めて、手を押し込む。

　すると途端に凄すさまじい摩擦を感じた。

「ぐっ……!?」

　手の皮がこそぎ落とされるような痛みに思わず腕を引いてしまうが、意を決して今度は両手で壁に触れる。

　高速回転するタイヤを掴つかむようなものだ。

　接触面はすぐに熱を持ち、激痛に悲鳴を上げる。

「ぐうっ!?　あああああああっ!?」

　けれど手は離さない。

　全体重をかけ、腕を壁に押し込んでいく。時流の隙すき間まに指を喰くい込ませようと試みる。

「────」

　アフラの間延びした声が耳に届いた。感覚が加速しているので、何を言っているのかは分からない。

　けれどたぶん、俺を心配してくれているのだろう。

　──無む茶ちやなのは分かってるさ。でもな……。

「ルリのためなら、どんな無茶も押し通すしかないだろうがっ!!」

　腹の底から声を絞り出し、時の壁をこじ開けようとする。

　両手で触れている部分だけ、景色の移り変わりがわずかに遅延した。

　効果はある。時間の断層に干渉できている。

　ただ、決定的にこちらの出力が足りない。

「──っ……らああああああっ──くっ……があああああああああああっ!!」

　声と力を絞り出すが、時間は無常に過ぎていく。

　もう〝何日〟経たった？　まだ間に合うか──？

　俺は必死に時流の壁に両手を押しつけ、何とか道を切り拓ひらこうと足あ掻がいていた。

　手の平は血だらけだが、痛みはとうに感じない。

　胸の奥から湧わき上がる不安を押し込め、ただひたすらに揺らぐ時間の向こうを目指す。

　その時、背中に何かが触れた。

　後ろを見るとアフラが、俺の体に手を添えている。

「汝なんじが使う異界の魔法がここでも発動するのは、世界の背景──その〝理ことわり〟に共通する部分があるからだと思うぴょん」

　今度は間延びすることなくアフラの声が耳に届いた。

　俺に触れることで時流が同期したのかもしれない。

「我は先ほどの詠唱を聞いていたぴょん。お前は炎神の加護を求めていたぴょん。炎の神……我とお前の世界が共通の神話体系を有するのなら、それは我のことだぴょん」

　両手に感じていた断層との摩擦が、わずかに緩まる。

　──何だ？　まさか固有時間の加速度が上がってるのか？

　驚く俺にアフラはにやりと笑ってみせた。

「たとえ権能を奪われようとも、我は女神アフラぴょん。その加護が汝の魔法に必要なら、我がいくらでも与えてやるぴょん」

　そう言うとアフラは俺の横に回り込み、つま先立ちで背伸びをする。

「加護とはすなわち神の恩おん寵ちよう。人へと向けた愛ぴょん！　我はお前のような、自ら苦難を切り拓ひらこうとする勇者を好むぴょん。ゆえに我がお前を愛してやるぴょん!!」

　アフラの唇くちびるが俺の頬ほおに触れた。

「な──」

　彼女の熱い眼まな差ざしと柔らかな感触にドキリとした瞬間、壁の抵抗が一気に弱まった。

　これまではただ削られ、弾かれるだけだった時の断層に、指先が沈む。

　まだ外の時間の方が早いが、それでも今なら掴つかめる！

「っ……こ、ん、のぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ!!」

　力を振り絞り、五本の指を時流の壁に深く喰くい込ませた。

　そして力任せに、壁を左右に引き裂こうとする。

　ギシッと空間全体に異音が響き、早回しで過ぎ去っていた外の景色が歪ゆがんだ。

　俺の眼前で生まれる黒い亀き裂れつ。

　時間の断層にわずかな隙すき間まができたのだ。

「ぐぅぅぅぅっ──ひ、ら、けぇぇぇぇっ!!」

　最後の力でその隙間を強引に押し広げる。

「我が同盟者よ、今だぴょん!!」

「おうっ!!」

　ようやく開いた小さな穴へ、俺はアフラと共に飛びこんだ。

　一瞬視界が暗転し、全身が大きく揺さぶられる。濁だく流りゆうに呑のまれたかのような感覚、

　けれどそれもすぐに終わり、俺はどすんと地面の上に投げ出された。

「ぴゃんっ!?」

　すぐ横からアフラの悲鳴が届く。

　彼女は顔から倒れたらしく、痛そうに鼻を押さえていた。

「脱出……できたのか？」

　恐る恐る上空を見ると、夕焼け空を背景にゆっくりと雲が流れていく。

　先ほどのような早送りの景色ではない。

　そして俺たちの背後には、ゆらめくドーム状の結界らしきものがあった。

「ああ、見事だぴょん。もはやどうにもならぬと思っていたぴょんが、お前はその試練を打ち破ったぴょん。まあもちろん、最高の女神たる我の加護があってこそだがぴょん！」

　俺を褒めつつも、アフラは自慢げに胸を張る。

「そうだな……本当にアフラのおかげだ。ありがとな、女神様」

　感謝を込めて彼女のウサギ耳を撫なでると彼女は満足そうに目を細めたが、ハッと我に返って俺の手を振り払った。

「って耳を触るなぴょん！　もっと敬意を払うぴょん！」

　ぷんぷんと腹を立てるアフラに「悪い悪い」と謝りつつ、俺は腰に下げた輝剣レイクシルの柄つかに触れる。

　──時間をかなり無駄にした。手持ちの武器はこれ一つ……。

「とにかくまずは村へ戻って、今の日時を確かめなきゃな」

　俺がそう呟つぶやくと、アフラも真面目まじめな顔になって頷うなずく。

「我も共に行くぴょん。アールマティが直接出で張ばってきた以上、こそこそ隠れていても意味はないぴょん」

「もう小細工はできないってことか。分かった、行こう」

　アフラに頷き返した俺は、村へと歩き出す。

　まだルリの神話が完結していないことを願いながら──。
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《world: 真炎界アヴイス　area: ルティア平原→茨いばらの森》




「おおっ！　お前、馬を駆るのが意外と上う手まいぴょんね！　なかなかに気持ちがいいぴょん！」

　馬に乗る俺の腰に手を回し、ぎゅっとしがみついているアフラが歓声を上げる。

「まあ、ゲームの中でいくらでも乗れたからな」

　苦笑しながら俺は手綱を握りしめた。

　リアルでの乗馬経験は皆無だが、ゲーム内で馬を駆り、フィールドで乗り回すことはできた。

　カオティック・フレイム内では痛覚がないため、落馬を恐れず練習できるので上達は早い。このあたりはフルダイブ型ゲームの大きな利点だろう。

「この速さであれば、何とか間に合うかもしれないぴょん。急ぐぴょん！」

　最初は馬に乗るのを怖がっていたのだが、意外に楽しかったらしくアフラのテンションは上がっている。

「もちろん急ぐさ。何しろあと三日もないんだからな」

　湧わき上がる焦りを堪こらえつつ、俺は思い返す。

　アールマティの結界から脱出し、村に戻った俺たちは〝降こう燐りんの日〟がもう三日後に迫っていることを知った。

　村にはもうルリたちの姿はなく、宿の主人に皆は二週間ほど前に発たったと聞かされた。

　どうやら失しつ踪そうした俺の行方をギリギリまで探してくれていたようだ。

　ルリの気持ちを思うと、胸が苦しい。

　クルルは宿の主人に短い手紙を託していて、そこにはこう書かれていた。

『トオヤ様、クルルたちは魔竜の元に向かいます。エスティちゃんはトオヤ様が魔竜を怖がって逃げたんだと言っていますが、クルルはそんなことないって知ってます。ルリ様はトオヤ様のことを諦あきらめると言っていたですが、それは絶対に嘘うそなのです。ルリ様はトオヤ様がきっと戻ってきてくれると信じているのです。もちろん、クルルもです。だから待っています。クルルの勇者様へ』

　アフラの目を使うことで読み取れたその文字は、とてもたどたどしかった。

　たぶん文字を書くのは得意ではないのだろう。しかしだからこそ必死さと真しん摯しな気持ちが伝わってきた。

　──ああ、クルル。待っていてくれ。絶対に間に合わせてみせる。

　懐に仕し舞まったクルルの手紙を意識しながら、心の中で彼女に答えた。

　急げ、急げ、急げ！

　俺たちがいた村から魔竜のテリトリーを囲む〝茨いばらの森〟へは歩きで約一週間だという。

　ルリたちはとっくに森へ入り、魔竜の近くまで迫っているはずだ。

　できるなら昼夜を問わず、走り続けたい。

　だがゲーム内では単なる〝乗り物〟だった馬は、ここだと走れば疲労する生き物だ。

　恩人だからとタダで貸してもらった村一番の駿しゆん馬めだそうだが、無理をさせれば目的地に着く前に潰つぶれてしまう。

　ゆえに休息を挟みつつ、街道沿いの集落で自分たちと馬用の食糧を補給し、野宿を挟みつつ、森を目指した。

「てっきりアールマティの妨害があるかと思っていたぴょんが……ここまではすごく順調だぴょん」

　村を発って二日目の夕方。

　彼方かなたに黒々とした森の影が見えてきたところで、アフラは拍子抜けした様子で呟つぶやく。

「きっとあいつは今、俺たちを監視できる場所にはいないんだよ」

　前を向きながら俺が応じると、アフラは意外そうな声で聞き返してきた。

「ぴょん？　何か根拠がありそうな口ぶりぴょん」

「……まあな。万が一を考えれば、結界の傍そばで俺たちを見張っておくのが一番いい。けどあいつはそれをしなかった。いや──できなかったんだ」

　確信を込めて俺は言う。

　アールマティが直接出で張ばってきてくれたおかげで、分かったことは多い。

　あいつが語った言葉の内容……それに喋しやべり方や声。

　あの時は余裕がなくて気付かなかったが、改めて思い返すとアールマティーはいくつもの〝手がかり〟を残していた。

　俺の予想が正しければあいつはきっと──。

　再び対面した時に言うべきことを考えていると、アフラが俺の脇から斜め前方を指差した。

「同盟者！　あれを見るぴょん！」

　そちらに目を向けると、迫る森の一部に〝欠けた〟場所があることに気付く。

「何かありそうだな」

　俺は馬をそちらに向け、速度を上げる。

　そして太陽が西の地平線に沈む頃、ようやく森の前に辿たどり着いた。

　近くで見るとそれは森というよりも山に近い。

　急な斜面に茨いばらだらけの植物が絡み付いていた。

　そしてその一部が、斜面の向こうまで焼き払われ、険しい岩肌が露出している。

「たぶんルリたちは茨を焼き払って、ここから森に入ったんだな」

　馬から下りた俺は炭化した木々を拾い上げ、強引に作られた道を見上げた。

　傾斜がきついので、ここからは馬で進むことはできそうにない。

「〝降こう燐りんの日〟は、明日──太陽が最も高く昇る瞬間だぴょん。もう日が沈むが、休んでいる時間はないぴょん」

「分かってる。徹夜で進むさ。アフラの方こそ大丈夫か？」

「女神を人間と一緒にするなぴょん」

　全く疲れた様子のないアフラを見て、俺は苦笑し──茨の森に足を踏み入れた。

　俺の方は疲労が蓄積しているが、そんなものは無視して急斜面を登っていく。

　道の両脇に広がる茨の棘とげは鋭く、転んでその中に突っ込めば無事に済まないのは目に見えている。

　だからこそルリたちは焼き払うしかなかったのだろう。

　──もし俺が一緒だったなら、もっと面白くしてやれたのにな。

　スライムのように土壌改善から初めて、この茨を愉快な植物に仕立て上げることもできたはずだ。

　ルリの冒険を苦しいものにしてしまったことが不ふ甲が斐いない。

　湧わき上がる悔しさを進む力に変え、焼け焦げた岩肌の急斜面を登っていった。

　所々に露出した地面からは、燃え残った茨の根本が覗のぞいている。

　〝トオヤ〟としての体はリアルよりも数倍丈夫で体力もあるが、数時間登るとさすがに体の節々が悲鳴を上げ始めた。

　対してアフラの方は、大して消耗が見えない。

　レベル１とはいえ、女神は体の出来が違うのだろう。

「なあ……アフラはどうして、神話の破は綻たんに拘こだわってるんだ？」

　疲労が引き寄せる睡魔を振り払うため、アフラに話しかける。

「──何を今さらぴょん。そんなもの、女神の座と権能を取り戻すために決まっているぴょん」

　訝いぶかしげなアフラに、俺は視線を向けた。

「本当にそれだけか？　ハルワタートもアールマティも、神話魔法は世界を救うために必要だと言っていた。仮にも元女神のお前が、世界のことをそっちのけで自分の立場を取り戻そうとしてるのは、少し不自然に思えるんだよな」

「そっちのけになどしてないぴょん。お前が何とかしてくれると信じることにしただけぴょん」

　むっとした様子で言い返してくるアフラだったが、そんなことでは納得できない。

「だから〝俺を信じるしかなかった理由〟を聞いてるんだ」

　誤ご魔ま化かす彼女に苛いら立だちながら告げると、アフラは口を噤つぐむ。

　そんな彼女を見た俺は、語気を緩め──なるべく優しい口調で問いかけた。

「ここまで来たんだ。いい加減教えろよ。お前はいったい何を救いたいんだ？」

　斜面を登る足は止めず、彼女の返答を待つ。

　そして数分経たった後、ぽつりとアフラは言葉を零こぼした。

「…………神話魔法は、真炎界アヴイスにおける切り札ぴょん。因果に干渉し、運命を操り、世界の力を一つに束ねる最終兵器ぴょん。それを行使することに、何のリスクもないと思うぴょん？」

　それは俺の問いに対する直接の返答ではなかったが、俺は会話に応じる。

「何か大きな代償があるっていうのかよ？」

　きっとアフラはこれまで秘密にしていたことを話すつもりでいると、そう感じたから。

「神話が成立した時、その中核となった神は概念上の存在に昇華されるぴょん。まさに〝神話でのみ語られる者〟になってしまうのだぴょん」

「な……まさか、消えるってことか？」

　驚いて聞き返した俺に、アフラは曖あい昧まいな表情で首を振る。

「世界の一部になるだけで、消えるのとはまた違うぴょん。しかし我らから観測できぬ存在になることは確かぴょん。かつて真炎界には、我を含めて三柱の神がいたぴょん。しかし今、あやつら──ヴァルナとミスラがどこにいるかは、もう分からないんだぴょん」

　とても寂しそうな表情でアフラは嘆息した。

「もしかしてその二人は……」

「そうだぴょん。世に大きな災いが降りかかった時、神話魔法を行使し──我の前からいなくなったぴょん。今回の神話が完成すれば、アールマティも同じ顛てん末まつを辿たどるぴょん。困ったことにあやつは、それがより上位の存在となるために必要なことだと考えているみたいなんだぴょん」

　呆あきれを隠さずにアフラは言う。

「つまり、アフラが救いたいのはアールマティなんだな？」

「…………」

　彼女は答えなかったが、それは肯定に等しい沈黙だ。

「あんな怒ってたのに何でだ？　クソ天使とか散々言ってただろ？」

　不思議に思って俺が尋たずねると、アフラは視線を逸そらす。

「もちろん今も怒っているぴょん。あやつのバカさ加減にはほとほと呆あきれるぴょん。しかし……天使は我にとって娘や妹のようなものだぴょん。バカな子ほど可愛かわいい、みたいな感じなんだぴょん」

「あー……その感覚は、分からなくもないな」

　ルリのことを思い出し、俺は同意する。

　抜けたところがあるからこそ、守らなければと強く思った。目を離すことができなくなった。

　きっとアフラにとってのアールマティもそういう存在だったのだろう。

「──分かった。納得できた。何かすげーすっきりした。ありがとな、話してくれて」

　笑顔で礼を言った俺を、アフラは半眼で睨にらむ。

「言っておくぴょんが、絶対にこの事はアールマティに言ったらダメだぴょん。あと……我の方もお前に聞いておきたいことがあるぴょん」

「何だ？」

　彼女の顔が真剣だったので、俺も真面目まじめな表情で問い返した。

「ここまで何の準備もする暇なく駆け続けてきたぴょん。追いつけたとして──それからどうするのだぴょん？　魔竜を倒す手段も、毒の対処法もないままだぴょん」

　いつか聞かれると思っていたことだ。

　確かにこの三日、何も準備はできなかった。けれど走り続けている間に考えることはできた。だから既にやるべきことは定まっている。

「大丈夫だ。神話を〝確実に〟ぶっ壊す手段はある。何の武器も道具もいらない、簡単な方法がな」

「本当ぴょん!?」

　驚くアフラに俺は頷うなずき返した。

「ああ、でも〝その後〟が大変だぞ？　どうなるかは俺とアフラ次第だ。どっちかが失敗すれば世界は滅ぶ。ルリも──アールマティも救えない」

　それでもいいかと視線で問いかける俺に、アフラは強気な笑みを見せる。

「ふん、女神たる我に失敗はないぴょん。つまりお前が成功させればよいだけぴょん。さあ、詳しく話してみるぴょん」

　頼もしい女神の言葉に俺は苦笑し、これからすべきことを伝えた。
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　どれだけ歩き続けただろうか。

　ルリたちが作った一本道を進むだけなので、夜でも迷う心配はない。

　ただ、考える必要がないからこそ、蓄積した疲労が眠気を誘う。

　足がふらつくたびに自分の頬ほおを叩たたき、意識をはっきりさせる。

　叩きすぎたせいで頬がひりひりと痛い。

　茨いばらの森は起伏が激しく、ようやく上りが終わったと思ったらまたすぐに坂が現れた。

　そうしていくつめかの坂を上り切った時、空気が変わる。

「っ……」

　何かが腐ったかのような悪臭。

　思わず鼻を押さえたが、俺はこの臭においに覚えがあった。

　一年前、誤作動を起こした魔法陣から漂ってきた禍まが々まがしい香り。

　ルリを呑のみ込んだバグ──影の竜シヤドウドラゴンが発していたもの。

　東の空が明るくなり、辺りの状況がよく分かるようになる。

「これ、は……」

　今まで自分が〝どこ〟を通って来たのか理解する。

　眼前に広がるのは、とてつもなく巨大なクレーター。

　俺たちが踏破したのは、隆起したクレーターの縁だったのだ。

　中心部は禍々しい紫色の霧に覆われており、そこに何があるのかは見通せない。

　けれど恐らく魔竜とルリたちはそこにいる。

「ようやく見えたぴょん。あの場所こそ数十年前に魔竜が〝落ちた〟不浄の地ぴょん。しかし人の足で行くにはまだまだ遠いぴょん」

　俺の隣に並んだアフラは、目を細めて呟つぶやいた。

　召喚魔法によってカオティック・フレイムに出現した魔竜がルリを呑み込み、姿を消したのは一年前だが、こことリアルでは時流のズレが大きい。

　これだけのクレーターができるのだから、当時は辺り一帯が荒野と化していたはずだ。そして汚染された大地に適合した茨だけが、その周囲を覆うように繁殖したのだと思われた。

　しかしその茨も、クレーターの内側には存在しない。

　きっと中心部から漂う毒の濃度に関係しているのだろう。

「──急ごう」

　俺は短く告げて、すり鉢状に凹くぼんでいるクレーターの内部へ足を踏み入れる。

　もう日が昇ってしまった。

　〝降こう燐りんの日〟は太陽が最も高く昇る瞬間。正午あたりだとすれば、あと六時間ほどだ。

　しかしクレーター中心部までの距離は、ここまで踏破した道のりの倍近い。

　起伏はなく、ひたすら下りなのが救いだが……今のままで間に合うかは怪しかった。

　そしてその悪い予感は的中する。

　太陽が空の頂に近づいた時、俺たちはようやく中心部を覆う霧の壁に到達したところだった。

「同盟者よ、このままでは間に合わないぴょん！　それにこの霧は魔竜の発する瘴しよう気きそのもの。突入すれば、タダで済まないぴょん」

　アフラは空の太陽を気にしながら俺を急せかす。

　俺は霧を吸わないように手で口を覆いながら、アフラの視線を追った。

「ん……？」

　そこで異変に気付く。

　太陽の端がわずかに欠けている。そして空が徐々に暗くなり始めた。

「もしかして〝降こう燐りんの日〟ってのは、日食の……その瞬間のことなのか？」

　驚く俺にアフラは頷うなずく。

「そうだぴょん。太陽が天の座より姿を消し、真炎の剣へと降こう臨りんする──ゆえに〝降燐〟の日なのだぴょん」

　そう説明を聞いている間にも、太陽には少しずつ影が落ちていく。

　だとすればタイムリミットは明確。

　太陽が全て隠れるまでに、俺はルリの元へ辿たどり着かねばならない。

　けれどもはや走っても間に合わないのは明白だ。霧の中に突入するのも自殺行為。

「──だったら最後の手段だ」

　俺は腰に下げていた輝剣レイクシルを抜き、その切っ先を足元に突き立てた。

「策があるぴょん？」

　アフラの言葉に俺は頷き、剣の柄つかに片足を乗せる。

「ああ、俺の背中にしがみつけ」

「ふん、何をするつもりかは知らないぴょんが、好きにすればいいぴょん」

　アフラは後ろに回り込むと、ぴょんと背中に飛びつき、俺の首に手を回す。

「しっかり掴つかまってろよ？」

　彼女に念を押してから俺は呪じゆ文もんの詠唱を始めた。

「我は望む、深しん淵えんの浄火。我は願う、始源の残炎──」

　一節で発動する剣技系のスキルではない。

　これは長い詠唱が必要な高位の攻撃魔法。

「其そは命。世界の血潮。創り、奔はしらせ、滅ぼすもの──」

　剣士系が習得してもほとんど使いどころはない。

　筋力値が加算される剣技の方が燃費はいいし、威力が出る。

「来たれ来たれ、赤き渦。我が怒りを象かたどり、此こ処こに成れ!!」

　だというのに無理をしてこの魔法を習得したのは、カオティック・フレイム内で話題になっていたとある裏技を試すため。

　それは運営側の意図しない動作でありながら、公になった後も修正されなかった稀け有うな事例。限定的な場面で活用できるテクニックとなったもの。

　三節の詠唱を終えた俺は、剣の柄つかをぐっと握りしめ、魔法を発動させる。

「赫き真炎アヴイスレイ!!」

　地面に突き立てた剣の切っ先から、眩まばゆい赤光が溢あふれ出た。

　この魔法は手にした武器の先端から発動する。

　ゆえに剣を下方に向けていれば、発生した炎が〝術者の体を打ち上げる〟のだ。

　ドンッ──!!

　凄すさまじい轟ごう音おんと共に、俺たちは空に舞う。

「ぴゃうぅぅぅん!?」

　アフラは悲鳴を上げながら必死で俺にしがみついた。

　この世界ではどうだか知らないが、カオティック・フレイムには飛行魔法がない。

　だがそれでも空を飛んでみたいと思った者たちが、この方法を編み出したのだ。

　攻撃魔法の反動による強引な飛ひ翔しよう。

　痛覚がなく、死んでも大してリスクがないゲーム内だからこそできる無む茶ちや。

　けど俺はそれを痛みもあり、死ぬかもしれないこの世界で実行する。

　飛べ、飛べ、飛べ──もっと高く！

　霧の壁を掠かすめるようにして、俺は飛ぶ。

　炎の魔法を推進力として、天の頂へと駆け上がる。

　翳かげっていく太陽に向かって高度を上げ続ける。

　そしてついに蟠わだかまる霧の高さを越えた。

「見えたぴょん!!」

　耳元でアフラが叫ぶ。

　霧はドーナツ状にクレーターの中心部を取り囲んでいるだけで、内側にまで満ちてはいない。そのおかげで上空からならば、そこにいる者を、そこで起こっていることを、女神の〝目〟ではっきりと見ることができた。

　一番目立つのは、二つの首を持つ巨大な黒いドラゴン。

「魔竜、アジ・ダハーカ……！」

　掠れた声でアフラが呟つぶやく。

　女神の目でステータスを確認しようとするが、何な故ぜかノイズがかかって見通せない。

　魔竜は全身に大きな岩の枷かせを嵌はめられて、一時的に動きを拘束されているようだった。

　──地系統の拘束魔法。ならあれを維持しているはエスティか。

　離れた場所にハイウィザードのエルフ少女を見つける。その傍そばにはクルルの姿もあった。

　そして魔竜の正面。

　高々と真炎の剣を振りかざしているのは──。

「ルリっ!!」

　妹の名前を呼ぶが、まだ遠い。

　俺の声は──届かない。
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　ついにその時が来た。

『さあ、勇者ルリ──真炎の剣に、最後の〝火〟を』

　女神様の啓示が頭の中に届く。

　ハルワタート様が言っていたように、この剣の使い方は女神様が教えてくれた。

　最後の一撃を放つ準備は、皆が整えてくれている。

　クルルは命がけで最前線に立ち、魔竜の気を引いてくれた。

　エスティはとっておきの封印魔法で魔竜を拘束している。

　魔竜の四肢を縛り上げるのは、頑丈な岩の枷。毒を吐く二つの口もがっちりと塞ふさがれていた。

　今なら誰にも邪魔されず、真炎の剣を振るうことができる。

「ルリ様！」

「ルリ！」

　クルルとエスティの声に応こたえ、あたしは女神様から託された剣を天に掲げた。

　辺りが暗くなる。空の太陽が欠けていく。

　だが陽ひの光が消えていくと共に、剣の鍔つばにある最後の宝玉が眩まばゆく輝き始めた。

　真っ赤な色に染まった宝玉は、まるで太陽のように辺りを照らし出す。

　宝玉を囲む六つの石も呼応するかのように光を増した。

　今、この剣は真炎界の全てを束ねた。七つの輝きが重なり合い、生まれるのは浄化の白き炎。魔竜はこの一撃をもって滅ぼされる。

　──そしてあたしは、毒を体に封じて、長い眠りにつく。

　もうそのことは知っている。夢の中で女神様が教えてくれた。

　何となく察していた〝重い役目〟は想像以上だったけれど、たくさん悩んで、考えて、〝やる〟と決意した。

　これが、あたしの選んだ道なんだ！

　あたしは自分を奮い立たせ、奥歯を噛かみしめ、ありったけの勇気を振り絞る。

　あたしはクルルやエスティと別れたくなんかない。一人で長い時間を眠るなんて嫌だ。

　でもあの二人が死ぬのは──もっと嫌。

　旅の中で出会った人たちを裏切りたくない。ケモミミやエルミミ、綺き麗れいなものが溢あふれるこの世界を守りたい。

　だから、全てを知ってなお魔竜を倒すと決めたのだ。

　けれど覚悟を固めても、恐怖そのものが消えたわけではない。

　胸の奥からは後ろ向きな感情が、次々と湧わき上がってくる。

　恐こわい、怖い、助けて、嫌だ──。

　脳裏に浮かぶのはお兄ちゃんの顔。

　だけど分かってる。来てくれるはずはない。

　あの日もそうだった。

　遊園地の前で、あたしはずっと一人で待ち続けていた。

　落ちてくる白い雪が、とても冷たくて──痛かった。

　期待なんかしても無駄。

　そもそもお兄ちゃんが来たところで何も変わらない。

　ただ、あたしの未練が増えるだけ。

　だから来ないでお兄ちゃん。お兄ちゃん、お兄ちゃん、お兄ちゃん──。

　溢れ出そうになる弱さを抑えつけ、あたしは剣の柄つかを強く握りしめる。

　あとはこの剣を振り下ろすだけ。

　そしたら全部おしまい。

　今、お兄ちゃんがどこにいるとしても……もう二度と会うことはない。

　──頑張れ、頑張れあたし。

　あたしは勇者ルリ。女神様に世界の運命を託された真炎の騎士！

「っ……」

　零こぼれ出そうになった嗚咽おえつを呑のみ込む。

　あとほんの少し。

　この一瞬だけ、あたしは強く在あればいい！

　全てを振り切るようにしてあたしは腕に力を込めた。

　胸の奥では弱いあたしが叫んでいる。

　お兄ちゃん、お兄ちゃん、お兄ちゃん…………助けて、お兄ちゃん！












　その悲鳴が溢あふれ出てしまう前に、あたしは真炎の剣を振り下ろ──。




「ルリィィィィィィィィッ──!!」




　けれどその時、来るなと願った人の声が耳に届く。

　助けてと願った人の声が心を打つ。

　ああ──そうだ。

　彼はあたしのヒーローだった。本当に必要な時は必ず駆けつけてくれた。

　あたしのことを一番大切にしてくれた。

　だから彼は──お兄ちゃんは、あたしにとって世界で一番大好きな人になったのだ。





　　　　　　　４






《world: 真炎界アヴイス　area: 不浄の地・中心部上空》




　日食は進み、辺りは闇やみに包まれていく。

　けれどそれに反比例して、ルリの掲げる剣は眩まばゆい光を放ち始めた。

　まさに太陽が天から地に移ったかのような光景。

　アールマティは言っていた。真炎の剣から放たれる光は魔竜を砕き、溢あふれ出る毒をルリの体に封じると。

　つまりルリがあの剣で魔竜を倒した時点で、バッドエンドは確定するのだ。

　──間に合ってくれ！

　俺は握りしめていた剣の向きを変え、降下に転じる。

　流星のように、大地へと真まっ直すぐに落ちていく。

　真下を見ているので太陽の状況は分からないが、辺りの闇やみは急速に深まっていた。

　真昼の空が夜へと塗り替えられる。

　太陽が完全にその姿を隠した時、ルリは真炎の剣を振り下ろすだろう。

　そして魔竜は滅び、ルリは深い眠りにつく。

　人々は勇者の伝説を長く伝え、いつかルリは遠い未来に目を覚ますはずだ。

　けれどそこにはきっと、仲間たちも、俺も、きっといない。

　──くだらねえっ!!

　そんな結末を変えるために、俺はここまで来た。

　どれだけこの神話が世界にとって正しかったとしても、俺はそれを認めない。

　辺りの闇がぐっと深まり、ルリの剣が一際眩まばゆい光を放つ。

　太陽が完全に隠れ、ついに〝降こう燐りんの日〟が訪れたのだ。

　しかしまだ俺は戦場の上空。

　真炎の剣の鍔つばから七色の輝きが溢れ、その刀身を極光で包み込む。

　力を解放した剣をルリは高く掲げ、振り下ろそうと──。

「ルリィィィィィィィィッ──!!」

　今度こそ届けと叫ぶ。

　ぴくりとルリの体が震え、動作がわずかに鈍にぶった。

　ドォォォンッ!!

　その間に俺はルリと魔竜の間──ちょうど中間地点に、赤い焔ほのおを纏まとって降り立つ。

　辺りに舞い散る火の粉と土煙。

　直前で炎を下方に向けて衝撃は殺したが、もう体力も魔力も空っぽだ。けれどそんな俺でも神話を壊すことはできる。

　こうして──この場でただ両手を広げ、〝魔竜を庇かばうように立つ〟だけで。

「お兄、ちゃん……」

　ルリは確かに俺を見た。その瞳からポロリと涙が零こぼれ落ちる。

　けれど振り下ろす寸前だった剣は止まらない。

　解き放たれようとしていた光を抑える術すべはなく、魔竜を滅ぼす一撃は放たれる。

　しかし俺には分かっていた。その光が決して俺を傷付けないことを。

　ズォッ──！

　極光の斬ざん撃げきが、俺のすぐ横を駆け抜けた。

　天から地を一刀両断するほどの凄すさまじい剣けん閃せんだ。

　ウルスラグナさえも明らかに凌しのぐ──途方もない力が込められた一撃。

　しかし魔竜の前に立つ俺を避よけたことで、それは神話の終幕になり損ねる。

　耳鳴りのように響くのは、駆け抜けた剣閃の残響。

　エスティとクルルは俺の方を見て呆ぼう然ぜんとしていた。

　張りつめた沈黙の中、後ろから魔竜の唸うなり声ごえと枷かせの軋きしむ音が聞こえてくる。

「なんで……」

　最初に口を開いたのは、俺の妹。

「なん、で……お兄ちゃん……どうして……来ちゃったの？　会いたかったけど……助けてほしかったけど……でも、助けられちゃいけなかったのに……」

　ルリは涙を流しながら、掠かすれた声を漏らした。

　剣を振り下ろした姿勢で硬直している彼女の顔は、困惑と喜びと──絶望の色に染まっていく。

　当然だろう。俺の背後で、魔竜はまだ生きているのだから。

　俺は魔竜アジ・ダハーカを、身を挺ていして守ったのだ。

　闇やみに満ちていた世界が、再び光で照らされる。

　日食が──〝降こう燐りんの日〟が終わったのだろう。

　これでルリは魔竜を滅ぼす手段を失った。ここまでルリたちが続けてきた冒険は無駄になったのだ。

　あまりにズルくて、最低な〝助け方〟だというのは分かっている。

　けれど今の俺には、選択肢が他になかった。

「トオヤ様──」

　クルルが何か言おうとするが、それを遮ってエスティが甲高い声で叫ぶ。

「何てことをしてくれましたの!?　あなた──ご自分が何をしたのか、分かっているんですか!?」

　俺はいきり立つエスティと視線を合わせ、深く頷うなずいた。

「ああ、分かってるさ。俺は今、あんたの創った神話をぶっ壊したんだ──女神アールマティ」

「ぴょんっ!?」

　驚きの声を上げたのは、俺の背中にしがみついたままだったアフラ。

「なっ……」

　エスティも息を呑のみ、表情を強こわ張ばらせた。

　その直後、異変は起こる。

「っ……ああああああああああああああっ!?」

　エスティが頭を押さえて苦しみ始めた。

　彼女の全身から眩まばゆい光が放たれ、背中からぶわりと白い翼が広がった。

　さらにその頭上には金色の光輪が出現する。

「え、エスティちゃん!?　どうしちゃったのですか!?」

　彼女の傍そばで慌てふためくクルル。

「エスティ……？」

　ルリも呆ぼう然ぜんとその様子を眺めている。

「これは……まさか本当にあの娘がアールマティだったのかぴょん？」

　俺の背中から飛び降りたアフラは、説明を求めるように俺を見上げた。

　彼女が驚くのも分かる。

　俺が〝アフラの目〟で見た時、エスティの名はアールマティではなかった。ならばアフラが気付かなかったのも当然だ。

　全てを見通す女神の目と言えど、現在の女神であるアールマティの偽装は見破れなかったということだろう。

「俺たちの前にアールマティが現れた時、あいつは〝ここまでは見逃した〟って言っただろ？　つまりあいつはずっとルリの傍にいて、その冒険を見守っていたことになる」

　そう語った俺は苦笑交じりに肩を竦すくめる。

「そこで思ったんだ。自分の書いた神話を最高だと思っている奴やつなら、誰よりもそれを〝楽しもうとする〟んじゃないかってな。自分自身が物語の登場人物としてルリのパーティに加わって──冒険の旅をする。それは神話の進行を監視しつつ、自分も楽しめる最高の方法だったんだろう」

　エスティから放たれる光は、あの夜に見たものと同じ。

　けれど女神の輝きは不安定に明滅し、次第に弱まっていく。

　ピシリ──と異音が響いて、彼女の頭上に浮かぶ光輪がひび割れた。

「それにあの時は俺たちを無力化したと思ってたから、きっと隠すつもりもなかったんだよ。姿は見えなかったが、声や口調はエスティっぽかったしな」

　それほど長くはないが、一緒に旅をしたのだ。気付く取っ掛かりはいくらでもある。




　パリンッ！




　ガラスが砕けるような音と共に、エスティの頭上にあった光輪が砕け散った。

　すると今度はアフラの頭上に眩まばゆい光輪が出現する。

「おおっ！　女神の証あかしである炎えん環かんが戻ったぴょん!!」

　頭の上を見て、アフラは歓声を上げた。

　彼女のステータスを確認すると、クラスはちゃんとした〝女神〟になりカッコカリは外れている。さらにレベルもぐんぐんと上昇中だ。

　対してアールマティの存在力は低下し、クラスも大天使に変わっていた。

「アールマティの書いた神話が完全に破は綻たんしたってことなのか？」

　疑問を口にした俺に、アフラは大きく頷うなずく。

「そうだぴょん！　我はついに女神に返り咲いたのだぴょん！」

「そのわりには語尾にまだ〝ぴょん〟が付いてるが……」

　俺が訝いぶかしげに呟つぶやくと、アフラは頬ほおを膨らませる。

「そ、そんなすぐには口調を戻せないぴょん。もう慣れてしまったのだぴょん。けれど神話魔法で歪ゆがめられていた〝理ことわり〟は、確かに復元したのだぴょん。今の我は真炎界アヴイスを統べるまことの女神、アフラ・マズダーぴょん！」

　胸を張り、アフラは嬉うれしそうに笑う。

「……何を喜んでいるんですの？　あなた方には後ろに在あるモノが見えていないようですわね」

　だがそこで怒りに満ちた声が耳に届いた。

　エスティ──いや、アールマティが突き刺すような眼まな差ざしで俺たちを睨にらんでいる。

「見えているさ、ちゃんとな」

　けれど俺は動じず、背後を確認して答えた。

　魔竜を一時的に拘束していた岩の枷かせには深い亀き裂れつが走り、今にも砕けそうになっている。

　グゥゥゥゥゥゥゥッ!!

　響き渡るのは殺意に満ちた魔竜の唸うなり声ごえ。

　あの枷が壊れれば、すぐにでも魔竜は襲い掛かってくるはずだ。

「見えているですって？　ならどうしてそんなに平気な顔をしているんですの！　あなた方は魔竜を滅ぼす唯一の機会を奪ったんですわよ？　わたくしの神話を壊したことが、どれほどの罪か分かっていますの!?」

　激情を迸ほとばしらせて叫ぶアールマティ。

　そんな彼女に向けて、俺は鋭く言い返す。

「けどお前も、〝壊せるものなら壊したかった〟はずだ」

「な──何を馬鹿なことを!?」

　否定するアールマティだが、俺は彼女が一瞬垣かい間ま見みせた動揺を見逃してはいない。

「お前はスライムの一件が解決するまで、俺たちを見逃していた。けど……そんな必要がどこにあるってんだ？」

「そ、それは、女神としての慈悲と余裕で──」

　アールマティはうろたえながらも言い返してくる。

「違うな。お前はあえて俺たちの好きにさせたんだ」

　だが俺は彼女の言葉を遮ると、クルルに視線を向けた。

　まだクルルは状況を呑のみ込めていないようだったが、俺の眼まな差ざしに気付くと戸惑いながら首を傾かしげる。

「俺は覚えてるぞ。ゴーレムからクルルを救った俺に〝エスティ〟は感謝していた」

「そんなこと……演技に決まってるじゃありませんの」

　アールマティは否定するが、その声には力がない。

　ビシッ──。

　響く破砕音に焦りを覚える。

　こうしている間にも魔竜の縛いましめは綻ほころびていくが、〝この後〟を考えればアールマティときちんと話をする必要があった。

「俺には心から喜んでいるように見えたけどな。一緒に旅をしているうちに、クルルのことを大切な仲間だと感じるようになったんじゃないのか？」

「…………」

　今度はもう何も言わず、アールマティは視線を逸そらす。

「あんたはその時にはもう、自分の神話が独りよがりなものだって気付いてたはずだ。でもあんたも神話の登場人物だから、展開は変えられない。そんな時に現れたのが俺だった」

　深々と嘆息し、自分を指差してから俺は先を続けた。

「あんたはもうこれ以上余計な人死にを出したくなくて、スライムの件を俺たちが何とかするまで傍観した。でも……ホントはもう一人、救いたいと思っていた奴やつがいたはずだ」

　腕を大きく振って、俺は立ち尽くしているルリを指し示す。

「あんたもルリを犠牲にしたいなんて思っちゃいないんだろう？　なら俺とアフラに任せろ。俺たちがこの壊れた神話を、皆で笑える結末にしてやるさ」

　そう言って俺は魔竜の方に向き直った。

　改めて眺めると凄すさまじく大きい。昔家族で行ったドーム球場を外から見た時の印象に近い。

　今は手足と首、それに口を岩の枷かせが押さえつけているが、立ちあがればさらに大きく感じるはずだ。

　締め付けられた牙きばの隙すき間まからは、紫色の霧が漏れ出ている。あれが恐らく魔竜の毒。

　口の枷が壊れれば、奴が辺りに毒を撒まき散ちらすのは目に見えていた。

「ふ、不可能ですわ！　もう魔竜を滅ぼす手段も、毒を封じる方法もありません！　魔竜を拘束している魔法も、二度は使えないものです！　既にこの神話は破滅が決定付けられたんですの！　それに、あなた方も手詰まりだと言っていたはずですわ！」

　背後からアールマティの声が届く。

「確かにこの世界ではもう無理だ。だったら──別の世界で何とかすればいい」

　ヒントはあった。何な故ぜなら俺が最初に魔竜と出会ったのは、この世界ではなかったのだから。

「え……？」

　困惑した様子のアールマティは置いておき、俺はアフラに問いかける。

　これから何をするかは打ち合わせ済みだ。

「やれるか、アフラ？」

「もちろんだぴょん！」

　アフラが腕を高く掲げると、彼女の頭上にある光輪が眩まばゆく輝いた。

　すると俺たちと魔竜のいる空間を包み込むように、白い炎の円陣が出現する。

　直後、今にも動き出そうとしていた魔竜の姿が、フッと掻かき消えた。

　巨体の重さでひび割れた地面には、複雑な文様の魔法陣が浮かび上がっている。

　その魔法陣は──俺がこの世界へ来る時に描いた図形と同じものだ。

「な…………何を、したんですの？」

　唖あ然ぜんとするアールマティに俺は答える。

「俺がいた世界──カオティック・フレイムとの扉を開いて、魔竜を向こうに転移させたんだよ。俺は前にカオティック・フレイム側から魔竜を召喚したことがあったからな。アフラの力を借りれば逆のこともできるはずだと思ったわけだ」

　だが俺の説明を聞いたアールマティは表情を険しくした。

「まさかこれで事態を解決したと思っているんですの？　魔竜はこちら側に属する存在……向こうに留とどめておけるのは世界が繋つながっている間だけですわ！　扉が閉じれば、すぐこちらへ引き戻されてしまいます！　こんなの、ただの時間稼ぎに過ぎません！」

　アールマティの指摘に俺は頷うなずく。

「分かってるさ。だから俺はこれから──」

「お兄ちゃん！」

　けれどそこでルリの声が俺の言葉を遮った。

　振り返ると、ルリは涙目で俺を見つめている。

「もうっ……いったい何なの！　突然いなくなったと思ったら、大事なところで全部めちゃくちゃにして……あんな助け方をして……エスティから翼が生えて……魔竜も消えちゃって……もう全然意味分かんない！　あたしを置いてきぼりにしないでっ!!」

　目の前の状況を処理できなくなったらしく、彼女は半分パニック状態だ。

　色んな感情が溢あふれ、制御できていない。

　俺が姿を消したことで不安にさせたのは分かっている。俺が最後の一撃を阻んだことで怒っていることも知っている。

　そして何より──また置いて行かれることを妹は恐れている。

　だから俺は安心させるために微笑ほほえんだ。

「大丈夫だ。ルリをもう一人にはしない。一緒に一年前の続きをしよう」

　そう言って俺はルリに手を差し出す。

「一年前の……続き？」

　ルリはきょとんと俺の言葉を繰り返した。

「そう、〝戦いの〟続きだ。俺たちも今からカオティック・フレイムに転移して、そこで今度こそ魔竜をぶっ倒すんだよ」

　そこで俺はアフラの方をちらりと見て確認する。

「──〝そこまで〟ならルリも行けるよな？」

「もちろんだぴょん。かおてぃっく・ふれいむという仮想世界と真炎界アヴイスの存在力は、ほとんど同じなのだぴょん。こちらに〝肉〟のある存在でも、魔竜と同じく扉が開いている間なら向こうに留まれるぴょん」

　それを聞いた俺は再びルリに向き直り、もう一度呼びかけた。

「そういうわけだ。行くぞ、ルリ」

「……そういうことって、全然意味分かんないよ。でも──お兄ちゃんはあたしを置き去りにしたんじゃなかったってことは、何となく分かった。お兄ちゃんは、あたしとの冒険を〝おしまい〟にしちゃったわけじゃなかったんだよね？」

　縋すがるような眼まな差ざしで問いかけてくるルリ。

　俺は彼女と視線を合わせたまま、深く頷うなずく。

「ああ、俺にとって一番大事なのは、ルリ──お前だ。一年前だって本当はおしまいになんてしたくなかった。けどこれ以上一緒にいるのはルリのためにならないと思って、〝仲直りができない喧けん嘩か〟を続けたんだ」

「お兄ちゃん……」

　初めて俺の本心を知ったルリの瞳に涙が浮かぶ。

「遊園地の約束をすっぽかしたのは、電車が動かなくなったせいだった。でもこれでよかったんじゃないかって……あえて言い訳をしなかったんだよ」

「そう、だったんだ……」

　ルリはか細い声で相あい槌づちを打つ。

「でも悪い──俺が間違ってた。何しろちょっと目を離していた間に、ルリは異世界でこんな状況になってるんだからな。俺が傍そばで見ていてやらないと、危なっかしくて仕方がない。だからここへ来るまでに、覚悟を決めた」

　そこで一いつ旦たん言葉を切り、大きく深呼吸してから告げる。

「俺はこれからずっとルリの傍そばにいる。場所がどこだろうと関係ない。そしてお前をいつも楽しく笑わせてやる。たとえルリが嫌がっても、世話を焼き続けてやるからな」

「っ──」

　俺の言葉を聞いたルリは、涙を零こぼしながら駆けてきて──その勢いのまま俺に飛びついた。

「お兄ちゃんのバカ！　あたしが嫌がるわけないじゃない！」

　そして強く強く俺を抱きしめる。

「ホントにバカ……でも……大嫌い……じゃない。大好き……だよ、お兄ちゃん」

「──ああ」

　俺はルリの背中に手を回し、優しく抱き返した。

　グルルルルル──。

　けれど兄妹の絆きずなを確かめ合った俺たちの耳に、不気味な唸うなり声ごえが響いてくる。

　──魔竜の声。

　恐らく向こう側から漏れ聞こえているのだ。

「きっともう暴れ出す寸前なんだろう。ルリ、続きは向こうで魔竜を倒してからだ」

「お兄ちゃん……本当に何とかできるの？」

「〝俺たち〟が力を合わせればな」

　そう言ってルリの手を握ると、ルリも決意の色を瞳に浮かべ、手を握り返した。

　そして俺はクルルにも声を掛ける。

「クルル！」

「は、はいなのです！」

　慌てて駆け寄って来たクルルの頭を、俺は空いた手で撫なでた。

「心配かけて悪かったな。けど、ここからが正念場なんだ。もう少し俺に力を貸してくれるか？」

「もちろんなのです！　もう少しなんて言わないでください！　トオヤ様へのご恩は一生をかけて返していくつもりなのです！」

　尻尾しつぽを勢いよく振りながら、何度も首を縦に振るクルル。

　その真まっ直すぐな信頼と好意にこそばゆい想おもいを抱きつつ、俺は残った最後の一人に目を向けた。

「──エスティ」

　少し考えてから、俺は〝仲間〟としての名前で彼女を呼ぶ。

「……何ですの？」

　白い翼を生やした彼女は地面に膝ひざをつき、項垂うなだれていたが──俺の声によろよろと顔を上げた。

「まだ余力があるなら、あんたも協力してくれ」

「どうしてわたくしがあなたに協力を……」

「俺にじゃない、ルリにだ。エスティはルリのパーティを支えるハイウィザードだろ？」

「な……」

　息を呑のんだエスティは、少し怯おびえるような眼まな差ざしをルリとクルルに向ける。

　それに気付いた二人は、彼女に笑みを返した。

「エスティが天使で女神だったとか、もう頭が大混乱だけど……話を聞くのは後回しだよ。まだ戦闘は終わってないんだもん。〝いつも通り〟に後方からの支援をお願いね」

「ルリ……」

　エスティは肩を震わせ、落ちていた自分の杖つえを拾い上げる。

「エスティちゃん！　クルルはエスティちゃんのこと、大事なお友達だと思っているのです！　それにエスティちゃんもクルルのことを大事にしてくれてるの分かってるのです！　だから他のことなんてどうでもいいのです！」

「クルル……」

　再び顔を伏せたエスティだったが、腕で目の辺りを拭ぬぐってから決然とした表情をこちらに向けた。

「──分かりましたわ。全てはこの世界を救うために始めたこと。まだ望みがあるのなら……最後までやり通してみせましょう！」




　ビシリッ!!




　そこで辺りに一際大きな異音が響く。

　これはきっと向こう側で魔竜の縛いましめが砕け散ろうとしている音。

「アフラ！」

　もう準備は整っている。

　俺は最後の戦いを始めるため、アフラに声を掛けた。

「分かっているぴょん！　さあ、行くぴょん！」

　アフラが大きな声で叫ぶと、周りを円形に囲んでいた白い炎がドーム状に俺たちを包み込んだ。

　あまりの眩まぶしさに何も見えなくなる。

　けれど繋つないだルリの手の温かさだけは、はっきりと感じていた。
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　　　　　　　１






《world: カオティック・フレイム　area: アスモの丘西部深奥》




　周辺空間ごとの転移だったせいか、浮遊感のようなものはなかった。

　けれど眩まばゆい光の中で、風が変わったのを感じた。

　魔竜から漂う腐臭と、傷付いたルリたちから香る血と汗の香り──それ以外の匂いが全て抜け落ちる。

　その瞬間、俺は理解した。

　ここは嗅きゆう覚かく情報が欠落した仮想世界。

　俺はカオティック・フレイムに戻って来たのだと。

　辺りはまだ真っ白だが、俺はすぐさま腕のコントロールリングに触れる。

　するとメニューウィンドウが空中に表示された。

　──よし、これなら！

　ぐっと拳こぶしを握りしめた俺は、アイテムストレージから魔法の箱を取り出す。

　淡い光のエフェクトと共に現れる黒い小箱。

　俺がカオティック・フレイムを決戦の地に選んだのは、この箱をアイテムストレージから取り出すためだと言っていい。

　長い冒険の始まりを思い出す。

　文字化けした謎なぞのメールを受け取った俺は、影の竜シヤドウドラゴンが出現した時に備えて、最高の装備を整えた。

　その時に手持ち武器として選んだのが英雄剣ウルスラグナ。

　バグを利用し、強化魔法バフを十回分重複させた切り札だ。

　けれど裏技を用いて作成し、保存してあった武器は他にもある。

　そうしたものはウルスラグナで仕留めきれなかった時のために、魔法の箱に入れて携帯した。

　魔竜アジ・ダハーカを倒せる可能性があるとしたら、そうした〝規格外〟の──世界の理ことわりを超えた武器しかない。

　そう考えた俺は、アフラが女神の力を取り戻したらカオティック・フレイムに魔竜ごと送ってほしいと頼んだのだ。

　──けど、本当に通用するかどうかは試してみなきゃ分からない。

　俺は現在装備している輝剣レイクシルを手放してから、箱から武器を取り出すための呪じゆ文もんを詠唱する。

「我が意に応こたえ、黒き箱より出いでよ」

　すると箱が輝き、俺の手に鉤かぎ爪づめ付きの手てつ甲こうが出現した。

　その時には辺りを包んでいた光も弱まり、近くにいたルリとクルル、アフラの姿がかろうじて見えるようになる。

「クルル、この〝魔狼の爪つめ〟を使え」

「えっ!?　は、はいです！」

　俺がポンと軽く手甲を投げると、クルルは慌てて両手で受け止めた。

「そいつを付ければ、きっとあの巨大な魔竜にも力負けしない」

　この手甲はゲーム初期、合成強化バグが存在した頃に作った異常な高ステータスの武器だ。

　もちろんすぐに対策が為なされてこうした武器は回収されたが、魔法の箱などに格納することで摘発から逃れたものもある。これはその一つ。

　そして手ぶらになった俺は、すぐさま次の武器を取り出した。

「エスティにはこれだな」

　ポンと具現したのは、先端に虹にじ色の宝玉が嵌はまった杖つえだ。

　徐々に輪郭が浮き出る世界の中で俺はエスティの姿を見つけ、彼女に向かってその杖を放ほうり投げる。

「エスティ、その〝天運の杖〟を使えば魔法の威力が何倍にもなる！」

　そう説明するが、実際は何倍どころの話ではない。

　あの杖は使うたびにランダムで魔法の増幅率が変わるというもの。けれどそのランダム性は使用者の幸運値に依存しており、幸運ブーストの裏技と併用することで凄すさまじい威力の魔法を撃てるのだ。

　けれど大天使アールマティであるエスティのステータスは最初から全て規格外の数値。わざわざブーストせずともあの杖は最大限の効果を発揮する。




　グォォォォォォォォォォンッ!!




　その時、辺りに咆ほう哮こうが響き渡った。

　俺たちの正面──薄れゆく白光の中から現れる黒き竜。

　ついに縛いましめを砕いた魔竜アジ・ダハーカを見て、俺は毒づく。

「くそっ……まだ戦闘準備が整ってないってのに！」

　まだ俺とルリの武器を取り出せていない。

　焦る俺に向けて大きなアギトを広げる魔竜。その赤い口こう腔こうの内側から、禍まが々まがしい紫色の光で満たされる。

　恐らくは毒を含んだブレス攻撃。

「やばいっ──」

　けれど身構えた俺の前に、クルルが歩み出る。

「大丈夫なのですっ！　クルルが時間を稼いでみせるのです！」

　そう言ってクルルは地を蹴けった。

　ドンッと凄すさまじい音が響き、彼女の姿は掻かき消える。

　そして次の瞬間、ブレスを吐こうとしていた魔竜の頭部が上に跳ねあがった。

　見るとクルルがアッパーカットを魔竜の下した顎あごに叩たたきこんでいる。

　強引に口を閉じさせられたことで、紫色の光は魔竜の口内で爆発した。




　グオォォォォォォォンンッ!!




　苦しげな声を上げた魔竜は、口から煙を噴き出す。

　けれどその獰どう猛もうな瞳はクルルの動きを追っており、空中で回避行動を取れない彼女に鋭い爪つめを振るった。

「輝石の槍やりよ、豪雨のごとく敵を穿うがて──数多あまたなる破槍！」

　その一撃がクルルに届く寸前、鋭い詠唱と共に無数の透明な岩槍が魔竜の腕を叩く。

　衝撃で腕の軌道が変わり、クルルはギリギリで爪を回避して地面に降り立った。

「エスティちゃん！　ありがとうなのです！」

　こちらを振り返ったクルルは、援護の魔法を放ったエスティに礼を言う。

「いいから前を向きなさい！　次が来ますわよ！」

「はいです！」

　嬉うれしそうに頷うなずいて、クルルは再び魔竜に向かっていった。

　──二人のおかげで助かった。

　俺は心の中で礼を言い、彼女たちが稼いでくれた時間でルリの武器を取り出す。

「我が意に応こたえ、黒き箱より出いでよ──」

「ぴょんっ……!?」

　俺が取り出した剣を見て、アフラは驚きの声を上げる。

　ルリも俺の手にした剣をまじまじと見つめた。

「お兄ちゃん、あたしはこの剣でいいの？」

「ああ、俺も同じ剣を使う。お揃そろいだな」

　俺はルリに剣を手渡してから、自分の剣も魔法の箱から取り出した。

　その間にも魔竜とクルル、エスティの戦いは続いており、大きな激突のたびに大地が揺れる。

　装備によって強化されたクルルの攻撃は魔竜をよろめかせるほどだが、硬い鱗うろこを砕くには至っていない。

　増幅されたエスティの魔法も決定打には足りなかった。

　やはりあいつを倒すのに必要なのは、真炎の剣に匹敵する威力の一撃。

「行くぞ、ルリ。同時に攻撃だ」

　俺はそう言って剣の柄つかを握りしめるが、ルリは不安そうに問いかけてくる。

「お兄ちゃん……この剣で本当に魔竜を倒せるの？」

「ああ、きっと倒せる。この英雄剣ウルスラグナなら」

　俺は力強く断言した。

　それを聞いたアフラが小さな声で呟つぶやく。

「やはりその剣──お前が最初に持っていたものと同じ剣だったぴょんね」

　俺はにやりと笑って頷うなずいた。

「メインウェポンの予備を用意しておくのは当然だろう？」












　そう言って倒すべき敵を──魔竜を見据える。

「ルリが真炎の剣で刻んだ大地の溝は、ウルスラグナの時よりも大きかった。だからたぶんこいつ一本じゃ真炎の剣には及ばない。けど──二発同時なら、必ず魔竜に届く！」

　俺の言葉を受け、ルリの表情が引き締まる。

「分かったよ……やろう、お兄ちゃん！」

　ルリは俺の横に並び、ぐっと剣の柄つかを握った。




　ビ─────ッ!!




　しかしそこで耳障りな電子音が鳴り響く。

　そしてさらに赤色のウィンドウが次々と周囲に現れた。

「管理者からの警告──もう気付かれたのか!?」

　俺は焦りながら声を上げる。

　確かに考えてみれば、ここで起こっているのはゲーム内で在あり得ない現象ばかり。

　運営からすると、かつてないほどのバグの発生だろう。

　この状況で、感知されない方がおかしかった。

　上空に天使の姿をした管理者が現れたのを見て、背筋が凍る。

「まずい！　下へ手たをするとこの辺りの空間ごと凍結されるぞ！」

　どうすればいいか必死で頭を回転する俺だったが、後ろからポンと背中を軽く叩たたかれてハッとする。

「……アフラ？」

　そこにいた小さな女神の名を呼ぶと、彼女はウサギ耳をピコピコ揺らし、にやりと微笑ほほえむ。

「同盟者よ、あれがここの神なのかぴょん？」

「まあ……それに近い存在かもな」

　戸惑いながら俺が肯定すると、アフラは両手を広げた。

「ならば我に任せるぴょん！　真炎界アヴイスとこの地の〝理ことわり〟が通じておるならば、我は此こ処こにおいても女神なのだぴょん！」

　そう言ってアフラが腕を振るうと、辺り一帯を包み込もうとしていた赤い警告ウインドウが一斉に消失する。さらに上空の天使管理者も彼方かなたへと吹き飛ばされた。

「なっ……」

　こんなことは管理者権限を有したゲームマスターでなければ不可能だ。

　──いや、よく考えるとあの管理者は天使の姿をしていた。

　カオティック・フレイムと真炎界の神話が共通しているのならば、あの天使は六大天使の誰かに該当するのかもしれない。

　ならばその上位にある女神アフラが、ゲームマスターだと世界に認識された可能性はある。

「この地の神に、戦いの邪魔はさせないぴょん！　戦場は我が支えるぴょん！　お前はただ全力で魔竜を討つぴょん!!」

「アフラ……ああ、分かった！」

　心のからの感謝を込めて頷うなずいた後、俺はルリと視線を交わす。

「やるぞ、ルリ！」

「うん……お兄ちゃん！」

　俺たちは頷き合って英雄剣を構えた。




　グォォォォォォンッ！




　本能で危険を感じ取ったのか、クルルたちと戦っていた魔竜がこちらを向く。

　その背中からぶわりと広がったのは、空を閉ざすほどの大きな翼。

「っ──あいつ、空に逃げる気だ！」

　飛ばれたら上う手まく狙ねらいはつけられない。ここで撃っても避よけられてしまうだろう。




「行かせませんわっ！」




　だが俺たちの中にも翼を持つ者がいた。

　白い翼を広げたエスティが、空に舞い上がろうとする魔竜の上空から魔法を放つ。

「地を司つかさどりし天の御み使つかい、その威を示す大いなる刃やいばを──大地を穿うがて、四柱の王剣ッ！」

　具現するのは一枚岩から削り出したかのような、四本の巨石剣。

　それらは漆黒の翼を貫き、魔竜を大地に繋つなぎとめる楔くさびとなった。

　魔竜は苦痛の声を上げ、剣を引き抜こうと首を動かす。

「やらせないのです!!　必殺──クルルキックなのですっ!!」

　そこで矢のように跳躍したクルルが、魔竜の横っ面を蹴けり飛ばした。

　その衝撃に魔竜の体がぐらりと傾く。

「トオヤ様！　ルリ様！　今なのですっ!!」

　クルルの声を合図に、俺とルリは同時に鞘さやから剣を引き抜いた。

　刀身から溢あふれ出る眩まばゆい赤光。凄すさまじい熱量が肌を焦がす。

「ルリ、タイミングを合わせるぞ！」

「お兄ちゃんこそ、遅れちゃダメだからね！」

　二人、まるで鏡合わせのように剣を構える。

　その動作だけで確信した。

　合図などいらない。俺たちは自然と同じ道を歩けると。

　だから何も迷わずに口を開く。

　一撃の威力を最大に引き出すため、剣技スキルの詠唱を行う。

　俺とルリの声は、当たり前のように重なった。




「「我が前に在ある全てを断て──業火の剣閃ワルフラーン!!」」




　発動のキーとなる技名を叫ぶと同時に、赤光を纏まとう剣を振り下ろす。

　魔竜の元へと奔はしる二筋の剣けん閃せん。

　回避は間に合わないと悟ったのか、魔竜は強引に巨石剣から翼を引き抜き、盾のように展開した。

　激突する紅ぐ蓮れんの斬ざん撃げきと魔竜の黒翼。

　──拮きつ抗こうは一瞬。

　すぐさま黒翼は炎上し、貫かれ──重なり合って膨れ上がる赤き光が魔竜に直撃する。




　グォォォォォォォォォォォォオォォォォォォォオォォォォォォォオォォォォンッ!!




　響き渡る魔竜の咆ほう哮こう。

　それは断末魔の叫び。

　ウルスラグナの一撃に体を両断された魔竜は、赤光に呑のまれて消えていく。

　そしてそのまま俺たちの放った斬撃は、カオティック・フレイムのフィールドを文字通り空から大地まで斬きり裂きながら、彼方かなたまで駆け抜けた。

　進路上のテクスチャが破壊され、ノイズ混じりの黒い空間が露出する。

　アフラが抑え込んでいた警告表示が辺り一面を埋め尽くすように発生し、辺りにけたたましい警告音が鳴り響いた。

　耐久値を超えたウルスラグナが剣先からボロボロと崩れていく。

「やった……！」

　激しい炎と光に呑まれていく魔竜を見て、ルリは歓声を上げる。

「いや、まだぴょん！　魔竜が滅べば、中から毒が溢あふれ出るぴょん!!」

　アフラの言葉通り、赤い光の中から紫色の液体が噴き出し、こちらに押し寄せてきた。

「これの対処はどうするぴょん!?　間もなく扉が閉じるぴょん──そうすればこの毒も真炎界アヴイスに戻ってしまうぴょん！」

　増殖する警告表示に押されつつあるアフラは、焦った声で叫ぶ。

　しかし俺は冷静に、もう一度魔法の箱を取り出した。

「安心しろ。魔物を倒して出てきたものは、この世界じゃ単なる〝ドロップアイテム〟だ。所有権は討とう伐ばつ者の俺たちにある。なら、こいつに格納してしまえばいい」

　そう言って俺は黒い小箱を翳かざす。

「我が意に従い、黒き箱に納まれ──魔竜の毒」

　すると毒の水流は渦を巻き、小さく圧縮され、箱の中へと吸いこまれた。

　後に残されたのは、大地と空に刻まれた斬ざん撃げき痕と、俺を見つめる仲間たち。

　呆ぼう然ぜんとしているアフラ、空にいるエスティ、地面に座り込んでいるクルル、そして剣を振り下ろした姿勢のまま固まっていたルリ。

　彼らに視線を巡らせてから、俺は笑みを浮かべる。

「これで今回の神話は完結だ。誰も犠牲にならない──めでたしめでたし、でな」

　俺の言葉を聞き、皆の顔にも少しずつ喜びの笑みが広がった。

「やったのですーっ！」

　最初に歓声を上げたクルルが、こちらに駆け寄ってくる。

　けれどそこでこの戦場を囲んでいた白い炎陣が揺らいだ。

　するといきなりクルルの姿が掻かき消える。

「クルルっ!!」

　ルリが焦った声を上げ、俺も慌てて周囲を見回すがどこにもいない。

　次いで空にいたエスティの姿も見えなくなる。

「心配するなぴょん。扉が閉じ始めたことで、あやつらは強制的に真炎界アヴイスへ送還されたのだぴょん。間もなくお前も──」

　アフラがそう言ってルリに視線を向けると同時に、彼女の姿も薄れ始めた。

「お、お兄ちゃん！　あたしっ……」

　不安な表情で俺に手を伸ばすルリ。

　俺は透明になっていく彼女の手を握ると、安心させるように微笑ほほえんだ。

「大丈夫だ。ずっと傍そばにいるって言っただろ？　それにまだ約束も果たしてない」

　それを聞いてルリはホッとした表情を浮かべ、目元を拭ぬぐって微笑み返す。

「うん……じゃあ、待ってるから」

　そうしてルリの姿もカオティック・フレイムから消失する。

　彼女のいた場所を、匂いのしない風が吹き抜けた。





　　　　　　　２






《world: カオティック・フレイム　area: ア■モの■■部■■エリア情報破損》




　そうして戦場跡に残されたのは俺とアフラの二人だけ。

　周囲の警告表示は増え続けているので、じきにここは隔離凍結されるだろう。

　だが俺たちが消えた後に何を調べても、きっと真相は分からないはずだ。

　まさか異世界から来た魔竜との決戦が行われたなんて、誰も想像できやしない。

　そんなことを考えながら、フィールドに刻まれた傷を眺めているとアフラが少し躊躇ためらいがちに口を開いた。

「同盟者よ、本当に〝りある〟へ戻らなくてもよいのかぴょん？　お前はルリと違い、肉体がまだそちらにあるぴょん」

　確認するように問いかけてくるアフラに俺は首を振る。

「いや、肉体には戻るさ。俺はこれからログアウトするから、アフラは俺のアバターだけを連れ帰ってくれ」

　その返答を聞いたアフラは目を丸くした。

「な……まさかお前、妹に嘘うそを吐ついたのかぴょん!?」

　怒りを滲にじませて詰め寄るアフラに、俺は苦笑を返す。

「早とちりするなって。ちょっとさ、父さんに書き置きをしてくるだけだ。アフラは真炎界アヴイスに戻ったら、今度は俺の肉体ごとそっちに召喚してくれ。アールマティにできたんだから可能だろう？」

「んなっ……確かにお前の器があれば、それを媒介に召喚はできるが……本気かぴょん？　ルリと同じく、もう二度と〝りある〟には戻れなくなるぴょん」

　こちらの真意を問うように、アフラは上目遣いで見つめてきた。

「本気だよ。ルリの傍そばにいるって決めたからな。ただこのまま真炎界に行ったら、リアルに体だけ残していくことになるだろ？　それはたぶん父さんにすごい迷惑をかけるだろうし……体ごとルリのところへ行くべきだって考えたんだ」

「お前が生きてきた世界を……全て捨ててもいいのかぴょん？」

　複雑な表情を浮かべるアフラだが、俺はそれにも首を振った。

「捨てるんじゃない。ただ、選ぶんだ。これから生きて行く場所と、誰の傍にいるのかをな」

　アフラは俺の言葉に、呆あきれを隠さず嘆息する。

「はぁ……全く、最初から思ってはいたが、お前は変な人間だぴょん」

「自覚してるよ。シスコンにもほどがあるってさ」

　そう言いながら俺はコントロールリングからメニューウィンドウを呼び出す。

「じゃあ、俺は今からログアウトはせずにＨＭＤヘツドマウントデイスプレイとの意識接続を切る。そうすればここにアバターの〝トオヤ〟だけが残るはずだ。そいつを向こうに連れ帰ってもらって、十分ぐらい経たったら中身俺を肉体ごと召喚してくれ」

「女神使いの荒い人間ぴょん。だが──お前の働きにはきっちりと報いねばならぬぴょん。分かった、任せておくがいいぴょん」

　苦笑交じりに頷うなずくアフラに笑い返し、俺はボタンを押す。

　視界が暗転する中、表示される接続中断の文字。

　こうして俺の〝最初の冒険〟は終幕を迎えたのだった。
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　　　　　　　１






《world: 現実リアル　area: マンション傘さん陽よう６０２号室》




　ＨＭＤヘツドマウントデイスプレイを外すと、部屋の中は真っ暗だった。

　電気を点つけて時計を見れば、ゲームを初めてからまだ数時間しか経っていない。

　父さんもまだ帰宅していないようだ。

　向こうに一カ月以上滞在していたはずなので丸一日は経過していると思っていたが……どうやら時流の差というものは一定ではないらしい。

　もしくは肉体ごと召喚されたルリと、魂とアバターで転移した俺の違いか。

　──というか、丸一日も意識不明になってたら病院に運ばれてるよな。

　この部屋で目覚めた時に気付くべきだったと、俺は頭を掻かく。

　そしてノートのページを破って、父さんに向けて手紙を書いた。

　瑠る璃りを見つけた。一人にしておけないから一緒にいる。もう戻れないかもしれない。父さんは気にせず彼女でも作って上う手まくやってくれ──という内容だ。

　これで納得しろ、心配するなというのは無む茶ちやだろうが、何もないよりはマシだと思う。

　きっと捜索願は出されるだろう。まあ、見つかるはずもないのだが。

　まだ時間はありそうだったので、父さんのために夕食を作ってからラップを掛けておく。

　それから自室の掃除をして、あまり見られたくないものは袋に詰めて、ゴミ捨て場に出した。

　そしてやることがなくなり、ベッドに座ってぼーっとしていると、ポンッとパソコンからメール通知を報しらせる音が響く。

　立ちあがってパソコンの前に行き、メールを開いてみる。




『差出人：ルリ　宛あて先さき：トオヤ　件名：魔法陣に触れるぴょん』




　メールには魔法陣の画像が添付されており、ディスプレイ上で白く輝いていた。

　ルリのアカウントからのメールだが、件名からしてこれはアフラが送ったものだろう。恐らくこの魔法陣に触れれば、向こうの世界に召喚されるに違いない。

　だがディスプレイに手を伸ばしたところで、メールには本文もあることに気付く。




『前略、大好きなお兄ちゃんへ。あたしをまたお嫁さんにしてくれますか？』




　それは間違いなくルリからの言葉。

　俺は小さく笑って、魔法陣に触れる。

　すると足元が明るくなって、自室の床にも複雑な魔法陣が展開した。

　辺りが白い光に包まれていく。

　何も見えなくなると足元とベッドの感覚が消失する。

　落ちていく──どこかへ、深くへ。

　眩まぶしすぎて目を閉じた。





　　　　　　　２






《world: 真炎界アヴイス　area: ？？？》




「お兄ちゃんっ！」

　突然すぐ近くからルリの声が聞こえ、俺はハッと瞼まぶたを開ける。

　すると目の前には、微笑ほほえむルリの姿。

　けれど俺は呆ぼう然ぜんとする。

　召喚された先でルリが待っているのは予想していた。けれど、この姿は──。

「どう？　お兄ちゃん……これ、似合う？」

　はにかみながら問いかけてくるルリは、何な故ぜか白く豪ごう奢しやなドレス姿。

「ウェディング……ドレス？」

　彼女が纏まとっている服の名前を口にすると、ルリは笑顔で頷うなずく。

「うんっ！　皆に協力して作ってもらったの！　すっごく綺き麗れいでしょ？」

　俺の周りでくるりと回転してみせるルリ。

　ふわりとドレスの裾すそが浮き上がり、彼女が一輪の花になったかのような錯覚を抱いた。

「ルリ様！　綺麗なのです！」

「まあ……苦労した甲か斐いはあったわね」

　その声に振り向くと、クルルとエスティが笑みを浮かべて立っている。

　そこで気付くが──俺たちがいるのは、どうやら教会の中らしかった。

　俺とルリがいるのは聖堂の奥、女神像の下。見上げれば壁にある豪奢なステンドグラスから、光彩が射さし込こんでいる。

「トオヤ様も、すっごく素敵なのです！　クルル……本当にルリ様が羨うらやましいのです」

　頬ほおを染めてクルルは俺を見つめた。

「え……？」

　自分の服装を確認すると、何故か白いタキシードを身に着けている。

　これはまさか……いや、もしかしなくても──。

　嫌な予感を覚えながら、恐る恐るルリの方に向き直ると、彼女は笑顔でこう告げた。

「じゃあお兄ちゃん、結婚式を始めよっか！」

　数秒、頭の中が真っ白になる。

　その間に俺は女神像の前に立たされ、ルリは真面目まじめな表情を作って口を開いた。

「あたし、カザシロ・ルリは──お兄ちゃんを永遠に愛することを誓います！　じゃあ、そういうことで！」

　俺の返事を待たずに顔を寄せてくるルリを見て、俺はようやく我に返る。

「ちょっ、ちょっと待て！　何か色々飛ばしすぎだろ！」

　ルリの額ひたいを手で押おし留とどめながら、俺は叫んだ。

「え？　でもお兄ちゃんはずっとあたしの傍そばにいてくれるんでしょ？　お嫁さんにしてくださいってメールに書いてあったよね？　読んだ上で来てくれたんだよね？」

　潤んだ瞳で見つめられ、俺は曖あい昧まいに首を振る。

「いや、まあそれはそうなんだが……もう少しこの世界のことを調べて、本当に戻れないかを確認するのが先というか……」

「えーっ！　あたし、そんなに待てない！　確認なんて後からでもいいよ！　とりあえず結婚しよ！　こんなに準備もしたんだし！」

　頬ほおを膨らませたルリは、俺の首に手を回して強引にキスを迫った。

　どうやらこちらへ召喚されるのに少し時間がかかっていたのは、結婚式の準備をしていたからのようだ。

「頼む、ルリを止めてくれ！」

　傍そばで見ているクルルとエスティに助けを求める。

「クルルはトオヤ様とルリ様が、お互いをすっごく大事していることを知っているのです！　だから最初に結婚するのはルリ様が相応ふさわしいと思いますです！　でも、その……もしよかった次はクルルも……」

　もじもじしながら何かとんでもないことを口にするクルル。

　狼人族ワーウルフの結婚観がどんなものかは知らないが、この状況では味方になってくれそうもない。

「あなたの服、作るのにすごく手間がかかりましたのよ？　わたくしの羽を折り込んでさしあげたのですから、ありがたく受け取って、誓いの儀式を行いなさいな」












　エスティことアールマティは、冷たく俺を突き放す。

「お兄ちゃん！　いい加減、観念してよね！」

　俺の頭を掴つかんで、ルリは少しずつ唇くちびるを寄せてきた。

　──もうここで結婚するしかないってのか？

　そう思った時、聖堂の女神像から眩まばゆい光が放たれる。

「なっ……」

　驚く目の前で女神像は、小柄な少女へと姿を変えた。

　彼女の頭上には女神の証あかしである光輪が輝いている。

「──アフラ」

　驚きながら俺は彼女の名前を呼んだ。

　俺を召喚したはずなのに姿がないのはおかしいと思っていたが……まさか、そんなところにいたとは。

「すまないぴょん！　女神として汝なんじらの結婚を見届けようと思っていたぴょんが──至急の用件ぴょん！　先ほどハルワタートの報告があって……魔界の大魔王たるアンラ・マユが何やら妙な動きをしているらしいぴょん！」

　早口でまくしたてるアフラに、俺たちは呆あつ気けに取られる。

「だ、大魔王？」

　戸惑いながら聞き返した俺に、アフラは大きく頷うなずいた。

「そうだぴょん。魔竜はアンラ・マユの尖せん兵ぺい──大悪魔の一柱に過ぎないぴょん！　再び世界の危機なのだぴょん！　同盟者よ、また力を貸してほしいぴょん！」

　懇願するアフラを前に、俺たちは顔を見合わせる。

「はぁ……仕方ないなぁ」

　溜ため息いきを吐つき、俺から離れるルリ。

　彼女はつかつかと聖堂の端に移動し、壁際に立て掛けられている真炎の剣を手に取った。

　そして俺の方を振り返り、勇者の顔で笑う。

「じゃあお兄ちゃん、結婚式は大魔王を倒した後でねっ」






あとがき






　こんにちは、ツカサです。

　今回はＭＦ文庫Ｊ様で、初めてのゲーム系異世界ものを書かせていただきました。

　私がゲームというものに触れたのは、祖母の家にあったファミコンが初めてだったと思います。当時既に前世代のゲーム機でしたが、ドットだけでシンプルに描かれた世界にあっという間にのめり込みました。

　何であんなにハマったんだろうなと考えてみて、色々とそれっぽい理屈も思いついたのですが、口に出すと少し嘘うそっぽくて──結局ただ〝楽しかった〟からだったんだろうなという結論に至りました。

　ゲームに関する思い出は、本当にただ楽しいものばかりです。

　家族で行ったデパート屋上のアーケードゲーム、おもちゃコーナーにあった最新ゲームの試遊台、友達の家に集まって騒ぎながらプレイした格闘ゲーム、弟と何年間も遊び続けたレーシングゲーム……どれも面白くて、楽しくて、今でもまた遊びたくなります。

　そして自分の成長と共にゲームも信じられないぐらい進化して、その中には非常にリアルなもう一つの世界が生まれました。

　それがいわゆるＭＭＯＲＰＧというやつで、私も色々とプレイした記憶があります。

　ただ、私が一番ハマったのはオンラインではない疑似ネトゲという感じのもので、架空のフルダイブ型ＭＭＯＲＰＧを舞台に繰り広げられるアクションＲＰＧでした（たぶん皆さんが想像されたものよりも、一世代前の作品だと思います）。

　フルダイブ型ＭＭＯＲＰＧのイメージは、その作品によって形作られたと言っても過言ではありません。ちなみに私の〝ツカサ〟というペンネームは、当時放送していたその作品のスピンオフアニメの主人公に影響を受けたものだったりします（あと本名の一部が同じ漢字だったので）。

　なので今回、ゲーム系異世界を舞台にした作品を書くことができて、すごく楽しかったです。

　Mika Pikazoさんが描いてくださったキャラクターはとても可愛かわいく素敵で、この「第三世界」に命を吹き込んでくれました。本当にありがとうございます！

　続いて担当編集のＴ様。ノベルゼロの「天球駆けるスプートニク」に続き、作品を世に出す機会を作っていただき、ありがとうございます。今後ともよろしくお願いします。

　最後にこの本を手にしてくださった読者の方々に、最大級の感謝を。

　それでは、また。





二〇一八年二月　ツカサ

















特別付録　書き下ろし短編







　それはまだ二人の神話が始まる前の出来事。

　カオティック・フレイムという〝ゲーム〟をプレイしていた頃の一幕──。

「お兄ちゃん、ここがあたしたちの新居なんだね！」

「拠点な、拠点」

　はしゃぐ妹のルリが口にした言葉を、俺は素早く訂正した。

「えー、結婚した二人が住むところなんだからやっぱり新居だよ。もしくは愛の巣！」

「誤解を招く表現はやめてくれ」

　先日、ゲーム内で妹と結婚してしまった俺は深々と溜息を吐く。

「誤解じゃないもん。新婚さんなのは事実でしょ？」

「……ゲームでの話だけどな」

　渋々同意すると、ルリは表情を明るくした。

「ほら、だったら新婚さんらしくしないと！　ね、お兄ちゃん？」

「お兄ちゃんって呼んでる時点で、色々とおかしい気がするんだが……」

　常識的なツッコみを入れるが、ルリは気にした風もなく拠点の中を見て回る。

　正直、あまり広くはない。リアルならワンルームマンションの一室という感じだ。

　けれどルリは目を輝かせて、どんな家具をどこに配置するか思案している。

「お兄ちゃん、やっぱりベッドは大きい方がいいよね？」

「いや、ゲーム内で寝ることなんてないだろ」

「気分だよ、気分。もう、分かってないなぁ」

　呆れた口調で言うが、ルリはとても楽しそうだ。

　仕方ない、付き合ってやるか。

　俺は胸の内で嘆息してから、部屋の奥──窓の傍へ移動する。

「ベッドを置くのならこの辺りだな。日当たりがいいし、ゴロゴロできる」

「あ、いいね！　じゃあ次はソファーを──」

　嬉しそうに頷いたルリは、声を弾ませて次の家具を検討し始めた。

　ここは遠く離れて暮らす俺たちが手に入れた〝居場所〟。

　そう考えると、俺もこの拠点が特別なものに思えてきたのだった。









　著者

　ツカサ

　　８月15日生まれ。Ｂ型。東京都在住。

　　好きな野菜はトマト。

　　趣味は遠距離からの猫観察。

　　おいしいロイヤルミルクティーに出会えると幸せ。




　イラストレーター

　Mika Pikazo（みかぴかぞ）

　　はじめまして、Mika Pikazoと申します。

　　今回妹キャラを描くにあたって、１人っ子だった自分は妹が実際に存在する、確かに存在するぞと暗示をかけて描きました。

　　脳筋系デレデレ白髪妹キャラ、最高…。

　　今回ツカサ先生とご一緒に作品を作ることが出来て嬉しいです。頑張ります！

















　　カバー・口絵・本文イラスト／Mika Pikazo

　　装丁／阿閉高尚（atd）
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